


[image: ]







[image: ]








１

２

３

４

５









１








		
「お疲れさまです、総務部の神かん崎ざきです。提出して頂いた出勤簿のデータをチェックいたしましたが、出勤日数と有休取得日数が合わないようです。お手数ですがご確認の上、修正して再度お送り頂けますでしょうか」

　まるで呪文を唱えるみたいに抑揚を押さえて一定のリズムで用件を述べると、受話器の向こう側にいる別部署の社員が恐縮して返事をする。

「……では可能な限り早急なご対応をよろしくお願いいたします」

　通話を終えた私は、受話器を置いて小さくため息を吐いた。

　月末の給与の支払いに合わせた勤怠データのチェックは煩わしい。

　支給金額に直結する情報だから重要であると事前に説明しているにもかかわらず、不備を残したまま送りつけてくる社員が常に一定数いるのだ。なかには毎月のように同じ指摘をしなければならない社員もいて、こちらとしてはうんざりする。

　ＰＣの画面に表示される勤怠データをスクロールして途中で止めると、私は電話機を操作して再度受話器を手に取り、内線をかける。

「お疲れさまです。総務部の神崎です。お忙しいところ失礼いたしますが、勤怠書類の件でご連絡しました。今少しお時間よろしいでしょうか」

　繋いでほしい相手が出てくれたのはラッキーだ。頷くその人にお礼を言って続ける。

「先月の──四月の勤怠ですが、代休を取得していない状態で有休を申請されています。就業規則上問題がありますので、こちらは代休として処理いたします。ご了承ください」

　ほぼ相槌しか打たない相手であるのをいいことに、一方的ともとれる通話を終えて受話器を置くと、私はまた息を吐いた。

　今月分はあと一件。いつもよりは断然少ないほうで助かる。

「神崎主任ってどうしていつもあんなに淡々とした感じで喋るのかな。昔はそうでもなかったって聞いたけど、怖くない？」

　後ろのデスクから、同じ部署の後輩の新にい見みさんの声がした。鈴を転がしたような高くてよく通る声は、いかに音量を抑えても筒抜けとなってしまうことに、気付いていない様子だ。

「わかるー。てか、私たちと話すときもそうだよね」

　そのとなりの席の加か賀がさんが、ややはしゃいだ様子でそれを受けた。

「──無表情だし、何考えてるのかわからないっていうか。結構可愛い顔してるのにさ、もったいない」

「『総務部の能面さん』って、神崎主任のことでしょ？　他の部署の人たちが話してるの聞いちゃって、なるほどーって思ったんだよね。表情変えずに淀みなく喋る雰囲気って、まさに能面じゃん」

　彼女たちの、本人に聞こえるはずがないという自信にはいつも恐れおののく。むしろ、聞こえても構わないと思っているのではないだろうか。

「言えてる」

　新見さんがくすくすと可愛らしく笑った。

「旦那さんって、営業部の神崎係長だよね。優しくて感じいいのに……主任みたいなタイプを選ぶのって、何だが意外。あのふたりって上手くいってんのかなー？」

　彼女の語尾が上がるのと同時に勢いよく椅子から立ち上がると、後ろのふたりのおしゃべりがぴたりと止んだ。

　振り向いて、凍り付いた表情をしているふたりのデスクの前を通り過ぎる。私はそのまま他部署のデスクを抜けてフロアを出た。

　──余計なお世話だ。と言ってやりたかったけど、できなかった。

　新見さんが抱いた疑問は、私のいちばん触れられたくない場所を的確に、深々と抉ってきた。痛いところを突かれるとはこのことだ。

　逃げるように訪れた女子トイレの個室の扉を開けてなかに入る。受話器を手にしていたときよりももっと大きなため息を吐いた。

　直後、スカートのポケットに入れていたプライベート用のスマホが震える。いやな予感がして一瞬躊躇するけれど、手に取って画面を確認してみる。メッセージアプリを通して、夫の崇たかしからメッセージが入っていた。

『ごめん、今日も泊まりになった』

　落胆するのと同じくらい、「やっぱり」という気持ちにもなった。おそらく今夜も夫は帰ってこないだろうと、心のどこかで予測していたから。

『わかった！　仕事大変だね。頑張ってね』

　私は心のざわつき抑えながら、語尾に笑顔の絵文字をつけて返信する。

　それが仕事じゃないことを本当は知っているのに。私以外の女性と過ごすためであるとわかっているのに。そんなの微塵も匂わせない文面で。

　夫からはすぐに『ありがとう』と返信が来た。

　いったい、何に対してのお礼なんだろう。彼はこの文章をどんな気持ちで打ったのだろうか。それ以上の返信はせず、私はただスマホを握りしめていた。

　耳元で新見さんの声が蘇る。

　『神崎主任ってどうしていつもあんなに淡々とした感じで喋るのかな。昔はそうでもなかったって聞いたけど、怖くない？』

　そう。少なくとも新卒二年目の彼女たちが入社する前までは、私も他人とコミュニケーションをとる上での最低限の明るさや取っつきやすさは備わっていたはずだ。

　私だって、今の自分をよしとはしていない。もっと愛想をよくしたほうが接する相手も気分がいいだろうとか、後輩とも穏便にやるべきだとは、理解しているのだ。

　明かりの消えたスマホの画面にうっすらと自分の顔が映っている。真ん中分けの黒い髪と切れ長の鋭い雰囲気の目。そういう外見的な特徴も相まって『総務の能面さん』と陰口を叩かれているのも知っている。

　それに気付かないふりを決め込んでいるのは、私のプライベートを詮索してこようとする人をブロックするため。見えない壁を張り巡らせておけば、隙を狙って急所を突かれることもない。

　今、私の身に起きている──そしてこれからもしばらく続くであろう問題を押し隠すためには、この方が都合がいいこともあるのだ。

　

　大手食品会社の総務部で働く私──神崎千ち聖さとと夫の崇は、一年間の社内恋愛の末、三年前に結婚した。

　そのころ夫はまだ総務部に在籍しており、今の私と同じ主任という立場だった。入社当時から、慣れない仕事を丁寧に教えてくれる彼に好感を抱いていた。優しくて誠実で、面倒見のいい上司。仕事上で密接にかかわるうちに、私は彼に恋をした。

　最初のほうは、むしろ夫のほうがぐいぐい迫ってきてくれていたので、お互いの気持ちがなんとなく伝わってからお付き合いに発展するまで、あまり時間はかからなかった。

　それから一年後に結婚。私が二十四歳、夫が三十歳のときだった。

　家族や友人、職場の知人など、全方位からの祝福を受け、大きな幸せを噛み締めていた。同時期、夫が総務部から営業部に異動して係長に昇進するというおめでたいできごとが重なったのもあり、これから夫とふたり、幸せな人生を歩んでいくものと信じて疑わなかった。

　旗色が悪くなりはじめたのは、結婚して三ヶ月ほど経ってからだ。

　一緒だった寝室を、夫が別々にしたいと言い出したのだ。理由を聞いてみると、「営業部に移ってから帰りが遅くなることが増えたから、寝ている千聖を起こしたくなくて」と。

　「そんなこと気にしなくていいよ」と言ったのだけど、夫は「千聖に悪いから」の一点張り。断れば逆に気を使わせてしまうかもと思い、これに従うことにした。

　寝室を分けると、今度は休みの日に別行動をしたがるようになった。土日はふたりで出かけたり、家で映画を見たりと、いつも一緒に過ごしていたのだけど、ある日を境に「ひとりで買い物をしたい」とか、「友達と出かける」などと言って一日家を空ける日が増えた。

　寂しかったけれど、これまでふたりで過ごす時間が長すぎたのかもと思い直した。

　交際中、夫は特別なことがなければ私と行動することを好んでいたけれど、そもそもそれが異常だったのだ、彼には彼の世界があるのだし、これからもずっと一緒にいるわけだから、それぞれの時間を持つことも大事だよね。

　……と自分を納得させて、私も友達とお茶をしたり、好きな作家の小説を大人買いしてゆっくり読んだりした。

　でも、これがよくなかったのかもしれない。週末にひとりの時間を満喫するようになった夫は、平日の夜ですらその気楽な時間を引きずるようになった。営業部に移って残業が増えたのをいいことに、夕食を外で済ませることも増えた。気が付けば、一週間のうちに夕食をともにする回数のほうが珍しいくらいになってから、今度は泊まりがけの出張が増えた。それでようやく、自分たちの関係がよくない方向に向かっているのでは、という自覚が芽生えたのだ。

　そして今から一年前、彼の心変わりを決定的づけるものを目にしてしまう。

　スマホの通知画面というのは残酷で、ポップアップで表示されると知りたくない情報でも視界に入ってしまう。夫の入浴中、彼がたまたまリビングに置きっぱなしにしていたスマホをつい目で追ってしまった私が悪いというのなら、そうなのだろう。

　スマホアプリを通して届いたメッセージは、『紗さ莉り』という見慣れない名前の女性からだった。おそらく社内の女性ではない。内容は、『大好き。もっと一緒にいたいし、抱いてほしい』という、熱烈なもの。

　メッセージを読む限り、ふたりは昨日や今日始まった関係ではなさそうだった。

　つまり──不倫。脳内にその二文字が浮かんだ瞬間、血の気が引く思いがした。

　どうして今まで気が付かなったのだろう。寝室が別になって、休日も別行動で、平日の食事さえも揃ってとることがなくなって、外泊が増えて──私たちはもう、ただ一緒に暮らしているだけの関係になり下がってしまっている。そしてこのメッセージだ。

　もしかしなくても、彼の心が私から離れ始めている。

　──このままじゃいけない。関係を修復しないと。

　焦った私は、すぐに行動に出た。まずはふたりでいる時間、彼との会話を増やすように心がけた。私たちはお互いに我先にと話し出すタイプではないので、それまでは無言の時間も多かった。個人的にはその空白に安心感を覚えていたりしたのだけど、夫がそれを不満に思っていたのなら改善の余地がありそうだった。

　結果、反応はいまいちだった。空白を生じさせまいと積極的に話しかけてみたものの、夫を戸惑わせただけだったようだ。

　では、恋人時代を思い出してもらうためにデートに誘って、ロマンティックな雰囲気に持ち込んでみたらどうだろうか。

　残念ながらこの方法も効き目がなかった。そもそも今の彼は、休日を私のために空けてはくれなくなっていた。誘ったところで「予定がある」と断られてしまうのだ。

　ならばと、ご無沙汰だった夜のほうを頑張ってみることにした。

　実は私たちはこの一年間、一度も夜の営みがなかったのだ。係長となった夫が忙しそうにしていたので、彼が求めてくるまで待とうと思っているうちに、こんなにも期間が開いてしまったわけだ。けれど、こうなってはこちらから働きかけるしかない。

　遅くに帰ってくる夫を待って、勇気を出して誘ってみた。普段よりも派手なランジェリーを身に着け「たまには一緒に寝たい」と、甘えた台詞を口にして。

　けれどやはり夫の反応は悪く、「疲れているから」と一蹴されてしまった。

　私にも妻としてのプライドがあるから、そこはすぐには引き下がれなかった。もう一年も触れ合っていないのだ。

　結婚して二年。確かに新婚時代の高揚感は薄れる時期だけれど、それでもお互いへの興味が失われるにはまだ早すぎる。

　食い下がる私に、夫は困った風に笑いながら言った。

「もう千聖は家族だから」

　家族だから、何？　家族になるために結婚したんじゃないの、私たち。

　家族だからセックスができないなんて、どういう理屈？

　諦めきれずに、日を改めて何度かベッドに誘ってみたけれど、結果は同じだった。

　それでやっと気付いた。夫はもう、私を女としては見ていないのだということに。

　相変わらず、紗莉さんとのメッセージのやり取りは続いているようだった。通知を切ればいいのに、そういう部分がマメではない夫のスマホは隙だらけで、すぐに状況を覗くことができてしまう。

　──ふうん。昨夜も一緒だったんだ。紗莉さんと。

　置きっぱなしのスマホから断片的にメッセージを追っているうちに、彼女が他社の営業であることが読み取れた。文章や絵文字のチョイスを見る限り、おそらく私よりも年下。仕事でかかわるうちに、距離を縮めていったのだろう。私のときもそうだったから、よくわかる。

『昨日はなかなか寝かせてくれなかったから、今日の仕事はしんどかったよー！』

　絵文字で彩られたメッセージを眺めて胃がチリチリと痛んだ。

　紗莉さんとは睡眠不足になるほどお互いを求め合っているのに、私には指一本触れてこない。その事実が惨めで苦しい。

　現状を好転させるには努力するしかない。私は自分を鼓舞して、食事が一緒になるタイミングで彼の好物を作ったり、彼の趣味のひとつである野球のニュースを詳しく調べて話題を振ってみたり、時間のある週末を使って家のなかをピカピカに掃除して、少しでも居心地のよくなる空間になるよう工夫をしてみた。

　けれど、今に至るまで、そのいずれも空振りに終わっている。

　むしろ努力すればするほどドツボにはまっていくようだった。行動に起こすたび、夫の冷めたような反応によって愛情が目減りしていると気付かされてしまう。

　もがいてももがいても、這い上がることができないアリ地獄にいるみたいだ。

　本当ならもっと、爆発するように怒りを表現したっていいのかもしれないけど、できなかった。私が浮気に気付いているのだと示し、夫に怒りをぶつけたりしたら、きっとあっさり「離婚しよう」と言ってくるだろう。私にとってはそれが何よりの恐怖だ。

　純粋に夫と別れたくない、という理由もあるのだろうけど、私たちが結婚するにあたって、周囲の人々にたくさん祝福してもらった。その人たちを悲しませてしまうのが堪らなくいやなのだ。

　特に、私を女手ひとつで育ててくれた母親にだけは、残念な報告をしたくない。

　私が結婚すると知り誰よりもよろこんでくれた母親。「お母さんは結婚で幸せにはなれなかったけど、千聖は幸せを掴みとってね」と泣いてくれた母親。大好きな母親に、親不孝をするわけにいかない。

　……何が何でも夫の心を取り戻さなくては。

　浮ついた気と書いて浮気と読む。きっと今の夫は、気持ちが浮ついているだけなのだ。時間が経って冷静になれば、きっと結婚当初を思い出して私を愛してくれる。

　その時間を稼ぐためにも、夫との不仲を誰にも悟られないようにしなくてはならない。

　幸い夫は外では夫婦関係にひびが入っていることを滲ませていないようだし、私さえ気を付けていればバレたりしないだろう。

　周囲とかかわりを持てば持つほど、綻びは見えやすくなる。なら、気付かれる前にすべてシャットダウンしたらいい。

　だから私は、今日も『総務の能面さん』として振る舞うのだ。
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「お疲れさまです、総務部の神崎です。お忙しいところ申し訳ないですが、菅すが原わらさんをお願いいたします」

　ほどなくして席に戻った私は、販売推進部の内線に電話をかけた。勤怠書類に不備がある、最後のひとりに繋いでもらうためだ。

「お疲れさまです、菅原です」

　電話に出たのは、深みのある低音。販売推進部の菅原くんだ。

「神崎です。すみません、勤怠書類の件でお電話しました」

「あぁ、今月も何かミスってた？」

「ミスどころか出勤簿が白紙です。早急に入力して送ってもらってもよろしいですか？」

「ごめん、ごめん。急ぎの仕事に追われてて、すっかり忘れてた。すぐ入力して送るから」

　暢気に訊ねたかと思ったら、彼はあっけらかんと笑いながら言った。「ごめん」と口にするだけマシで、本当は一ミリも悪いなんて思っていないだろう。

「よろしくお願いします。それでは──」

「あぁ、ちょっと待った、塚つか越ごし」

　用事が終わったので電話を切ろうとすると、菅原くんが慌てて引き留めてくる。

「……今は神崎になりました。いい加減、覚えてもらってもいい？」

「悪い。同期ってどうしても入社当時のイメージが強く残るだろ。だから俺のなかではいつまでも塚越のままっていうか」

　塚越から神崎となって三年経とうとしているのに、彼は未だに私を旧姓で呼ぶ。彼の言う通り、同期ということならなおさら早く覚えてくれたってよさそうなものなのに。わかるようでわからない理論だ。

「そろそろ覚えてもらえると助かります。で、何を言いかけたの？」

「いや、今度また同期会やろうって話が出てるからさ。塚越、前回もその前も来なかっただろ。今回こそ顔出せよ」

「……まぁ、予定が合えば」

　結局旧姓で呼び続けるのか──と頭の片隅で考えつつ、私は濁して答えた。

　菅原くんを中心に、定期的に同期会を開催しているのは知っている。最初のころはできる限り出席するようにしていたけれど、夫との関係を探られたくないあまりに近ごろは参加しないようにしていたのだ。彼はそれに気付いていたらしい。

「日にち、塚越が決めていいよ。翌日のこと考えなくていいから、金曜がいいよな。旦那だって、最初から予定決めとけば文句言ったりしないんじゃない？」

「わ、私のことは別に……そっちで決めてもらえば検討するから。とにかく、勤怠書類の提出を至急お願いします。経理部にも迷惑かけることになるので。それじゃ」

　このままだと参加する方向で話が進みそうなので、慌てて話題をすり替えて電話を切った。それから、何か余計なことを言わなかっただろうかと今の会話を反芻する。

　……別に不自然なところはなかったはずだ。

　私のデスクのそばにはコピー機が設置されてある。顔を上げると、コピー機を操作しに来たらしい新見さんが、怪訝そうな顔でこちらを見ていた。

　私の視線に気が付くと、彼女はぱっと目を逸らして手元の資料の印刷を始めた。

　──そうか。私がこんなに砕けた口調で話す姿が珍しかったのか。

　いつどんな場面からボロが出るとも限らない。だから私は、たとえ相手が同期や後輩であっても『能面さん』を貫くことにしている。

　大抵の場合、相手は私が壁を作っていることに気付いて、同じくらいの距離をもって接してくれるのだけど、この菅原くんだけは違った。私がどんなによそよそしくしても、以前と同じテンションで返してくる。私も彼のそんな反応につい引っ張られてしまうのだ。

　調子が狂うなと思う反面、たまにでもこういうやり取りを交わせるのは悪くない気がした。

　菅原くんとは入社直後の新入社員研修のときによく話していたから、勝手に旧友みたいな存在だと感じている。もしかしたらその時期、いちばん親しくしていた同期かもしれない。

　要領がよくリーダー気質な菅原くんは、同期のなかでいちばんの出世株のはずだ。現在、販売推進部の主任をしているけれど、次の異動で係長になるのでは、と噂になっている。

　そんな彼が、毎月の勤怠書類をまともに作成できないというのだから不思議なこともあるものだ。不備を指摘するために、菅原くんに何度内線をかけたかわからない。

　難しいことは何もないはず。ただ自分の勤怠の記録を提出するだけなのに。単純なそれに手が回らないほど、彼は多くの仕事を抱えている、ということだろうか。ならば同情はするけれど、肯定はしない。そういう責任のある立場の人だからこそ、当たり前の書類は体裁の整った形で出してほしいものだ。

　──同期会か。そういえば私の結婚が決まったときも、同期会で祝ってもらったんだっけ。

　飲み会の終盤でサプライズでケーキを出してもらって。「ふたりで使って」とペアのシャンパングラスのプレゼントまで用意してくれた仲間たち。

　あのころは、三年後にこんなことになっているなんて思いもしなかったけど……。

　私は遠い日の温かい記憶に思いを馳せながら、またため息を吐いたのだった。
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　電話は半ば一方的に切られてしまった。無機質な電子音を刻む受話器を電話機に戻すと、俺は椅子の背もたれに寄りかかって天井を仰ぐ。

　──塚越のヤツ、相変わらず他人行儀に話すんだもんな。

　『今はもう神崎なので、覚えてもらえると助かります』

　つい今しがた聞いたばかりの彼女の声が脳裏に浮かんで苦笑する。

　そうだった、今は神崎。俺はいつまでも彼女を塚越と呼んでしまうから、三年経った今でもその新しい苗字に馴染めないでいる。

　彼女に対する消えない未練がそうさせるのだろうか。他人のものになったという事実に、心のどこかで反発している表れだったりして。

　そんなにこじらせるくらいなら、やはり玉砕覚悟で告白するべきだったのだ。いまさら後悔しても遅すぎる。

　俺は塚越千聖が好きだった。きっと今も好きなんだと思う。

　彼女とは、三年前の新入社員研修の時期に接する機会が多かった

　塚越はおしゃべりではないにしても、よく笑って感じのいい子だった。今じゃ『総務の能面さん』というあだ名がつけられているらしいけれど、当時はそんなイメージなんて少しもなくて。

『菅原くんは販売推進部だっけ？　私は総務部所属になるみたい。離れちゃうけど、これからもよろしくね』

　三ヶ月に渡る新入社員研修が終わり配属先が決まったあと、爽やかな笑みを浮かべた彼女にそう言われて何とも言えない寂しさを覚えた。単純にこの三ヶ月、行動をともにすることが多かったからなのだろうと思ったが、時間が経てば経つほど、会えない彼女のことを考える時間が増えていった。

　最初のうちはせめてランチくらいならいいかと誘ってみたりもしたけれど、部署が違えば忙しさの波も違って、タイミングを見計らうのが難しかった。次第にお互い任される仕事の量も増えていき、会社にいる間は日々のタスクをこなすことで手いっぱい。彼女とまともに会話ができる機会は、四半期に一回行われる同期会くらいしかなかった。その日だけは、どんなに多忙な同期も予定を空けてくれることになっていたから。

　歯がゆいけれど、まずは仕事を覚えてからだ。もう少し慣れてきたら、個人的な誘いも迷惑にはならないだろう。

　ところが──三年前の三月に催された同期会の終盤、塚越の口から衝撃的な台詞が告げられた。

『私事ですが、実は……同じ総務部の神崎主任と結婚することになりました！』

　塚越が結婚する。俺がもたもたしているうちに、別の男に取られてしまったらしい。

　俺は表向きには彼女に「おめでとう」と声をかけつつ、見えないところでそのショックを引きずり、落ち込んだ。

　でも、後悔したところで時間が巻き戻るわけでもないし、塚越が幸せならそれでいいじゃないか、と思い直すことにした。相手の神崎主任は四月の異動で営業部の係長になるという辞令が出ているらしいし、同期の間で彼を悪く言うヤツはいない。塚越は人生のいい伴侶を得たということになる。ならばそれを素直に祝福するべきなのだ。

　だから彼女の結婚式も笑顔で出席することができたし、神崎係長のとなりで幸せそうに微笑む姿を素直に祝福することができた。

　幸せいっぱいだったはずの彼女。なのに以降、社内ですれ違うたびに笑顔が減っていった。顔を合わせても会釈するだけでにこりともしない。

　初めは俺が何かやらかしたのだと思って焦ったが、他の同期も同じようなことを言っていて焦りは心配に変わった。入社当初とはまるで別人だ。

　仕事は真面目にこなすタイプなので主任に昇進したようだが、愛想がないためあまり部下や関係部署からの評判はよくないと聞く。挙句『総務の能面さん』なんて呼ばれる始末。

　いったいどうしたことかと疑問に思っていたところで、俺の直属の上司である林はやし田だ課長から、同期であるという神崎課長の悪評を耳にした。

　林田課長の話では、神崎課長は二十代のころから女癖が悪く、社内の女性社員と付き合っては別れてを繰り返していたらしい。『原因は神崎課長の飽きっぽさにあるに決まってる』とやたら断定的な口調で言っていたのは、飲みの席で酔いが回っていたから──というわけではなさそうだ。まるで相手の女性から直接話を聞いたみたいな、確信に満ちた口調だったから。

　もしそれが本当なのだとしたら、塚越と神崎課長の結婚生活も長くは続かないのかもしれない。というか、彼女の様子が変なのは、すでによからぬ兆しを感じているからなのではないだろうか。

　このまま放ってはおけない。どうにかしてやりたいと思うけれど、既婚者の彼女に俺が表立ってちょっかいをかけるのは問題がある。彼女だってそれを望まないだろう。ましてや塚越にとって俺は一同期でしかないわけだし。

　なら、仕事のうえで連絡を取りつつ、さりげなく状況を探ってみるのはどうだろうか。

　部署の違う俺たちが唯一業務上で接点を持つとしたら、勤怠書類くらいしかない。毎月の勤怠を記録する書類データは総務部が全社員分をチェックし、経理部に回すことになっている。不備があれば主任である塚越から本人へと修正依頼の連絡が来る。

　あまり褒められたやり方ではないが、塚越が周囲との接触を拒んでいる以上、この方法でしか会話をするチャンスを得られない。

　毎月勤怠書類に突っ込みどころを残すようにしている理由はそこにあるのだ。そうすればほんのわずかな時間でも、塚越の様子を窺うことができる。

　放っておいてくれと言われそうだけど、彼女の変化がどうしても引っかかる。せめて陰ながら見守るくらい許してほしい。

　本当は、そんなまどろっこしいことをしないでストレートに訊ねられたらと思う。相談でも愚痴でもいい。塚越が望むなら、俺はいつだって話を聞くつもりなのだけど……。

　──いや。電話の感じだと、それはなさそうだな。　

　ガチャ切りされたのを思い出して小さく笑った。

　いろんな意味で、塚越と俺を隔てる壁は厚い。
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　もうすぐ三回目の結婚記念日が来る。

　六月八日。ジューンブライドに憧れると話をしたら、夫は「千聖が言うなら」と快く結婚式をその日に決めてくれた。毎年結婚記念日を迎えるたび、夫との新しい思い出が積み重なっていくものと信じていた。

　一年目こそ家でささやかにお祝いできたけれど、二年目は夫に急遽泊まりがけの仕事が入ってしまい、一緒にいることさえも叶わなかった。

　本当に仕事だったのかどうかはわからない。でも、そうだったらいいとは思っている。昨年を不運なドタキャンだったと思うためにも、今年は是が非でも一緒に過ごしたい。

　たとえ違う女性と過ごしている時間が多くても、結婚記念日を一緒に過ごしてくれることで、まだ彼の奥さんでいていいのだという自信が得られる気がした。

「あの、崇さん。ちょっといい？」

　そう思い立った五月下旬の平日の夜。決意が揺らがないうちに、夫の寝室をノックする。

「何？　もう寝るところなんだけど」

「ごめんね、すぐ終わるから」

　扉の向こうから聞こえてくる台詞はそっけない。でもここで小さくなってはいけないと、私は努めて明るく言いながら扉を開けた。

　八畳ほどの広さの室内。奥にはシングルベッド、その手前には主に夫の荷物を入れたコンテナが積んである。

　ここはこの先産まれてくるであろう子どものために宛がおうとしていた部屋で、必要になるまでは荷物置き場になる予定だった。

　この調子だと子どもなんて授かれそうにないから、今後も夫の寝室として使われそうな雰囲気だ。ベッドの前に城壁のようにコンテナを並べているのは、私と距離を置きたいという意思表示なのかも、なんて考えてしまう。

「──その、六月八日のことなんだけど。私たちの、結婚記念日」

「ああ」

　パジャマ姿でベッドに寝そべり、スマホを操作していた夫が上体を起こした。

　夫は特別整った顔立ちというわけではないけれど、柔和な雰囲気と爽やかさをまとっていて、年上らしい包容力がある。最近は対応がそっけないので、そういう彼のいいところが見えづらくなっているのが悲しい。

「私、ずっと行ってみたかったレストランがあって……運よくディナーの予約が取れたの」

　せっかく夫婦水入らずで過ごせるのならと、思い切って奮発してみた。何かイベントでもなければ気軽に行けないような、非日常感漂う高級ホテルのなかにあるフレンチ。機会があれば一度訪れてみたくて。

「そこでお祝いしない？」

　訊ねる声が震えているのを自覚した。断られるのは慣れているけれど、だからといってまったく傷つかないわけではない。

「いいよ」

　ところが、意外にも夫はあっさりと頷いた。

「えっ、本当？」

　驚いて訊ね返すと、夫は笑みすら浮かべて「うん」と答える。

「──その日なら仕事もそこまで詰まってないから。せっかくの記念日だし、外で一緒に食事しよう」

「……ありがとう！　楽しみにしてるね」

　自分で誘っておきながら、ＯＫしてくれるなんて思っていなかった。だからうれしくて、思わず返事が弾んでしまう。　

　これが夫婦関係を改善する足がかりになればいい──と楽観的に捉えた私だけど、残念ながらそんなに上手くことは運ばなかった。

　

　六月八日。結婚記念日当日、私は仕事のメールチェック中に思わず鼻歌が出てしまいそうになるほどうきうきしていた。

　新見さんと加賀さんが後ろの席でよかった。『総務の能面さん』がだらしなく頬を緩ませていたら、また陰口を叩かれるに違いないだろうから。

　不意に、デスクの上に置いていたプライベート用のスマホが震えた。ディスプレイに表示されているのは夫の名前だ。

　時刻は十六時。終業時間まであと二時間。ディナーは十九時からの予約となっている。

　平日、彼からくる連絡は、ほぼほぼ決まって「今日は泊まりになった」というもの。

　もしやという感情が過るも──今日はいつもとは違う。年に一度の結婚記念日なのだ。さすがに今夜くらいは、夫も予定を空けてくれているはずだ。

　そう信じているのに、なかなかメッセージを開くことができない。指先が固まってしまったみたいに動かなくなる。

　仕事に意識を傾けることもできず、スマホを手にしたままディスプレイを眺めていると、今度は着信。もちろん、夫からだ。さすがに応答しないわけにはいかず、私は周囲に悟られないように立ち上がってデスクを離れ、廊下に出た。

　そして、誰もいないことを確認してから給湯室に入り込み、電話を受ける。

「もしもし」

「悪い、仕事中に」

「ううん、大丈夫。どうかした？」

「本当に申し訳ないんだけど、急に他社との飲み会が入ったんだ。埋め合わせはかならずするから、今夜はキャンセルしてもらえないかな」

「…………」

　こういう、悪い予感と言うのは的中してしまうものだ。感情的になりそうなところをぐっと堪えて深呼吸する。

「……そうなんだ。なら仕方ないよね。私は平気だから、仕事を優先して」

「ありがとう、千聖。本当に申し訳ない」

「ううん」

　電話越しの夫の声が心なしか必死に聞こえる。もしかしたら、本当に急遽飲み会が入ったのかもしれない。そう思うと、幾分気持ちが楽になった。

　──よかった。別の女性と過ごすために私との約束を破るわけじゃないんだ。

「奥さんより紗莉を選んでくれたってことですよね、うれしい！」

　ところが、電話越しに若い女性の声がもれ聞こえてきた。少し新見さんの声にも似た、キーの高い、甘い声音。

「声が大きい」

「だってぇ」

　そこに夫の焦った声が被さる。女性の声は夫のそれとは対照的に余裕の笑みが交じっている。

「──あ、もしもし。悪い、そういうわけだから、今度改めて食事に行こう。それじゃ」

　一方的に捲し立てると、夫は通話を切った。私はスマホを耳に当てたまま、その場から動けなくなった。

　……何、今の。『奥さんより紗莉を選んでくれた』って？

　心がざわざわする。やっとの思いでスマホを下ろすと、くずおれそうになるところを壁に寄りかかって耐えた。

　──今日が私たちの結婚記念日と知っていながら、それでも夫は紗莉さんと過ごすというのか。しかも、期待をさせておいて直前になって意を翻すなんて。

　私がこの日をどれだけ楽しみにしていたか、彼は知らないのだろうか。

　いや。知っていたとしても、そんなの取るに足らないことなのだろう。

　今の夫にとっていちばん大切なのは紗莉さんと過ごす時間に決まっている。普段、彼がいかに自宅にいる時間が少ないかが、それを顕著に物語っている。

　そう認識した瞬間、日々目減りしていた夫への愛情が引き波のように流れていくのを感じた。

　……いつかはやり直せると信じていたけれど、いよいよ難しいのかもしれない。

　残酷な現実に打ちひしがれながら、私は重い足取りで自分のデスクへと戻った。

　

　退勤時刻が過ぎるまで、私は自分のデスクでただただ呆然と座っていた。

　着手しなければいけない仕事はいろいろあるけれど、この状態ではとても気力が湧かなかった。明日の自分に二倍頑張ってもらうことにして、今日くらいはできたばかりの傷を少しでも早く癒やすのに専念したいものだ。

　──ああ、でも。できたばかり、というのは語弊があるか。夫が浮気をしているのは、ずっと前から気が付いていたのだから。

　なのにこんなにじくじくと痛むのは、紗莉さんと私を比べて彼女を取ったという事実が強烈な一撃となり、致命傷を受けたせいだ。

　浮気というと、大切な本命の奥さんがいるのに魔が差して──というイメージだけど、夫の場合はそれよりずっと深刻なのではないか。

　きっともう、そう簡単に夫の心は戻ってこない。私が現実から目を背けている間に、取り返しのつかない領域に到達しているのかも……。

　同じ部署の社員はみんな帰宅した。そろそろ私も帰ろうか。

「何ぼーっとしてんの」

　いきなり声をかけられてハッと顔を上げる。私をちょっとからかうように見下ろしているのは菅原くんだ。

　百八十センチ近くある長身の彼の目線は、座っていると余計に高く感じる。

「べ、別に。それより、どうしてここに？」

　彼の所属する販売推進部はひとつ下のフロアにある。ここで見かけるのは珍しい。

「書類をお持ちしました」

　菅原くんはいやに丁寧ぶった言葉を口にしながら、Ａ４サイズのクリアファイルに入った書類を私の前に差し出した。

「……これは？」

「有休申請の書類、ここ一年くらい出してなかったからさ。前回か、その前くらいの電話でちゃんと出せって言ってたよな」

「出力しなくても、データで送ってくれればよかったんですが」

　申請書類はあくまで形式的なものなので、データに必要な情報を入力したものをメールで送付してもらえれば問題なかった。一年近くも溜めておけるだけあって、今日明日に必要な書類でもない。なのにわざわざ手渡しに来るなんて、どういう風の吹き回しだろう。

「まぁ、回数は大したことないとしても、ずっと提出していなかったわけだから。直接謝りに来るのが筋かなと思って」

　──なるほど。少しは悪いと思ってくれているわけか。

「そんな風に考えられるのであれば、普段からきちんと出すものは出してもらえると助かります」

「だよな、その通り」

　私は苦笑する彼からクリアファイルを受け取って、中身をざっと確認する。特に入力もれはなさそうだ。デスクの脇に置いている収納ボックスのなかにそれを収める。

「わざわざありがとうございました。お手数をおかけして──」

「なあ、ずっと気になってたんだけど。どうしてそんな他人行儀な喋りかたするようになったの？」

　すみませんでした、と言葉にする前に、菅原くんの台詞が割って入る。

「そ、そう？」

「まさか自覚ないわけじゃないだろ」

　いつも穏やかな彼の表情が神妙に見えるのは、私自身にうそをついている自覚があるからなのだろう。

「塚越の雰囲気が変わったって、みんな気にしてる。同期会にも顔出さなくなったし……何かあった？」

「……何もないよ」

「本当に？」

「本当に」

　結婚を祝ってもらった同期の彼にだからこそ、悟られるわけにはいかないと思った。菅原くんの猫のように大きな二重の目を見つめ返しながら、私は強い口調で言い切った。

　彼は観察するみたいにしばらくこちらへ眼差しを向けていたけれど。私が折れないことを察して小さく息を吐いた。

「……そうか。ならいいんだけど」

　おそらく納得はしていないのだろう。でも、これ以上押し問答しても仕方ないから無理やりに頷いてくれた感じがする。

　こうするしかないんだ。菅原くんは頭の回転が速いし、勘が鋭いところがあるから、何か余計なことを言ったらそこから真相に辿り着かれてしまう恐れがある。そうならないように、予防線を張るのは大事なことだ。

「あと、しつこいようだけど私の名前は神崎。未だに旧姓で呼んでくるの、菅原くんだけだよ」

「別にいいだろ、伝われば」

　私の言葉に、菅原くんはなぜか少し拗ねた口調で言った。彼はどうしていっこうに覚えてくれないのだろう。

　私も私だ。ビジネスメールの宛名でもないのだから、呼ばれかたひとつに神経質になる必要なんてないのに。

　それでも気になってしまうのは、神崎という苗字が崇さんの妻である証だからだ。私は多分、そう呼ばれることで彼の妻であるという安心感を得たいのかもしれない。

「──あ、遅ればせながら、おめでとう」

「え？」

　すると、彼が思い出したように明るく言った。

「今日だろ、結婚記念日。六月八日」

「あ……ありがとう。でも、どうして……？」

　夫にさえ約束をすっぽかされたのに、他人である菅原くんから祝ってもらえるなんて思っていなかった。彼は「忘れたのか？」と優しい笑みを浮かべる。

「三年前の同期会で塚越の結婚祝いの幹事してたの俺だし、あのときの塚越、幸せいっぱいって感じで、キラキラしてたからさ。すごく印象に残ってるんだよな」

「……キラキラ」

「そ。で、こないだ昔のスマホのデータ整理してたら、タイムリーに塚越の結婚式の二次会の写真が出てきて、『そろそろだよなー』と思ってしばらく見てたんだ。塚越、どの写真も眩しいくらいの笑顔で写ってたよ。あのとき、同期の女の子たちみんなが塚越のこと羨ましがっててさ。『私も早く結婚したくなっちゃった！』って」

「…………」

　菅原くんの言葉で、脳裏に三年前のできごとが蘇る。

　夫とふたりで選んだドレスに身を包み、招待客のみんなに祝福されて、本当に幸せな時間だった。会社の同期や同じ部署の社員とも上手くやれていたし、これからは愛する夫とふたり、もっともっと素敵な日々を過ごしていけるのだと信じて、新しい生活へのさまざまな夢を抱いていた。

　──でも、実際は違った。三年後の私は夫に裏切られ、それを悟られまいとするあまり、周囲と必要最低限のかかわりしか持てなくなってしまっている。

　……こんな私を当時の私が知ったらどう思うだろう？

「塚越？」

　あまりにも辛い現状。今まで我慢に我慢を重ねて、必死に隠し続けてきた悲しさや悔しさ、失望が溢れて、私の両頬を伝い落ちていく。それに気付いた菅原くんが驚いた表情になる。

「──ごめん。俺、何か変なこと言ったか？　無意識のうちに変なこと言ってたなら悪かった」

　突然ぼろぼろと泣き出した私に、菅原くんがひどく慌てている。それはそうだろう。何の脈絡もなく泣かれては、どうしていいかわからなくなって当たり前だ。

　彼は周囲を見渡し、人の気配がないことを確認してから、私のデスクのすぐ横に移動してしゃがみ込んだ。それからスーツのポケットからハンカチを取り出して、私に差し出してくれる。

「違うの。……菅原くんは悪くない」

　一番輝いていたころの自分を勝手に思い出して、今の自分と勝手に比べて──勝手に傷ついただけだ。菅原くんは少しも悪くない。

　私は彼が差し出してくれた、薄いグレーのハンカチを両手で握りしめる。その間も、両目からは熱い滴がこぼれ落ちて止まらない。

　私は決して不幸ではないと思うようにしていたから、夫の態度が少しずつ冷たくなっていったときも、浮気を知ったときも、泣かないようにしていた。泣いたらその時点で不幸であると認めることになる。

　いちばん惨めで避けたいことだったのに──もう、これ以上は耐えられそうになかった。

　菅原くんは何も言わず、私がひとしきり泣き終えるまでずっとそばに居てくれた。

「貸して」

　ハンカチを握りしめたままの私に、持ち主の手がそっと触れる。その乾いた指先の感触に、心臓がどきんと跳ねた。

　彼はハンカチで私の涙を優しく拭うと、表面が点々と濃いグレーに変わったそれを再び私の手に握らせた。いつも彼がまとっているフレグランスがふわりと香る。

「本当にごめん……もし俺が塚越を傷つけたなら、俺のこと、気の済むまで殴っていいから」

「ううん、菅原くんは関係ないの。むしろ、誤解させてしまってごめんなさい」

　彼の、いつもきりっとした印象の眉が、申し訳なさそうに下がっている。謝らなければいけないのはこちらのほうだ。

　デスクの上のスマホが十八時半を告げている。普段ならまだ残っている社員が多いはずの時間帯なのに、会社のノー残業デーに当たる日でもあるからか、今日はみんな撤収が早い。それを見込んだからこそ、私も予定を入れやすかったというのもある。

「──引き留めちゃったね。せっかくのノー残業デーだし、菅原くんももう帰って大丈夫だから」

「バカ言うなよ。そんなにボロ泣きしてる塚越を置いていけるほど、冷たいヤツに見える？　同期なんだし、俺にできることがあったら何でも言ってほしい」

　きっと私が泣き出したせいで帰るタイミングを逸してしまったのだと思ってそう言うと、菅原くんはちょっとおどけつつも優しい声音でそう返してくれる。

　……菅原くん、本当に私のことを心配してくれてるんだ。

　誰かを思いやったり、思いやられたり。そういうのって久しぶりな感じがして、心がじんわりと温かくなる。

「ううん、本当にもう平気だから──」

　その気持ちだけで十分ありがたい。私は手のなかのハンカチでもう一度下瞼を抑えながら、首を横に振った。

　そのとき、脳裏にひとつの考えが過った。いつも通りの私なら、まず思い浮かばないような突拍子もないアイデア。今まで誰にも打ち明けたことのない感情を吐露したことで、気が大きくなってしまっていたのかもしれない。

「……あ。じゃあ……もし菅原くんさえよかったら、ひとつだけ聞いてほしいお願いがあるんだけど……」

　私は躊躇いつつも、菅原くんにその提案を伝えることにした。
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「しかし、すごく雰囲気のいいところだよな」

「でしょう？」

　それから約三十分後。私は菅原くんを連れて、例のフレンチレストランを訪れた。

　あまりのショックにキャンセルの電話を入れることさえ忘れていたのだ。いっそ、ひとりでディナーを楽しむのもどうだろうかと考えたのだけど、さすがにそれは寂しすぎる。

　菅原くんに「俺にできることがあったら言って」と言われて、ひらめいた。ならば、夫の代わりに彼を誘ってみるのはどうだろうか、と。家に帰ってもひとりで味気ない食事をするだけだし、めったに口にできない美酒佳肴に酔いしれたほうが、ずっと有意義だ。

　もっとも、その考えが過ったと同時に、おそらく断られるだろうとは覚悟していた。いくら先方から頼まれたとはいえど、同僚の結婚記念日のディナーに借り出されるなんていい気分ではないだろう。相手の配偶者にも後ろめたい。私が彼の立場ならそう思う。

　ところが、菅原くんはすんなりＯＫしてくれた。何なら乗り気なくらいだった。

　私たちは窓際のソファ席に案内された。歴史ある一流ホテルの三十二階に位置するとあって、大きな窓から見渡すことのできる夜景は最高だ。

　角を挟んでとなり同士で座る私たちは、赤ワインの注がれたグラスを傾けながら、美しくも美味しい食事に舌鼓を打ち、現実のなかの非現実を味わっている。少しずつ社内のことや、同期たちの近況などを話しているうちに、私たちの距離感は親しかったころのように縮まりつつあった。

「そういえば、予約困難な人気レストランの特集記事で名前見たことある」

「だから一度来てみたくて、ここに決めたんだ」

「神崎課長の代わり、俺でよかったの？」

　スタッフが肉料理の皿を下げにきたので、それが終わるのを待ってから菅原くんが訊ねた。私は迷わず頷く。

「だから誘ったの。夫の代打ってことで申し訳ないけど、ここは私が持つから。もう少しだけ付き合ってほしい」

「全然構わないよ。こういう代打は大歓迎」

　菅原くんが少しも嫌がる素振りなく笑ってくれる。当初の懸念に反し、彼は本当に気にしていないようだった。

「今さらだけど……ふたりで食事をするのって、いつぶりだったっけ？」

　まだ少しグラスに残っていた赤ワインを飲み干してから、ふと疑問に思って訊ねる。

　乾杯のシャンパンから始まり、赤ワインと、ふたりで二本を空けたわけだから、お互いそれなりに酔っ払っているのだろう。でも私も菅原くんも飲み会で乱れたことはないくらいにはお酒に強いので、この量ならば気持ちよくいられる程度だ。

　現にちっとも顔色を変えていない菅原くんが、微かに首を傾げる。

「塚越が結婚してからはなかったよな。その前も……あぁ、よく話した記憶はあるけど、ふたりきりっていうのはなかったかもしれない」

「そうだね。でも菅原くんとは部署が決まるまでの間、よく一緒にいた記憶があるから、初めてっていうのが意外かな」

「俺も何度かあるような感覚でいた」

　菅原くんがふっと柔和な表情で微笑む。私はそんな彼の姿をじっと見つめてしまう。

　濃いグレーのスーツにボルドーのネクタイという組み合わせは、こういうかしこまった場でもまったく違和感がなかった。彼のスーツ姿はいつも目を引く。それはひとえに彼の整った容姿に起因している。

　凛々しい眉に日本人離れした彫りの深い顔立ち、逆三角形のシャープな輪郭というイケメンの条件を揃えつつ、耳周りと襟足の短い爽やかなショートヘアをワックスでこなれた風に整えていて、清潔感がある。

　そんな彼は同期の女子社員からの人気が高いのはもちろん、歳の近い先輩や後輩の女子社員からも熱視線を浴びているという。

　漠然とイケメンだという認識はあったけれど……確かに、見れば見るほどカッコいいのかも。

「今、仕事はどう？　順調？」

　ミネラルウォーターのグラスを呷る彼の口元をぼんやりと眺めていると、彼がそのグラスをテーブルに置いて訊ねた。私ははっと視線を逸らす。

「うん。誰かさんみたいになかなか書類を出してくれない人がいるときは手こずったりもするけど、それ以外は特に問題ないよ」

「いや、本当悪かったって。どうしても自分の業務に絡んだ事務処理のことで手いっぱいになるんだよな。今後は心を入れ替えるよ」

　ちょっと嫌味を混ぜて言うと、彼はほんの少しだけ声のボリュームを上げて謝った。決まり悪そうな表情がおかしくて、つい噴き出してしまう。

「今の言葉、忘れないでね。今月の勤怠書類、厳しくチェックするから」

「……やっぱり、塚越はそうやって笑ってるほうがいいな」

　急に私をまじまじと見つめたと思ったら、菅原くんが真面目なトーンで呟く。

「笑顔のほうがずっといい。何で急に周りにバリアを張るようになったかは知らないけど、もったいないと思う」

「そうやって言ってくれるの、菅原くんだけだよ」

「そんなことないよ。さっきも言ったけど、同期のみんながそう思ってる。訊きたくても訊けないだけで」

「……………」

「お話し中失礼いたします」

　返事に困っていると、スタッフが両手にお皿を持って現れる。

「デセールのアニバーサリープレートをお持ちしました。本日は、結婚記念日と言うことでおめでとうございます」

「……ありがとうございます」

　そういえば、予約時にそんなオーダーも入れていたかもしれない。一緒に食べる相手は変わってしまったけれど。

　プレートの説明を受けたあと、私は軽く頭を下げながら淡々とお礼を言った。そして、俯くようにプレートを眺める菅原くんに向かって口を開く。

「サプライズで頼んでおいたの。崇さんが少しでもよろこんでくれたらなって思って」

「そっか」

　私も彼のようにプレートに視線を向けた。白桃のムースとシャンパンのジュレ、オレンジとパッションフルーツのタルト、ローズとエルダーフラワーのマカロン、メロンのシャーベット……などなど、季節のフルーツをふんだんに使ったデザートたちが少しずつ添えられている。

　そして、プレートの中央にはフランス語らしきメッセージ。三年目の結婚記念日だと伝えたから、きっとそれを祝う文言なのだろう。

「神崎課長は、今日は出張か何か？」

「得意先との飲み会だって。今度埋め合わせするって夕方に連絡が来て」

「残念だったな。せっかくの記念日なのに」

　彼の言葉を聞きながら、豪華なデザートと、チョコレートで書かれた言葉を視線でなぞる。私は急に空しくなって小さく笑った。

「なんてね、それは表向きの理由。……実はあの人は今、別の女性と一緒にいるの」

「え？」

　菅原くんがぎょっとして顔を上げたのがわかる。そういう反応になるのも当たり前か。

「今日が初めてってわけじゃないから、それは別にいいの。……でもね、せめて結婚記念日だけは私のそばにいてくれるって思ってた。心のなかで違う人を想っていても、私たちが永遠の愛を誓ったこの日だけは、私のために時間を使ってくれるって……信じてた」

　さっき、久しぶりの涙を流したと思っていたのに、目頭がまた熱くなる。私は人差し指の先で軽く押さえながら、顔を上げて彼に微笑みかける。

「ごめんね、暗い話して。……せっかく美味しいものがあるのにこんな話しちゃだめだよね」

「いや、聞かせて」

　すると菅原くんが、射るような真剣な眼差しを私に向けてきた。

「……塚越が、話すのがいやじゃなければ……聞かせてほしい」

　私の意思を尊重すると示すような、労わりや気遣いが感じられる物言いだった。

　誰かにじっくり話を聞いてもらえる機会を自ら潰していたけれど……彼はそれに構わず、こうして自分の意思を真っ直ぐに伝えてくれる。

「菅原くんは……菅原くんだけは、そうやって私をいつも気にかけてくれるんだよね。私がいかに距離感を測って接しても、どこ吹く風って感じで。だからつい口が滑っちゃうのかな」

　会社にいるときもそうだった。どうして彼は、こんなにも優しくしてくれるのだろう。ただの同期でしかない私に。

　私は恥を忍んで、今の私たち夫婦の状況を包み隠さず伝えた。結婚して三ヶ月後には寝室を分けたことも、休日や、平日の夕食さえもほとんど別々に過ごしていることも、出張や飲み会と理由付けして別の女性と会っていることも──全部、洗いざらい。

　菅原くんはその間、ひたすら私の話に耳を傾けてくれていた。

「途中から、普通じゃないって気付いてた。でも自分が大切に思われていないってことに気付きたくなくて……必死に目を背けていたの」

「他人に壁を作るようになったのは、不仲を指摘されないようにするためか？」

　私は素直に頷く。

「……自分が器用なタイプじゃないのはわかってるから、多分勘付かれたらごまかせないと思ったんだよね」

「こういう話を無暗に知られたくないって気持ちはわかるけど、だからって他人と距離を置きすぎて自分の印象を悪くするほうが損だろう」

「そうなんだけど……まだ結婚して三年目なのに上手くいってないってことがわかったら、周りをがっかりさせるし、気を使わせるでしょう。特に家族や友達は悲しむだろうし……こういうのって、どこから情報がもれるかわからないから」

「だから誰にも言わずにひとりで抱え込んでたっていうのか？」

「……あと、単純に『夫に飽きられた女』って思われるのがいやだったのもある」

　ちっぽけな自尊心かもしれないけど、かわいそうだって見られるのがもっとも惨めだ。こういう感覚は、当事者にならないと理解してもらえないのかもしれないけれど。

「──私の結婚生活、どうなっちゃうんだろう」

「塚越はさ」

　ぽつりと不安を口にすると、菅原くんが真面目な表情のままそう切り出す。

「まだ神崎課長のこと、好きなの？」

　率直な問いかけに、即答できずに考え込んでしまう。

　私は……崇さんのこと、どう思っているんだろう？

「……好き、だと思い込んでたのかな。実際、大好きだから結婚したわけだしね。でも今夜、私ではなく浮気相手の女性と一緒にいることを選んだ夫に対して……もう信じられないって思ってしまった」

　彼の問いに答えるため、思いのままを言葉にして自分の気持ちを掘り下げていく。私は、ゆっくりとお互いの顔を見つめ合う機会もなくなった夫を思い出しながら、さらに続ける。

「結婚したいと思うほど恋焦がれていた夫は、いつの間にかいなくなってしまっていた。優しくて誠実で、私が困ったときには救いの手を差し伸べてくれる頼りがいのある崇さんは、今となっては妻である私を平気で裏切り、軽んじて、こんな大切な日でさえ別の誰かのとなりにいる。……私はきっと、むきになっていただけなんだなって気付いた」

「……むきに？」

「幸せだったころに戻さなきゃって。壊れかけた『幸せな結婚生活』というジオラマを、どうにかして修復しなきゃって……その先には元通りの幸せが約束されている気がして」

　今は、敷いたレールから少し外れてしまっただけ。きちんと軌道修正すれば、夫との幸せに満ちた日々が再び戻ってくるはず。だから、夫の愛情を取り戻したくて必死になっていたのだ。私が夫を愛しているかどうかなんて、気にする余裕もないほどに。

「塚越がまだ神崎課長のことが好きだっていうなら別だけど……そうじゃないなら壊れたものを修復する必要なんてないんじゃないか。一度壊れたものは、強い気持ちがない限りは元に戻らないと、俺は思う」

「元には戻らない……そうなのかもね」

　今日のことでよくわかった。多分、夫の気持ちは戻ってこない。

　そろそろ、この壊れた夫婦の形をどうしていくか、ふたりで話し合わなければいけない頃合いなのだろう。

　彼の言葉が心に沁みる。……そう、夫にも、そして私にも、相手を想う気持ちは残っていないのだ。

「でも壊れたなら、新しく作り直せばいい、とも思うんだ」

「新しく……？」

「俺じゃだめかな」

　それまで冷静に言葉を紡いでいた菅原くんが、意を決したようにそう切り出した。

「神崎課長の奥さんになる前から……塚越のことが好きだった。でも、ぐずぐずしてるうちに、塚越は結婚してしまって……けど、塚越が幸せならそれでいいかって、自分を納得させようとしてた。だけど今、塚越が幸せじゃないって知って、黙って見てなんていられない。神崎課長がその役目を果たしてくれないのなら、俺が塚越の支えになりたい」

「え、ま、待って……」

　突然の告白に、頭のなかが真っ白になる。

　菅原くんが、私を……？　

　しかも、私が結婚する前からって──

「す、菅原くんの気持ちはうれしいよ。でも」

「塚越が言いたいことはわかるよ。俺も、弱ってるところを付け込みたくないけど……それ以上に、ズタボロに傷ついてる塚越をこれ以上放っておけないんだ」

「っ……」

　彼の左手が、私の膝に乗せていた右手に伸びてくる。温かい彼の手が、私のそれをそっと包み込んだ。

「塚越が今日俺を誘ってくれたのは、たまたま俺が書類を届けたからってだけなの？　それが他のヤツだったとしても、同じようにしてた？」

「それは……」

　多分……いや百パーセント、菅原くんでなければ誘わなかっただろう。

　彼は私にとって、他の同期や社員とは違う存在。そう思えたからこそ、ディナーにも誘うことができたのだ。

　菅原くんのほうも、きっと私が彼に心を開いていると気付いている。だから試すようにそういう質問を投げたのだ。言葉を詰まらせる私に確信を得たのか、彼はさらに続けた。

「俺のこと、利用してくれていいよ。もちろん、塚越も俺のことを好きになってくれたらいちばんいいって思うけど、塚越にとってはいきなりな話かもしれないし、最初はそれでも構わない」

「菅原くん……」

「塚越を愛する権利がほしい。俺なら、絶対に泣かせない」

「…………」

　菅原くんの真っ直ぐな眼差しと最後の言葉は、まるで麝香を聞いたみたいに私の心を甘く掴んだ。

　人知れず心のなかで泣いていた私に、きっぱりと『泣かせない』と言い切る彼。……そんな優しい言葉をかけられたら、無条件に寄りかかりたくなる。

　引き返すなら今しかない。こんなの、いけないってわかっているのに。

　──私は返事の代わりに、彼の手を握り返してしまった。





◆◇◆





　食事を終えた私たちはフレンチレストランを出たあと、同ホテルの一室に移動した。

　ダブルではなくツインルームを選択したのは、これから間違いを犯そうとする自分に「何もないかもしれない」と言い訳をするためだ。

　部屋に着いたときから、私たちの口数は減っていた。荷物をクローゼットに置き、私は片側のベッドに腰をかける。膝の上に乗せた両手を見下ろし、左手の薬指に光るものをまじまじと眺めた。

　プラチナの結婚指輪は、ダイヤや装飾などが施されていない、ごくシンプルなデザイン。だから、結婚してからほぼ着けっぱなしだった。

　指輪を回しながら抜き取ると、微かに跡ができている。

　これを外すのはいつぐらいぶりだろう。とりあえず記憶が辿れないくらいには昔であることに間違いない。

「指輪、取るの？」

　いつの間にか、となりにはスーツの上着を脱いだ菅原くんが座っていた。

「……一応ね」

　ナイトテーブルの上に指輪を置いて答える。

　既婚者であるという証を身に着けたまま、彼と触れ合ってはいけないような気になったのだ。……そもそも、それ以前の問題ではあるのは承知のうえだ。

「じゃあ、今夜は俺だけの塚越でいてくれるんだ？」

「……菅原くんってそういう恥ずかしいこと、はっきり言えるタイプなんだね」

「塚越は照れるタイプなんだ」

　屈託のない笑顔でさらっと言ってのける菅原くん。

　そう、彼は入社当時から、こういう真っ直ぐで素直なところがある人だった。私にはないものを持っている彼を、眩しく思っていたっけ。

「……崇さんも、結婚したばっかりはそういう甘い台詞をたくさん言ってくれたんだけどな」

　『好きだよ』、『可愛いね』、『素敵だよ』──ふたりでいると、そう熱っぽく囁いてくれた。そんな日々が今や幻だったのではとさえ思える。

「大丈夫。これからは俺が言うから」

「菅原くん……」

　彼は私の肩を抱いて自身のほうへと身体を引き寄せる。私の後頭部を撫で、少し仰がせるような形で支えながらキスをした。

「ふ、ぁ……んっ……」

　しっかりと確かめるように一度触れて離れたあと、今度は深く重なる。彼の舌は、コーヒーの苦い味がした。

「塚越とキスしてるなんて、夢みたいで……俺、心臓の音すごいかも……」

　同じくコーヒーの味がするであろう、私の舌を味わい尽くしたあと、離れた唇がぽつりと呟く。それから私の手を取って、彼は自身の左胸に導いた。

「……ドキドキしてるの、わかる？」

「ん……わかる……」

　ワイシャツ越しの左胸が、興奮を示すように軽快なリズムを刻んでいるのが伝わる。

「中学生かよって、情けない」

「そんなことないよ。うれしい。……私とキスしてドキドキしてくれてるんだって思うと……女性としての自信が取り戻せそう」

　自嘲気味の菅原くんに、私は小さく首を横に振った。

　夫から何度も夜を拒絶されたせいで、もう自分には、誰かに意識してもらえるような魅力なんてないと思っていた。だからそうではないのだということが知れて素直にうれしい。

「自信持って、塚越は可愛いから。……っていうか」

　彼はちょっと拗ねたような口調になって、眉を顰めた。

「俺、仕事で絡んだことないし、神崎課長のことあんまりよく知らないけど……そうやって自信なくさせるくらい、毎日少しずつ塚越のことを傷つけてるってことだろ。それが憎たらしいって思うよ」

　そこまで言うと、急にハッとこちらに視線をくれた。そして不機嫌に顰めていた眉を、今度はすまなそうに下げる。

「……いや、旦那さんの悪口言ってごめん」

「ううん。私の味方になってくれてるってことでしょう。ありがとう」

　根底にあるのは、私への好意であることは伝わっているから、いやな気持ちは全然しなかった。そう思ってくれるのが心強いとさえ感じる。

　言葉のままに表情をくるくると変える彼が可愛くて、つい笑みがこぼれる。

「やっぱ塚越の笑った顔、すごくいい。好きだ」

　すると、菅原くんは大きな瞳を細めて優しく呟く。

「──全部俺のせいにしていいから。塚越は悪くない。だから……塚越がほしい」

「菅原、くんっ……」

　彼が、私の身体をゆっくりとベッドに押し倒す。

「いやだったら抵抗して、やめるから」

　これが最後の意思確認であると示すように、眼差しで問いかけられる。

　ここで「やっぱりできない」と素直に告げたとしても、彼は尊重してくれるだろう。敢えて言葉にして私に選ばせてくれるのは、菅原くんの優しさだ。

　正しくないのはわかってる。けど──私は彼を受け入れると決めていた。だから、この部屋までついてきたのだ。

　彼は私のブラウスのボタンに手を伸ばした。

「……ずっと思ってたけど、今日の服、可愛いよ」

　いちばん上のボタンを外す手を止めて、菅原くんが私の全身をなぞるように見つめる。

「あ、ありがとう……それなりのところに来るなら、と思ってっ……」

　大きめの襟がトレンドのオフホワイトのブラウスは、フェミニンな雰囲気が好みで購入したもの。それに、変形プリーツのロングスカートを合わせた。アイスブルーの色味は爽やかで、甘い感じもある。

「いつも暗めの服が多いよな？」

「うん、黒とか茶色とかが多いかも」

「普段も似合ってるけど……でも、こういう明るい感じのほうがもっと似合うよ。昔はこういうの、よく着てただろ」

「……うん」

　結婚してから、夫は暗めの色合いのものを私に着てほしがるようになった。黒は基本として、白よりはグレー、ベージュよりは茶、という感じに。

　多分、歳が離れているから、私が少しでも大人っぽく見えるようにしたいのだと思う。私は歳の割りに童顔なほうだから、となりに並んだときに違和感が生じないように、と。

　夫に釣り合う自分でいたかったから、私は別段反発もせずに受け入れたけれど、やっぱり自分の好みは明るい色の組み合わせだったりする。

　今夜のディナーにこの服を選んだのは、付き合いたてのころの気持ちに戻ってくれるかも、という期待があったからだ。彼の好みからは外れるけれど、かつてと同じような服装をすれば、愛し合っていた記憶も呼び覚まされるのでは、と考えたのだ。

　効果のほどは残念ながら立証できなかったけれど──夫と並ぶ機会もほぼなくなったわけだし、もう彼の要望に従い続ける必要もないのかもしれない。菅原くんに褒められてすっかり気をよくした私は、今後は自分の好みの服も増やしていこうと密かに決意した。

「それに髪も。前は染めてたのに、最近はやめたの？」

「……そうだね」

　前下がりのボブのシルエットをなぞるように、彼はボタンにかけていた手でするりと私の黒髪を撫でた。

　「カラーリングするのはやめてほしい」とはっきり言われたわけではないけれど、やはり年齢差を感じにくくさせるためなのか「千聖は黒いほうが似合うよ」とは繰り返し言われた。ヘアスタイルには強いこだわりがないのもあり、好きな人の要望には無条件に応えたかったのだ。　

「菅原くん、それにしてもよく見てるね」

　うちの会社は、営業部以外の女性については、ビジネスカジュアルの範疇であれば服装にも髪型にも大らかだ。だから、ほとんどの女子社員が思い思いのスタイルを楽しんでいるいるのに、部署の違う私がどんな装いをしているか、把握しているとは思わなかった。

「好きな人のことって気になるだろ。これで俺がちゃんと塚越のことを好きだったって、信じてくれる？」

　彼の顔が近づいてきて、額同士がこつんとぶつかる。

「うん。……って、別に信じてないわけじゃないよ」

　至近距離で私を見つめる真摯な瞳にドキドキしながら、私は笑って言った。

「信じてもらえなくても仕方がない状況かな、とは思うんだよ。俺がもし悪い男だったとして。塚越の事情を知ったら、前から好きだったふりをしてこんな風にベッドに連れ込もうって思うかもしれない」

「……それはまあ、確かに」

　その可能性がまったく頭を過らなかったわけじゃないけど、レストランでの、あのぞくぞくするくらいに真剣な眼差しは、とてもその場しのぎのうそとは思えない。仮にそうなら、菅原くんは俳優ばりの演技力を備えていることになる。

「言っておくけど、俺は本気だから。……塚越が想像してるよりも遥かに強い覚悟をもって、気持ちを伝えてる。だから真剣だし、塚崎のことがほしくてしょうがないんだ。それだけは信じて」

「……わかった」

　優しくて心地いい菅原くんの声に、小さく頷く。すると、触れ合っていた彼の額が遠ざかった。

　そうだ、既婚者の私と関係を持つということは、彼にだって覚悟が要ることに違いない。ただ遊びたいだけだとしたら、菅原くんほどの男性なら相手はいくらでもいるだろうし、私に手を出す必要はない。気まぐれにしては、あまりにリスクが高すぎる。

　──菅原くんは、心から私と結ばれたいと思ってくれている。

　心に開いた風穴を埋めてくれる彼の優しさと、アルコールの高揚感とが、漠然と彼の期待に応えたいという気持ちにさせた。

「あ……」

　菅原くんの指先が、ブラウスの小さなボタンを外していく。

「隠さないで、見せて」

「っ……」

　胸元がはだけてキャミソールが覗くと、私は反射的に両手で胸を覆ってしまう。

「やっぱりいや？」

「いや、じゃないんだけど……あの……こういうの、久しぶり過ぎて……」

「恥ずかしい？」

　私が頷く。すると菅原くんは微かに声を立てて笑い、私の身体を抱き起した。

　そして、私の背後に回ってベッドの縁に腰掛けて、自身の脚の間に私を座らせた。

「これなら平気？」

「……うんっ……」

　背後から菅原くんに抱き締められている状況に激しくドキドキするけれど…この体勢のほうが幾分気が楽だった。

　夫との夜の生活がなくなってかなり経つ。彼ひとすじだった私は、その間当然ながら誰とも関係を持っていないから、行為自体が久しぶりで、頭のなかは真っ白。平たく言えば、身体にも所作にも自信がないのだ。

「塚越のきれいな身体がちゃんと見れないのが残念だけど」

「な、何言って……」

「誰だって好きな相手の裸くらい想像するだろ。そしたら、確かめたくなるし」

「んっ……」

　菅原くんはキャミソールの上から、私の両胸を包み込むように触れた。

　彼の大きな手では覆いつくされてしまう程度の大きさであるのが、急に不安になってくるけれど、温かい指先の感触に、つい吐息のような声がもれる。

「……柔らかくて気持ちいい。ふわふわ」

　耳元で、興奮を帯びた声音が響いてドキドキした。

「塚越も、気持ちいい？」

「ぁ、んっ……気持ち、いいよっ……」

　ふたつの膨らみをやわやわと捏ねる指先は、布越しでも徐々に私を高ぶらせていく。しばらく遊ぶように感触を楽しんだあと、その手はブラウスを脱がせ、キャミソール、さらにはスカートまでもを脱がせてしまう。私はあっと言う間に、ほぼ裸に近い格好にさせられてしまったわけだ。　

「服だけじゃなくて、下着も可愛い。……これも、今日のために選んだの？」

「そ、そうだよ」

　露になったブラやショーツのデザインを、横から顔を出して覗く菅原くん。下着を直視されるのが恥ずかしくて、私は視線から逃れるように俯く。

　黒地にレースの縁取りがされていて、中心にビジューのチャームが付いている大人っぽい雰囲気のブラは、夫の好みを汲んだものだ。

「ふーん。神崎課長を想って選んだんだって考えると、脱がせたくなるね」

「あっ、ちょっとっ……！」

　面白くなさそうに呟いた菅原くんは、言いながら私の背中のホックに指をかけて、躊躇いなく外してしまう。

「大丈夫。この位置だと残念ながら、あんまり見えないから」

「んんっ……」

　彼の両手が、今度は剥き出しの膨らみに触れ、さきほどそうしていたように柔く揉みしだきはじめる。指先の乾いた感触は、淡い快感となって皮膚の上を滑っていく。その感覚を追いかけるみたいに、軽くのけ反りながら心地よい痺れを享受した。

「──見えないけど、その分手のひらの感触で伝わってくるよ。心臓の音、俺に負けず劣らずすごいね」

「だ、だってっ……しょうがないじゃない」

　男の人と触れ合うのなんて本当に久しぶりなんだから、否応なしに緊張してしまうのだ。

　手のひらの下、時間の流れが二倍速になったみたいに細かなリズムを刻む胸の鼓動に、菅原くんが揶揄して言うものだから、私は拗ねて反論する。

「俺のこと、意識してくれてるってわかるからうれしい」

「んっ、ぁあっ……」

　菅原くんの声は確かに弾んでいる。焦らすみたいに輪郭を余すことなく捏ねたあと、不意に頂を撫でてくる。思わぬ鋭い刺激に、唇からあえかな音がこぼれ落ちる。

「塚越のそういう声、めちゃくちゃ可愛い」

　熱っぽい吐息交じりの声は興奮を帯びていて、彼の本音であることを示している。

　右と左、それぞれの人差し指で胸の先を弾くように刺激されて、私はまたか細い嬌声をもらした。

「──可愛いし、そそられる。……ここ気持ちいい？　ぷっくり勃ってるよ」

「っ……！」

　彼が指摘する通り、胸の先はもっと触れてほしいと訴えんばかりに、より強い刺激を待ちわびて勃ち上がっている。

「もっとよくしてあげる。俺に身体を預けて」

　緊張のあまり身を硬くしている私に、彼は自身の胸に凭れさせるよう優しく促した。ワイシャツ越しに感じる菅原くんの体温が、心音をさらに加速させる。

「ぁ、あっ……ふぅんっ……！」

「指で摘まれるの好き？　もっと声聞かせてよ」

「んっ、んんっ……！　ぁああっ……！」

　胸の先を、二本の指でふにふにと圧し潰しながら、彼は私の右耳に唇を這わせる。耳朶にちゅっと吸い付いて、下から上へ、シルエットを舌先でなぞるように舐め上げた。ぞくぞくするような快感が身体を駆け上がり、思わずぶるりと背を震わせる。

「あ──……やぁ、それだめぇっ……！」

「耳弱いんだね。ならなおさら、いっぱいしてあげる」

「し、らなっ、ぁ……！　ふ、ぁあっ……！」

　耳を食みながら喋る菅原くん。吐息が耳朶に、耳孔にかかると、また甘い衝動が全身を波打った。

　「知らない」と答えたのは、恥ずかしさや照れではない。本当に意識したことがなかったのだ。

　夫はかつて言葉での愛情表現は豊かなほうだったけれど、セックスではいつも決まった場所にしか触れてこない。耳は、その範囲には入っていなかった。

「あんまりされたことないんだ。こんなに反応いいのに」

「っ……」

　私の新鮮なリアクションで菅原くんもそれを悟ったに違いない。

　彼は意外そうに呟きながら、ツンと尖った胸の先を愛撫しながら耳輪を甘噛みする。歯を立てられると、それまでとは異なる刺激に大きな声が出そうになって、すんでのところで堪えた。

「声我慢しないで。言ったよね、聞かせてって」

「でもっ……やっぱり恥ずかしいっ……」

　たった数時間前までただの同期だと思っていた彼に、こんな無防備な姿を晒しているうえに、はしたない声まで聞かせてしまっている。

　今夜は彼と過ごすと決めたものの、ふとした瞬間に「これは現実？」と疑う気持ちが顔を出すのは、どうしようもないことじゃないだろうか。

「俺が触って気持ちいいと思ってくれてるわけでしょ。ならやっぱり聞きたいな。……それに、声だけ我慢したって無駄だよ？」

　優しく言い聞かせるように告げたあと、彼の右手がするりと私の下肢に降りていく。そして、軽く私の両脚を開かせると、膝や太腿などを辿ってから黒いショーツに覆われた恥丘を撫でた。

「──もう濡れてる」

　自分でも何となく気付いてはいたけれど、改めて指摘されると顔から火が出そうになるほど恥ずかしい。そういう意味では、この情けない顔を見られない体勢でよかった、と思った。

「下着の上からでもわかるよ。上から撫でてるだけで、指先が吸い込まれそうなくらいとろとろだ」

「そんなこと言わないでっ……」

　いちばん外側のレースの生地にまで、快感の証が滲んでいた。ぬかるんだ入り口は布越しにほんの少し圧をかけるだけでも、奥へ奥へと指先を誘い込もうとする。

　──こんなのまるで、ほしがっているみたい。はしたないって思われていないだろうか。羞恥心がさらに高まり、小さく叫ぶ。

「どうして？　気持ちよくするためにしてるんだから、これでいいんだよ。……もっと塚越に悦んでもらえるようにしないとね」

「ふぁ──……！」

　下着の下に滑り込んだ指先が、秘部をまさぐる。蜜に塗れた敏感な粘膜を掻き分けられると、下腹部に疼くような切ない感覚が訪れるとともに、くちゅりと卑猥な音が響いた。

「熱いね……」

「ん、ぁああっ……だ、めっ……！」

　蜜をまとった指で入り口の縁をゆるゆると掻き混ぜられると、お腹の奥がきゅんとする。彼はそれから、さらなる悦楽を呼び込むために、入り口の上側に位置する突起を優しく撫でた。

「ぁあああっ！」

「気持ちいいね。こっちも勃ってる」

「ん……ふぅ、んっ……あはぁっ、一緒に、しちゃ、だめっ……！」

　両手の指の腹で秘芽と胸の先を同時に刺激されると、いよいよ甘い嬌声が押さえられない。長い間忘れていた恍惚が呼び覚まされるような感じがする。

「一緒にしたほうが気持ちいいでしょ？」

「気持ちいい……」

　意識を乗っ取られそうなほど強烈な悦びが、私を素直にさせた。本音を口にしてしまったあと、はっと口を押さえると、彼はおかしそうに声を立てて笑った。

「正直に言えて偉いね。もっとしてあげるね」

「ふぁああっ……！」

　下着に差し込まれた手は、人差し指と薬指で入り口を大きく開き、中指の腹で秘裂を浅く掻き混ぜる。気まぐれに秘芽を嬲り、左右の胸の先端へと微弱な電流のような愉悦を絶えず送り込まれているうちに、潤いはどんどん増していった。

「ぱくぱくして、ほしそうにしてる。……挿れるよ」

「んんっ……！」

　宣言通りに、蜜を十分にまとわせた指先が膣内に挿入ってくる。内壁を擦りながら奥へ奥へと侵入する異物を、時間をかけて解した粘膜は思いのほかスムーズに受け入れた。

　おそらく菅原くんは、ずっと私を気遣ってくれていたのだと思う。私が男性と触れ合うのが久々であると知ったから、細かく反応を窺い、私の身体に負担をかけないようにしてくれたのだろう。

「なかがすごく熱くて火傷しそう……塚越、興奮してるだろ？」

「っ……だ、だってっ……」

　この状況でしないほうがおかしい。なぜなら菅原くんの手は、私の快感を煽るための動きしかしていないんだから。

「だからこんなに期待して、ぐちゃぐちゃになってるんだ」

「ぁあ──んぁああっ……！」

　中指を引き抜こうとしたのかと思いきや、今度は人差し指と一緒に突き入れられる。膣内を押し広げる二本の指が敏感な粘膜に擦れて、今日何度目かもわからない、はしたない声を上げてしまう。

「──擦っちゃ、だめぇっ……！」

「擦られると気持ちよくなっちゃうからだろ。……例えば、ここ、とか？」

「ぁあああっ……!!」

　激しい快感が下肢を揺さぶる。菅原くんは私が平静ではいられなくなる場所を突き止め、そこを何度も指の腹で刺激する。最初は指先でくすぐるように。次第に圧を強めて擦るような動きに変わると、思考は彼の指先の軌跡を辿るばかりになった。

　──こんなの、気持ちよすぎて……おかしくなっちゃう……！

「だめ、だめっ……菅原くん、だめなのっ──……んぁあああっ……!!」

　心許なさで彼の太腿に手をつき、スラックスの生地をぎゅっと掴んでしまいながら、私は細かく身体を震わせて絶頂に達した。

　余韻を味わったあと、やや息を弾ませつつ彼の胸に身体を預ける。

「……イっちゃうくらいよかったんだ」

　揶揄するみたいに言われてから、下肢から彼の指が遠のいて、頬にキスされる。菅原くんの唇の感触と、夫とは違う彼の匂いにドキドキしながら、私は照れながらも頷いた。

「ご、ごめん……私ばっかり、その……盛り上がっちゃって」

　貪欲に快楽を追求するかのごとくな自分の反応が恥ずかしくて謝ると、耳元でふっと笑いがこぼれる音がした。

「何で謝るの。さっきも言ったけど、そのために気持ちよくしてるんだからいいんだって──それに、塚越ばっかりってわけじゃないしね」

「……え？」

「わかるだろ。好きな子とこういうことしてて、興奮しないわけないよね？」

　ぐっと彼が腰を押し付けてくる。お尻に感じる熱くて硬い感触は──彼の高ぶりのしるしだろう。

「っ……」

　屹立した逞しいものを意識すると、顔が熱くなる。

　……こうなるってことは、私に触れながら欲情してくれたってことなんだよね？

「だからもっと塚越のことを気持ちよくしてイかせたいし、俺も……一緒に気持ちよくなりたい」

　ちゅっ、と音を立ててうなじにキスを落とした菅原くんは、もどかしそうに私の身体を抱き締め、背中に顔を埋める。熱い吐息に、ぞくぞくとした快感が走る。

「そろそろ顔が見たいな。……いい？」

「う……うんっ……」

　菅原くんは私の身体を反転させると、彼の身体を跨がせて向かい合う体勢に導いた。

　声だけだと余裕綽々だと感じていた彼は、意外にも瞳に本能的な欲望をまとわせていて、まるで獲物を目の前にした肉食獣にも似た鋭さがあった。

　──その瞬間、彼に奪われたい。と思う。私を菅原くんのものにしてほしいという激しい衝動が湧き上がった。

　その衝動が膨らんで抑えきれなくなったとき、どちらともなくキスを交わした。奪い、奪われるみたいなキス。私も彼も、考えていることは同じように思えた。

　

「いい？」

　避妊具を装着した先端を宛がいながら、菅原くんが囁くように訊ねる。

　衣服をすべて脱ぎ去り、物理的に互いを隔てるものが何もなくなった状態の私たちは、今まさにひとつになろうとしているところだった。私の両膝を折って組み敷く彼を見上げて、小さく息を呑む。

　菅原くんを受け入れる段階になって再び、背徳感が襲ってくる。

　このまま身体を重ねることは、夫を裏切ることに──間違いを犯すことに、なる。

　でも……それが何だというのだろう。配偶者ではない相手とセックスすることが間違いなら、夫はすでに数えきれないほどの間違いを犯し続けている。きっと、今この瞬間だって、紗莉さんを抱いているかもしれない。

　回数の問題ではないのはわかっているけれど、そう考えると気持ちが少しだけ楽になった。

「……塚越？」

「……大丈夫。来て」

　私は強張っていた表情を意識的に緩めて笑顔を作ると、改めて頷く。

「俺のせいにして。塚越が自分を悪く思う必要はないから」

「ありがとう。優しいね、菅原くんは」

　私が最後の最後で微かに迷っていたことに、察しのいい彼は気付いている。私の罪の意識が軽くなるような言葉をかけてくれているのはそのためだ。

「塚越を振り向かせたくて必死なだけだよ」

　当の彼は、何も気付いていない風に笑って答えた。

　もともと顔立ちがきれいな菅原くんだけど、笑うといっそう爽やかさが増して素敵だ。

　……そんなの、ずっと昔から知っているはずなのに……胸が甘く切ない音を立てるのは、好きだと告白されて意識してしまっているからだろうか。だとしたらかなりゲンキンだな、私は。

「力抜いてて」

「──っ……！」

　入り口に押し当てた怒張を、体重を乗せるようにしてぐっと突き立てる。

　今まで感じたことのない圧迫感を覚えるのは、彼のサイズが一般的なそれよりも大きいせいか。さっき丁寧に解してもらったおかげで痛みはないけれど、入り口がみちみちと音を立てて広がっているのがわかる。

　それでも何回かに分けて挿入するうちに、根元までが収まった。

「ぁ……っ、はぁっ……」

「苦しい？　平気？」

「へい、きっ……」

　身体の奥深くに留まる質量の大きさに、内心では少し戸惑いながらも、極力それを表に出さないように努めて頷く。

　ついに菅原くんと繋がってしまった。達成感と背徳感が交ざり合った複雑な感情が込み上げる。

　人生ってどこでどうなるかわからないものだ。

　夫と結婚したとき、数年後に他の男性とこんな風になるなんて想像もしていなかった。あのときは、私も夫もお互いしか見えていなかったから。少なくとも、私は。

　……崇さんのことなんて思い出したくないはずなのに、

　私は菅原くんの首元に軽く左手を添えるふりをして、結婚指輪を外した薬指を見た。そこにうっすらと付いている指輪の跡みたいに、この場にいないからといって存在自体を消し去ることはできないのが辛い。

「お願い……菅原くん。激しくして？」

　私は右手も彼の首元に回して乞うた。私を見下ろす彼の瞳が、ほんの少し揺れる。

「でも──」

「いいの。私なら平気。……何も考えられなくなるくらい、夢中にさせて。……お願いだから」

　多分、菅原くんは私の身体が彼に馴染むまで待ってくれようとしていたのだろうけれど、彼の言葉を遮るみたいに懇願する。

　何もかもを忘れたかった。夫の裏切りも、惨めな自分も。今だけは、菅原くんの温もりと優しさだけを感じていたい。

「……わかった」

　その意思が伝わったのか、菅原くんが両脚の太腿を支えながら律動を始める。

「ぁ、くぅっ……！」

　最奥を貫く怒張が引き抜かれると、お腹のなかを全部持っていかれそうなほどの強い刺激が迸る。想像していたよりもずっと鮮烈な衝撃は、思わず彼の背中に爪を立ててしまったほどだ。

「……無理はするなよ」

「無理してなんてっ……ぁ、んああっ……！」

　ゆっくりと私の膣内を穿ちながら菅原くんが窘めたので、小さく首を振って答える。

　──すごい。お腹の奥が熱い塊に掻き混ぜられて、そこから溶けていってしまいそう。

　指とは比べ物にならない存在感。ゆえに、セックスを忘れかけていた身体にはまだ負担が大きすぎたのかもしれない。

　けれど私は、このまま彼との行為に没頭したかった。でなければ、思考の隙間を縫って余計なことが浮かんできてしまいそうだったから。そのためには、無遠慮に抱いてもらう必要があったのだ。

「求めてくれるのはうれしいけど、辛い思いをさせたいわけじゃないんだよ。……でも塚越が望んでるなら、そうしてあげたいって気持ちもある」

「ひぁああっ……！」

　彼の両手が腰骨にスライドしてくる。腰を引き寄せ、奥をその熱杭でじっくりと抉るみたいに、自身の腰を打ち付けてくる。

　──だめ、行き止まりの気持ちいいところを突かれたらっ……頭のなか、からっぽになっちゃう……！

「っ、は──千聖っ……」

「っ……!?」

　理性がどこかに飛んでいきそうになった瞬間、何度も確かめるみたいに奥をノックしながら、菅原くんが掠れ声で私の名前を呼んだ。

「そんなびっくりした顔するなよ。旧姓で呼ぶなってさんざん言ってたのはそっちだろ」

「そ……そうだけどっ……でも」

　──下の名前で呼ばれるとは思わない。

　私はよほどまぬけな顔をしていたらしく、菅原くんは声を立てて笑った。けれどそのあと、彼は動きを止めると、片手で私の顎を掬い眉を顰める。

「言っておくけど、神崎とは呼ばないからな。俺のなかでは、塚越は塚越なんだ。他の男の苗字では呼びたくない。それがいやなら名前で呼ぶしかないよな。ふたりきりのときだけって約束するから……いいだろ？」

　額が触れ合いそうな距離で甘く問いかけられ、彼が放つ男性の色香にくらりとする。

　嫉妬と独占欲をストレートに表現されるのは、存外にうれしいものだった。

　もしかして、彼が今まで頑なに旧姓で呼び続けたのには、そういう理由があったからなんだろうか。

　私を結婚後の名字で呼ぶことは、他の男性のものになったという事実を認めることになるから……だから、それをずっと避けていた？

　胸がじわりと熱くなる。それほどの強い想いを、私に抱いてくれていたなんて……。

「……わ、わかっ、た」

「ありがとう、千聖」

　彼は満足げに礼を言うと、私の左頬にキスを落としてから律動を再開する。

「ぁああっ……！」

「約束通りっ……他のことなんて何も考えられないくらいに、夢中にさせてやるからっ……」

　最深部にある、強い悦びを得られる場所を掠めて、突かれて、快楽が確実に蓄積されていく。

「ひ、ぁっ！　やぁっ！　すごいぃっ……！」

　与えられる快感が強すぎて、頭が回らない。思考で言葉を選ぶよりも速く、感じたまま声になっているような状態なのが情けない。

「……く、はぁっ──気持ち、いい？」

　彼のほうも、強い愉悦を覚えているようだ。圧し掛かってくる激しい快楽に耐えるかのごとく奥歯を噛み、箍が外れたみたいに抽送のスピードを速めていく。

　──膣内に菅原くんのがいっぱい擦れてるっ……！

「イイ──けど、壊れちゃうっ……そんな風にしたらっ……あぁっ……！」

　間隔を開けずして響くぐちゅぐちゅという卑猥な水音は、汗をまとった湿り気のある肌のぶつかる音と重なって、淫靡なＢＧＭとなる。その音が、私たちの興奮をさらに掻き立てた。

「激しくしてって言ったのは……千聖だろ？」

「あぁ、はぁあっ……！」

　菅原くんの瞳が意地悪く光る。そうだった。彼を煽ったのは私自身だったのだ。

「蕩けた顔めちゃくちゃエロくて、可愛い」

「んんんっ──……！」

　何度も何度も、繰り返し奥を貫きながら、彼は私の左脚を持って、私の身体を左側が上になるように体勢を変えた。視線は真上を保てるように、首をほんの少し傾ける。

「奥にいっぱい当たるようにしてあげる」

　宣言のあと、彼の律動の間隔はさらに狭まった。体勢が変わったことで、それまでとは違う場所が刺激されるようになる。

　と同時に、片脚を持ち上げることでより深く結合できるようになり、切っ先を最奥に当てやすくなったのだろう。奥の窄まりをノックされるたびに、さっきよりも強烈な悦楽が噴き上がった。

「やぁ──それだめぇっ……だめ、だってばぁっ……！」

　そればかりか、彼は脚を大きく開いたことで剥き出しになった秘芽を同時に捏ねはじめた。凄烈でいてダイレクトな刺激に支配され、ベッドマットに付いた両手でシーツをぎゅっと掴む。

　頭も身体も、ただ甘い痺れに翻弄されるばかりだ。

「こんなによがって、俺をほしがってくれてるのに？」

「ぁ──……お、くっ……やぁっ……！」

「いやだ？　……ここを弄りながら奥をぐりぐりするとっ……なかが収縮して、すっごくよさそうだけどっ……」

「んはぁっ……！」

　無意識での反応を指摘されては何も言い返せない。

　……もう、気持ちよすぎて頭が変になりそう。セックスって、こんなに激しいものだったっけ？

　めくるめく享楽に感じ入っているのは私だけなのではという不安も過るけれど、下肢を出たり挿入ったりする菅原くんの剛直は、膣内に迎え入れる前よりいっそう、質量や硬度が増している気がする。

　私だけじゃないんだ。菅原くんも、この悦びを味わってくれている。

「千聖……」

　彼は息を弾ませつつ、下肢に触れていた手でもどかしそうに私の右手を取った。そして、互いの指を絡めるみたいに繋ぐ。

　──菅原くんの手……大きくて、熱い。

「堪んないよ。可愛い……好きだっ……！」

「っ、はぁっ──す、がわら、くんっ……！」

　熱を孕んだ視線を受け、絡めた手を握られると心強く感じる。今は、その手を握り返すことで必死に自我を保つことができる。

「こっち向いて、千聖」

「ふぁ──ん、むっ……」

　上を向くように促されて、上体ごと天井を仰ぐ。すると、すぐに菅原くんの唇が深く重なってきた。

　気持ちよくて、菅原くんの強い想いが伝わってくる情熱的なキス。舌や歯列、口蓋を味わいつくされ、頭のなかは蜂蜜を直接注ぎ込まれたみたいに甘ったるい。

　弱いところを穿たれて、こんなすごいキスされたら──私、もう……

「～～～っ……!!」

　身体のいたるところで菅原くんと触れ合いながら、私はついに高みに上りつめた。お腹の内側がきゅんきゅんと激しく収縮するのがわかる。

　ほぼ同時に、菅原くんも切なげに息を詰め、腰をぐっと突き出した。接合がより深まり、彼の動きが止まる。微かに身体を震わせる様子を見て、彼も達したのだと知った。

「……千聖」

「菅原くん……」

　呼吸を整えたあと、私たちはまたどちらからともなく口付けを交わして抱き合った。まるで磁石が引き合うように──そうすることが自然であるように。

「……俺今、めちゃくちゃ幸せ」

　互いの身体に滲んだ汗が、熱を帯びた肌には冷たくて心地いい。頬と頬とが触れ合うと、それまで欠落していた何かがやっと満たされたような気がした。

「私も……幸せ、なのかもしれない」

　こぼれた言葉は、決してその場の雰囲気に流されて出た台詞ではなかった。心も身体が強くときめいて、いつも張り巡らせていた緊張を解してもらったような。長いこと忘れていた感覚が戻ってきた感じだ。

　音にした直後、思ったままを口にしてしまったことを恥じた。

　『かもしれない』って……菅原くんにとっては失礼な台詞だったよね。きっと。　

「いいって、気にするわけないだろ。……そう思ってくれただけで、俺はうれしい」

　私の不安をすぐに察した菅原くんが私の頭をぽんと優しく叩いた。その笑顔を見るに、気に障ってはいないように見える。

「そう……？」

「本当だよ。会社で見かける千聖は、いつも浮かない顔で……ずっと気になってた。できることなら、俺がどうにかしてやりたかった。それが叶ってうれしいんだ」

　私の髪をひと掬いして、毛先に愛おしげに口付ける菅原くん。私を慈しむ優しい表情に胸がとくんと甘苦しい音を立てた。

「……ありがとう」

　誰かからの愛情をこんなに惜しみなく浴びたのは、いつぐらいぶりだろう？

　結婚記念日。夫とは違う男性とともに過ごしたことを、正当化するつもりなんてないけれど──どうしよう。こんな気持ちを思い出してしまったら、私を抱き締めてくれる彼の手を離せなくなってしまいそう。

　蕩けそうなほどの多幸感と、心が圧し潰されそうな背徳感を抱えながら、私は彼と夜が明けるまで、享楽の海を泳ぎ続けたのだった。
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「じゃあ……私、先に出るね」

　客室の入り口にある姿見で全身をチェックしたあと、私は通勤バッグを肩にかけ、見送ってくれる菅原くんのほうを向いて言った。

　彼のワイシャツもスラックスも、昨日身に着けていたものと一緒。当然、私のブラウスとスカートも同様だ。一度家に帰って着替えだけでも済ませられればベストだったのだけど、それが叶わなかったのだから仕方がない。

「うん。気を付けて」

　会社では整髪料でばっちりヘアスタイルを決めている彼の、洗いざらしの髪が新鮮だ。普段よりもちょっと幼く見えるのが可愛い。

　名残惜しさを覚えつつも、仕事を休むわけにもいかない。踵を返して、扉のレバーに手をかけた。

「待って、忘れもの」

「え？」

　思い出したみたいに声をかけられて、振り返る。すると、菅原くんは私の身体を抱き寄せて、触れるだけのキスをした。

「──っ……」

「いってらっしゃい」

　こともなげに微笑み、手を振る菅原くん。

　……こんな不意打ち、ずるい。

「……行ってきます」

　私はにっこりと微笑む彼に非難がましい視線を向けるふりをしながら、その実舞い上がっていたのだけれど、そんなのはおくびにも出さずに部屋を出たのだった。

　

　いつもとは違う電車に揺られながら、昨夜のできごとが脳裏に次々と浮かんで、消えていく。

　あのあと、菅原くんに求められるがままに何度も身体を重ねた。彼の熱を感じながら愛を囁かれるほど、心も身体も、深いところで満たされる感じがした。

　仮眠を取って目覚めたあとも、私たちは懲りずに身体を繋げてしまった。もし今日が休日だったなら、今も同じベッドで彼の温もりを感じていただろう。

　まだ夜だけの話であれば、お互いに酔いが回っての過ちと言い張れたのかもしれないけれど、朝日を浴びながらの情交は、もうどんな言い訳だって通用しない。

　私は私の意思で、菅原くんとセックスした。夫のいる身でありながら、他の男性に身体を委ねてしまった。

　考えれば考えるほどに信じられない気持ちでいっぱいになる。この私が──人通りのない横断歩道の赤信号だって律儀に守ってしまう私が、浮気をしたなんて。

　しかも相手はあの菅原くん。目を引く爽やかな容姿のムードメーカー。同期の中心的存在で、女子社員人気の高い彼と一夜をともにしたというだけでも驚きなのに、その彼が私をずっと想ってくれていたというのが衝撃的だった。

　白状すると──菅原くんのことは、入社当初からカッコいいな、とは思っていた。でもだからこそ、平凡すぎる私とは釣り合うはずがなく、近い距離にいるにもかかわらず恋愛対象からは外していた。そして私がそう思っているように、彼も私を異性としては見ていないだろうと高を括っていたのだ。

『……俺今、めちゃくちゃ幸せ』

　昨夜の菅原くんの台詞と温もりが蘇ると、あのときに戻ったみたいに胸がドキドキして、切なくなる。

　彼とのひとときを振り返ると、私もやっぱり幸せだったのだな、と確信した。菅原くんに求められて、受け止めて、抱き締められて──どの場面を思い出しても、心がじんわりと温かくて心地いい。

　ふと、吊革を掴まる左手の薬指に目をやった。表面にうっすらと傷の入ったプラチナの結婚指輪が、無言で私を責めている。

　今朝の別れをもって、私たちの間に起きたできごとを水に流さなければいけないのだろう。菅原くんと一夜を過ごした選択が正しいか、正しくないかは言わずもがなだ。ならば今後、彼とはプライベートでかかわるべきではない。　

　そのとき、右手に握りしめていたスマホが震えた。メッセージアプリにメッセージが届いたという通知。開いてみると、送信元はついさっき別れたばかりの彼からだった。

『朝まで一緒にいてくれてありがとう。千聖にとっての大切な日に、寂しい思いをしてほしくなかった。……っていうのはきれいごとすぎるかな。シンプルに、もっと一緒にいたかったんだ。今日はお互い眠いかもしれないけど、俺は可愛い千聖の姿を思い出して頑張るよ。千聖も頑張って』

　菅原くんの連絡先はもともと知っていた。でも同期グループ内でメッセージを投げ合うのがほとんどで、これまでに個人的なやり取りは数えるくらいしかない。いちばん最後に交わしたメッセージは二年前。昼休みに彼からランチに誘われたときだ。そのときの私は仕事が詰まっていて、お断りしていたみたいだけど。

　私は顔がニヤけてしまうのを堪えながら、すぐに返信を打ち始める。

『こちらこそだよ。いきなり食事に誘ったのに付き合ってくれてうれしかったし……そのあと話を聞いてもらって、私に言ってくれた言葉もありがたかった。居眠りしないように、お互い頑張ろうね。もしまた菅原くんの気が向いたら、』

　そこまで入力欄に打ち込んでから、その手を止めた。

　──もし気が向いたら、私は彼とどうしようというのか。

　菅原くんとはもう会うべきじゃない。頭では理解しているのに、勝手に次の約束を結ぼうとしている図々しさに、自嘲的な笑いがこぼれる。

　私は書きかけた一行を削除してからメッセージを送信した。

　そのとき、電車が駅に止まった。ここは大きめのターミナル駅で、人の乗り降りが多いみたいだ。一度ホームに降りてから、再び電車に乗り込む。

　少し乗客の減った車両の、扉の近くに立った。ほどなくして電車が動き出す。扉の窓からは、次から次へと都会のビル群が映し出された。

　……きっとこのあと、菅原くんもこの景色を見ることになるのだろうな。

　彼と時間差で同じ風景を眺められるのを、よろこばしいと思っている自分がいる。首都圏に住んでいれば見飽きている、代わり映えのしない、建物がひしめき合うだけの景色。

　なのに私は、この眺めを特別なものに感じてしまっている。

　……どうしてなのだろう。

　

「おはようございます、神崎主任」

　社内の自分のデスクに着くと、すでに出社している新見さんがやってきた。

「おはようございます」

　挨拶をしながら、私は少しヒヤヒヤしていた。昨日とまったく同じ服装であることに、彼女が気付いてしまうのではないか、と。

「企画部からお子さんの受託証明書の記入を頼まれたのですが、私が対応しても大丈夫でしょうか？」

「ええ、ありがとうございます。ではお願いします」

「承知しました。……あの、神崎主任」

「ど、どうかしました？」

　頭を下げて自席に戻ろうとした新見さんが足を止め、可愛らしい声を潜めたのでドキっとする。

　やっぱり女性は、何かとよく気が付く。何と言い訳しようかと頭をフル回転させる私に彼女が放ったのは、意外な言葉だった。

「いえ。あの……今日少し、雰囲気が違いますね」

「え？」

「楽しそうに見えるというか──いえ、すみません。何でもないです。失礼しました」

　『いつもと違って楽しそう』というフレーズは、裏を返せば、いつもつまらなそうにしていると言っているに等しい。それに気付いた彼女は途中でマズいと思ったのか、言葉を切ってそそくさと退散した。

　彼女も影で私を『総務の能面さん』と揶揄しているのは知っているから、今さらそれにムッとしたりはしないのに。

　それより──てっきり服のことを指摘されるのかと思っていたから、そうじゃなくてよかった。私は心底ホッとした。　

　……でも、そうか。新見さんの目には、今朝の私は楽しそうにしていると映ったんだ。

　原因は考えるまでもなくはっきりしていた。私は、その人のことを頭に思い浮かべる。

『やっぱり、塚越はそうやって笑ってるほうがいいよ』

「おはようございます～」

　昨夜、その人に言われた台詞が過ったところで、加賀さんが出勤してきた。私を含め、周囲の席の社員が挨拶を返す。

　加賀さんが自分のデスクに荷物を置くと、すかさずとなりの新見さんが声を潜めた。　

「おはよう。ねぇ聞いて。神崎主任、やたら機嫌よさそうで怖いんだけど。私、何かやらかしたかな」

「えぇっ、心当たりでもあるの？」

「全然ないから逆に困ってる。入社してから、あの人のあんな優しい顔見たことないから、いろいろ考えちゃって」

「確かに私も見たことないかも。そりゃ不安になるわ」

　ふたりの会話にこっそりと耳をそばだてながら、私って同じ部署の社員にそこまでプレッシャーを与えていたのかと反省した。意図的に壁を作るような話し方をしていたとはいえ、ちょっと気分のいいところを見られただけでそこまで言われるなんて。　

　……夫との不仲を悟られまいとするあまり、周囲を遠ざけ過ぎた弊害だ。今はすぐパワハラだって騒がれる時代だし、少なくとも怖いとは思われないように対応していかないと。

　自分を戒めつつ、一方で菅原くんの顔を思い出すと、温かな感情が泉のようにとくとくと湧き上がってくる。

　こんな気持ち、いつかも感じたような──いつだったかな。

　……ああ、そうだ。夫と付き合い始めのころ。彼の顔を思い出しては、心の奥にほのかな明かりが点るような、くすぐったくて浮き足立つような心地がしていた。

　あのときと同じように──きっと私は、恋をしたのだ。絶望の淵でもがく私に救いの手を差し伸べてくれた、菅原くんに。





◆◇◆






「お昼行ってきます～」

　休憩用の小さなトートバッグを持って、新見さんと加賀さんがフロアを出て行く。

　私は「いってらっしゃい」とそれを見送ったあと、少しの期待を込めてデスクの脇に置いていたスマホを見た。

　『新着メッセージがあります』の表記に胸が躍る。通知に記された時刻は五分前。タップして、メッセージを開いた。

『確かにもう夏みたいだよな。まだ梅雨抜けてないのに、今日明日はかなり暑くなるって予報だから、千聖も気を付けて。俺はこれから、コンビニで昼食を調達してくる』

　送り主は菅原くんだ。私を気遣う文言は、癒しの呪文のごとく心をリフレッシュさせてくれる。

　あの禁断のできごとがあってから一週間が経ったけれど、私たちはその日に開始したやり取りを、どちらからも終わらせることができずに今に至った。

　お互い常にスマホに張り付いているタイプではないから、返信が日中の勤務時間や深夜を跨いでしまうことが少なくない。お互いが無理なく返せる時間で応酬を繰り返すうちに、だいたい四、五時間に一度、返信を入れる形に落ち着いている。

　……このメッセージは、私が出勤前に『もう夏みたいな日差しだね』と送ったものに対する返信だ。

　梅雨の中休みに訪れる初夏のような陽気。数日後にはまた降り始める雨に気分が落ち込みそうだけれど、この数時間に一度の楽しみがあれば乗り越えられそうだ。

　彼と繋がりを持たないほうがいい。あの夜のことはすべて忘れる。それがいい歳をした大人として、人として正しい行動であるのは、十分に理解しているつもりだ。

　でも──都合のいい話だけど、今の私には、自分を支えてくれる柱が必要だった。

　一生添い遂げると誓った夫からの愛情と、妻としての尊厳を失った私の精神状態は、自覚している以上にボロボロだ。会社では気を張っているから何とかやるべき業務をこなせているけれど、家に帰ってひとり分の食事を用意していると、とてつもない空しさに襲われて泣き出してしまうことが、この一週間だけで何度かあった。

　約束をドタキャンされてから、夫は私との接触を避けるみたいに、帰宅時間がさらに遅くなった。顔を合わせるとその日のことについて問い詰められるとでも思っているのだろう。私が寝てから帰宅して、目覚める前に出社すればそういうリスクも少ないということに、彼は気がついたのだ。

　彼の行動を卑怯だと思いつつ、逆にそのほうがいいと思う自分もいた。ひどく落ち込んでいるタイミングで、彼が女性ものの香水の香りでもまとって帰ってきたら、それこそありとあらゆる非難の言葉をぶつけてしまいそうで怖かった。

　昔から、負の感情を表に出すのは得意じゃない。だから衝動が抑えられなくなったときの自分が想像できなくて、頭が冷えるまでは、夫とは一定の距離を置いておきたかったのだ。

　ホテルのフレンチで、菅原くんは『俺のことを利用してくれていい』と言った。

　もちろん、その言葉を鵜呑みにはしていない。そもそも『利用する』なんて言い方は好きじゃないし、彼を利己的に扱うのには抵抗がある。

　だけど彼が許してくれるなら──今にも崩れ落ちそうな私の心を支えてほしい、と願ってしまう。

　とはいえ、夫の不在の隙をついて逢瀬するなんて絶対にだめだ。そういう願望がまったくないと言えばうそになるけれど、夫みたいに涼しい顔で不貞行為を貫いたりはしたくない。失望によって今や夫に対する愛情は嫌悪に変わりつつある。そんな彼と同じ土俵には立ちたくないのだ。

　その点、メッセージのやり取りだけなら後ろ暗いことは何もないだろう──と思ってしまう私はずるいのだろうか。

　でも、肉体関係を持つどころか、会ってもいないのなら、咎められる理由はないはずだ。個人的なメッセージのやり取りは友人同士の間でも起こりうるし、それだけで不貞の証拠にするのは難しいはず。

　この一週間、菅原くんとのやり取りでどれだけ心が救われたか。私の人生においていちばんの難局である今を乗り切るためには、彼の存在が必要不可欠だ。

　私はすぐに返信したい衝動を堪えて、メッセージアプリを閉じた。

　それから、人がまばらになったフロアで、ひとり昼食を取ることにする。デスクの傍らに置いていたコンパクトな保冷バッグから、持参したお弁当箱を開く。

　中身はおにぎりと玉子焼き、アスパラベーコン、作り置きのきんぴらごぼう。

　料理が好きで、毎日作るのも苦じゃない。昔は結婚したら夫には自分の作ったお弁当を食べてもらいたいと思っていたけれど、崇さんはちょうど営業部に移ったタイミングだったこともあり、周囲とコミュニケーションを取るためにも外食したいと、その夢はただの一度も叶っていない。

　確かめてはいないけれど、おそらくそういうのを煩わしいと思うタイプなんじゃないだろうか。ならばきっとこの先も、何かと理由を付けられて叶うことはないのだろう。一週間前まではそれが悲しかったけれど、今はもう何とも感じない。

　──菅原くん、コンビニで何を選んだのかな。

　あとで訊いてみよう。そう思いながら、私は「いただきます」と両手を合わせた。
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　梅雨が開け、暑さが本格化してからも、菅原くんとのメッセージのやり取りは続いていた。

　もうかれこれ一ヶ月になるだろうか。今やすっかり彼とのラリーは、私の生活にかかせないものとなっていた。

　朝目覚めていちばん最初にすることは、スマホに届いているだろうメッセージの確認だ。

　最近は、私が寝る前に送り、菅原くんが朝にその返事してくれるというサイクルが多い。メッセージアプリを開くと、やはり彼からの返信があった。

『おはよう。昨日はその後、ちゃんと眠れた？　自慢じゃないけど俺、めちゃくちゃ寝つきいいタイプだからこのスキル少し分けてあげたいわ。こないだは風呂入ってるときにバスタブのなかで寝ちゃって、危うく溺れそうになったくらいだし』

　夜の闇は魔物だ。いろんな不安が頭を過って、眠気を奪い去っていくことがある。何となく眠れないという内容を打ち込んだら、こういう内容が返ってきたわけだ。

　──お風呂の途中で寝るって、結構すごい。

　バスタブに沈みそうなところを慌てて起き上がる彼の姿を想像して、私はベッドのなかで小さく噴き出した。まるでコントみたい。

　時間はかかったけれど、四時間は寝られたし、体調も悪くない。ベッドから起き上がり、私は出社の準備を始めた。

　寝室で着替えを済ませたあと、洗面台でスキンケアとメイクを終え、朝食を用意するべくリビングダイニングに移動する。

　するとダイニングテーブルに、珍しく夫の姿があった。　

「どうした、ご機嫌だな」

「……ううん、別に」

　彼はとっくに出社しているものと思っていたから、完全に気を抜いていた。無意識のうちに出ていた鼻歌を指摘されて、私は内心で慌てつつも冷静に否定し、キッチンに移動する。私たちの家はカウンターキッチンの延長線上にダイニングテーブルがあり、調理をしながら会話ができる間取りだ。

「そう」

「今から朝食を作るんだけど、崇さんもいる？」

「コーヒーだけもらえるかな」

「わかった、用意するね」

　頷いてコーヒーメーカーをセットしながら、彼がこの場にいるのが不思議で仕方なかった。

　電話口で紗莉さんの声を聞かされてからというもの、夫はできるかぎり私との接触を避けているはずだ。というよりも、彼女の存在がオープンになったことで、夫は開き直って気兼ねなく留守をするようになった節がある。

　私も私で、顔を合わせたわずかなタイミングでそのことを話題に出さないものだから、安心されているのだろうか。だから逆に避ける必要がなくなったとか。それならまあ、納得できる。

　……いっそのこと、うちに帰ってこないで紗莉さんのところに転がり込めばいいのに、なんて思うけど、夫婦という体裁を保つ以上、さすがにそこまでするのは気が引けるってことなんだろうか。

「ところで千聖、今週の金曜は何か予定ある？」

　トースターに食パンを放り込み、朝食用のベーコンエッグを焼きながら、頭の片隅であれこれ考えていると、夫が改まってそう訊ねた。

「別にないけど、どうしたの？」

　夫が私の予定を訊いてくるなんて、ここ一、二年の間ではまずなかったことだ。思わずコンロの火を止めた。

「結婚記念日のキャンセルの埋め合わせがしたくて。もう一ヶ月も経ったけど……どこか食事でも行かない？」

　明るい口調での提案が意外過ぎて、私はしばらく二の句が継げなかった。

　夫のほうからそんな誘いをかけてくるとは、ますます珍しい。確かに電話で『今度埋め合わせをする』とは言われていたけれど、そんな間に合わせの口約束は反故にしたっていいのに。

「……いいの？」

　あれこれ思い浮かんだ思考をすべて呑み込んでそれだけ訊ねる。すると、夫は微笑んで大きく頷いた。

「うん。今度は俺が選んでおくから」

「……ありがとう。楽しみにしてる」

　私は意識的に笑顔を作ってから、コンロに火を点け調理を再開する。

　……自分の台詞がこんなに空々しく感じたのは初めてだ。実感が伴っていないのだから当然か。うれしさより戸惑いの感情のほうがずっと勝っている。

　彼が先に家を出ずにここで待っていたのは、もしかすると私を誘うためだったのかもしれない。

　多分、これが二ヶ月前のできごとなら私の反応も違ったのだろうけれど……彼の本心を知ってしまったあとだから複雑だ。

　急にどうしたんだろう。もしかして紗莉さんと上手くいってないんだろうか。

　あるいは、家を空けていることにいまさらながら罪悪感が湧いて、私の機嫌を取りたくなった？

　どちらにしても、何だか気が進まない。

　いまさら彼と二時間、三時間と一緒に過ごして、いったい何を話せばいいんだろう。今の私たちには共有できることも、共有したいことも、ほとんどないというのに。

　……自分でも、この急激な心の変化に驚いている。本当にあの日、私の気持ちはスッと冷めてしまったんだ。

「…………」

　ダイニングテーブルでスマホを眺める夫を一瞥する。

　崇さんが何を考えているのか、ちっともわからない。

　好きで好きで堪らなくて結婚したはずの人。この人のすべてが知りたいと思っていた人。

　金曜日。その日が来て再び彼と向き合ったなら、そんな気持ちを思い出せるんだろうか。
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『ごめん。今日こそは大丈夫だと思ってたんだけど、商談が長引いてて、抜けられそうにないんだ。何度も申し訳ないんだけど、別日に変えてもらってもいいかな？』

　約束の金曜日。退勤時刻の十八時を過ぎてから入ってきたメッセージに、私はもう驚かなかった。こうなる可能性を考えていないわけではなかった──というより、きっとこうなるだろうと踏んでいたから。

『うん、お仕事大変だね、頑張って。わかりました』

　メッセージが入ってすぐさまこんなに物分かりのいいレスを返せる私って、かなり偉いんじゃないだろうか。

　空しい自画自賛のあと、全身にどっと疲れが襲ってくる。

　想像するに、商談というのはおそらくうそだろう。私との約束の時間が迫るなかで、面倒になったか、紗莉さんにごねられたか──何らかの理由があってキャンセルしたくなったに違いない。こうもドタキャンが続くわけがないのだし。

　本当に商談だった可能性も捨てきれないけれど、重要なのはそれが事実か否かではない。真実が何であれ、私がうそであると決めてかかっていることが問題なのだ。

　私だって最初から夫がうそをつく人間だと疑っていたわけじゃない。これまでの彼の私に対する仕打ちや冷たい態度の積み重ねで、そう判断するようになったというだけ。

　ようするに、私は夫をまったく信用していないのだ。

　──特別、楽しみにしていたわけでもなかったけれど、いざ予定がなくなると気持ちが落ち込んでくる。

　一応、すぐにお店に向かえるように、昼休みのうちに今日の業務は終わらせていたけれど、その努力も無駄になってしまったな。

　私は小さくため息を吐いた。荷物をまとめ、椅子から立ち上がる。

「……お先に失礼します」

「お疲れさまでした」

　後ろのデスクの新見さんや加賀さんをはじめ、まだ残って作業をしている周囲の面々に挨拶をしてから、会社を出た。

　

　最近のサイクルでいけば、退勤時間の前後に菅原くんからのメッセージが届く。帰宅しながらアプリを開くと、やはりちゃんと届いていた。

『一週間お疲れさま。この時間って、週末の予定をいろいろ考えてテンション上がるよな。明日は出かける予定なんだけど、楽しみ過ぎて眠れないかも」

　きっと菅原くんも仕事を終えたのだろう。文面から解放感が滲み出ている。

　週末が待ち遠しいっていう感覚が、もはや懐かしい。

　少なくともここ一年は、夫はちゃんと帰ってくるのだろうか、とか、少しでもふたりの時間を過ごすチャンスはあるだろうか、とか、不安になってしまうことが多かった。仕事を理由にすれ違っているほうが、むしろ心の平穏を保てていたくらい。

　楽しみな予定があって羨ましいな。お出かけするみたいだけど、誰かと一緒だったりするのだろうか。男性？　女性？　

　女性なら、友達？　それとも……恋人？

　……いや。菅原くんは私を好きだと言ってくれたし、そんな状態で恋人を作ったりするとは思えない。

　あの真剣な告白を受けた日からまだ一ヶ月と少し。顔を合わせるタイミングこそないものの、メッセージのやり取りは毎日欠かさず続けている。気持ちが離れるには早すぎないだろうか。

　そこまで考えると私はかぶりを振り、図々しい思考を振り払った。

　関係が破綻しているとはいえ、夫のいる身である私が菅原くんの恋愛にあれこれと思うのはお門違いだ。

　彼だって人妻の私よりも、独身で同じ立ち位置の女性と障害のない恋愛を楽しみたいと思うのは当然だ。メッセージのやりとりのみという味気ない関係性が、彼の気持ちに変化をもたらしたのかもしれないし。

　何て返信をするかを考えているうちに、自宅のあるマンションに到着してしまった。セキュリティのかかったエントランスを通り、エレベーターで上昇する間も、悶々としてしまう。

　自宅の鍵を開けると、人感センサーが反応して玄関の明かりが点る。暗がりに光る暖色灯が、いたずらに孤独感を煽ってくるけれど、それに無視を決め込んで靴を脱いだ。リビングダイニングに直行し、まずはエアコンの電源を入れる。

　今夜は夫が予約してくれたイタリアンでディナーの予定だったから、夕食にできそうな食材は昨日のうちにほとんど使い切ってしまっている。

　……仕方ない。今夜は冷凍食品とインスタントで済ませよう。もはや限られた材料で献立を組み立てる元気は残っていなかった。

　幸か不幸か、わが家には常に自社製品である冷凍食品とインスタントのストックがある。食事は用意しなくていいという割りに、自分ではまず料理をしない夫がお腹を空かせないように、減ったらその分を足している。冷凍のパスタにフリーズドライのたまごスープ。準備の時間は、レンジに入れている時間を含めても五分とかからなかった。

　さして食欲も湧かないけれど、食事は欠かさず三食取るようにしているから、敢えて抜くのも気持ちが悪かった。ダイニングテーブルにパスタとスープを並べ、手を合わせて食べ始める。

　少しレンジにかけすぎたらしく、パサパサしているミートソースパスタを口に運びながら、そういえばまだ菅原くんに返事をしていないことに気が付いた。何でまだ送っていないんだっけ。

　……そうだ。彼が週末に誰と過ごすのかが気になって、うまく返信の内容を考えられなかったからだ。改めて文字に起こすと硬さが出て、嫉妬まるだしの文章になってしまいそうだ。それはみっともない。さらっと、さりげなく訊くくらいでちょうどいいのだ。例えば、文章ではなく、会話で。

　──ああ。菅原くんの声、聞きたいかも。

　唐突にそんな願望が閃いた。頭の片隅にはいつも彼からのメッセージが張り付いているのに、あの朝ホテルの部屋で別れてからというもの、一切言葉を交わしていない。

　私から「電話で話そう」と提案をしたことはないし、菅原くんからも同様だ。

　きっと彼は私に気を使っているのだと思う。夫の不在が多いのは伝えたけれど、当然自宅で過ごしているときだってあるわけだから、そういうタイミングに当たらないとも限らない。

　今夜、しばらく夫は帰ってこない。話すなら絶好のタイミングに違いない。一度食事を止め、ダイニングテーブルに置いたスマホに手を伸ばしたけれど、私はすぐにその手を引っ込めた。

　普段メッセージのやり取りしかしていないのに、いきなり電話なんてしたら菅原くんだってびっくりするに決まっている。

　それに金曜日の夜だ。今ごろ誰かと食事をしているかもしれない。その大切な時間を、私の気まぐれで邪魔していいはずがない。

　私は自分にそう強く言い聞かせつつ、なかなか喉を通っていかないパスタをスープで流し込むように食べ終え、手早く洗いものを済ませた。胸のなかが、くすんだモヤモヤしたもので埋め尽くされていく。

　こんな日は早くお風呂に入って寝てしまおう。気分を変えてさっぱりすれば、邪な考えも吹き飛ぶはずだ。冷静になったら、早まって電話をしなくてよかったと思うだろう。

　よそ行きの、ネイビーの半袖ワンピースを脱ぎ、べたつく汗をシャワーで洗い流すと、思った通り多少は気持ちがスッとした。このまま、自分勝手な衝動も治まってくれたらいいのに。

「…………」

　ところが──パジャマに着替え、冷蔵庫から冷えたミネラルウォーターのボトルを取り出し口にしてみても、菅原くんと話したい、という気持ちは膨らんでいく一方だ。

　いつしか私は、かけるだけならいいのではないか、と思い始めていた。

　ここで電話をかけたとして、応答する、しないは菅原くんの自由だ。煩わしければ電話に出ないという選択肢もある。

　うだうだといつまでも悩むくらいなら、思い切ってかけてしまったほうがいい。繋がらなかったらそのときはそのとき。諦めてベッドに潜り込めばいいだけの話だ。

　私はリビングのソファに座ると、意を決してスマホの電話帳を開いた。そこから彼の名前を探す手が震える。

　たかが電話一本で、こんなに緊張するなんて思わなかった。彼と過ごしたあの夜よりも、ずっとドキドキしているかもしれない。

　表示された番号をタップして、ダイヤルする。

　……あぁ、ついにかけてしまった。期待と不安で、心臓が圧し潰されそうだ。

「──もしもし」

　何回目かのコールのあと、聞き覚えのある低めの声が聞こえた。菅原くんだ。

「あ、もしもし……あの、神崎、ですけど……」

「どうしたの。珍しいね、電話なんて」

「う、うん……」

　環境音がしないので屋外や飲食店にいるわけではなさそうだけど、菅原くんの声は、慌てているようにも、困っているようにも聞こえた。……やっぱり迷惑だったのだろうか。

　それに電話したのはいいけれど、第一声で何を言おうかとか、ちっとも考えていなかった。頷いたあと、重い沈黙が流れる。

　……どうしよう。頭が真っ白になって、言葉が思いつかない。私は回転が鈍くなっている頭を必死に働かせた。

「……あの、たまには……直接話せたらって」

　口をついたのは素直な感情だった。心細さで揺れてしまう声のままに続ける。

「たまにはメッセージじゃなくて、電話で話してみたかったの。……ごめん、迷惑だったら言ってね。すぐ切るから」

　自分からかけたくせに逃げ道を作るのはずるいのかもしれないけれど、そうするのが彼のためでもあると思った。

「迷惑なわけないだろ」

　すると寸分の迷いもなく、菅原くんが言った。

「──びっくりしたよ。まさか千聖のほうからかけてきてくれるなんて思ってなかったから。すごくうれしい」　　

「ほ……本当？」

　『千聖』と呼ぶ声で、私たちが結ばれた夜にトリップしたような錯覚に陥る。言葉通りのうれしそうな口調に、心の底から安堵しながら、それを確かめるみたいに訊ねる。

「もちろん。メッセージを送り合えるだけでもうれしいけど、やっぱり好きな人の声って理由がなくても聞きたくなるものだろ」

「……またそうやって、照れることを平気で言う」

　──相変わらず、歯の浮くような台詞を何の臆面もなく口にするんだから。恥ずかしがって私が詰ると、おかしそうな笑いが返ってきた。

「千聖に耐性がなさすぎるんだよ」

「知ってるでしょ。今は、言ってくれるような人がいないの」

「だから、俺がいやになるほど言ってやるって」

「……ありがとう」

　菅原くんの想いが心に沁みる。彼の言葉には、迷子の子どもみたいに途方にくれた私の手を取って、勇気づけてくれる頼もしさがあった。

「菅原くんは、今何してるの？」

「家に帰ってきて、夕飯済ませたところ。千聖は？」

「私も家に帰ってきて、食事とお風呂を済ませたところだよ」

「電話してて平気なの？」

「うん。ひとりだから」

　暗に夫を気遣っているのだとすぐにわかった。短く答えると、彼は言いにくそうにこう切り出した。　

「……違ってたらごめん。何かあった？」

「え？」

「声がちょっと暗いから。だから、誰かと話したくなったんじゃない？」

「……わかっちゃうんだ、そういうの」

　自分では平静を装っているつもりだったけれど、見抜かれたみたいだ。敵わないな、と思う。私は少し迷ってから、白状することにした。

「──今夜、本当なら結婚記念日をやり直すつもりだったの。珍しく夫に誘われて、食事に行くことになってたんだけど……この前みたいに直前でキャンセル。でもね、あんまり驚かなかった。それどころか、『やっぱりね』って思ってしまったりして……私、つくづく夫のことを信用してないんだなって気付いたよ」

「…………」

「別に何かを期待していたわけじゃないのに……妙に落ち込んじゃう自分も情けなくて」

「だから電話してくれたんだ？」

「……ごめん。勝手だってわかってる。自分が辛いからって、こんな甘えたようなことをして」

　そこまで意識していなかったとはいえ、まるで慰めろと言わんばかりの状況だ。あまりにも自己中心的な行動が猛烈に恥ずかしくなった。素直に謝ると、菅原くんは私を責めるでもなく「いや」と言う。

「そんな風には思ってないよ。むしろ、甘えてほしい。裏を返せば、千聖が誰かに甘えたいって思ったときに俺を選んでくれたわけでしょ。……ありがとう」

「っ……何でそんなに優しいの？」

　私は膝にのせていた左手をぎゅっと握りしめた。

「……私、自分のずるさに嫌気がさしてる。夫と上手くいってないからって、菅原くんの気持ちを利用して……慰めてもらうとするなんて。自分がこんなに卑怯な女だとは思わなかった」

　菅原くんは優しいから──こんな私のすべてを受け止めようとしてくれるから、ふっと心が緩んで、寄りかかりすぎてしまう。

　あの夜を経て菅原くんに気持ちが傾いているとはいえ、私はまだ崇さんの妻だ。本当なら、こんな風に彼に助けを乞うのだって許されないはず。

「何でって……千聖のことが好きだからだよ。好きな人が落ち込んでたら、元気を出してほしいから。それで千聖が楽になるなら、いくらでも利用してほしいんだ」

「……菅原くん」

　彼の答えは、深い優しさと温もりに溢れていた。

　……この人は、これほどまでに私のことを大切に思ってくれているんだ。

　そう思ったら、目頭が熱くなって──涙の滴が、私の頬をぽろぽろと伝い落ちていく。

　言葉にならない嗚咽が、おそらく彼の耳にも届いているだろう。

「今ほど自分の意気地のなさを呪った瞬間はないよ」

　菅原くんがぽつりと呟いた。

「もし俺が神崎課長よりも早く千聖にアプローチしてたら……違う未来になってたのかな。少なくとも、こうして千聖を泣かせていなかったかもしれない。そう思うと、俺も苦しいよ」

　彼が責任を感じる必要はないのに、電話越しでも苦い表情をしているのが伝わってくるようだった。

「今すぐ千聖のもとに駆け付けて、抱き締めたい。その涙を拭ってあげたい。……だけど、千聖を好きだからこそ、安易に行動に移してはいけないとも思う」

　菅原くんは自分を律するみたいに言うと、ひとつ呼吸を置いてから続けた。

「会社でだって、人目を忍んで会おうと思えばいくらでも会えた。なのにそうしなかったのは、どうしてかわかる？」

　頬についた涙の筋を拭いながら、すぐには答えられなかった。一度は関係を持った仲だし、もしかしたら、昼休みや仕事の合間などのタイミングで、何らかの誘いを受けるかもと想像したことはある。でも、彼はそうしなかった。

「──会いたいって言うのは簡単だ。会ったら千聖を何度でも俺のものにしたくなる。でも、それが目的だと思われるのは本意じゃないんだ。千聖を大切にしたい。言葉ではいくらでも言えるけど、俺はちゃんと証明したいんだよ。……身体なんて介さなくても、千聖に夢中だってことを」

　つまり──私を真剣に想っているからこそ、それを表現するために誘わなかったということか。

　心のなかで、ほんの少しでも別の女性の存在を勘繰ったことを申し訳なく思った。今の台詞は、そんな人が放つ台詞ではないだろうから。

「……何それ、カッコよすぎだよ」

　敢えて茶化した風に言いながら、心の高揚感を押し隠すのに必死だった。

　私がほしい、抱きたいと言われるよりもずっと必要とされている感じがして、胸が甘く切ないものでいっぱいになる。

「今さら気付いた？」

　冗談っぽく彼が笑ったので、私もおかしくて笑った。電話越しに流れる空気が柔らかくなる。

「そういうわけで……千聖の気持ちや周りの状況が許してくれるまで、俺は俺なりの方法で、千聖を支えたい。いいかな？」

「……うれしい。ありがとう、菅原くん」

　どんな情熱的な台詞よりも、今の私には響く言葉だった。心を込めて感謝の気持ちを伝えたあと、肝心なことを伝え忘れていたのに気が付く。

「あの、菅原くん、私」

「うん？」

　──菅原くんに電話をかけたのは、予定がキャンセルになって落ち込んだのが理由ではなくて……単純に、あなたの声が聞きたいと思ったから。菅原くんのことが、好きだから。

「……ううん、何でもない」

　募る想いを伝えようと口を開いたけれど、すんでのところで思い留まった。

　夫への愛情は残っていないにしても、先のことは何一つ決まっていない。今の私は中途半端だ。

　きちんと気持ちを伝えるのは、今後、私がどういう道を歩むのかをしっかりと決めたあとのほうがいいだろう。すでに不誠実な行動を起こしている身であるし、せめて筋を通せるところは通したい。

「変なの」

　気に留めるでもなく笑って受け流してくれる菅原くん。

　……いつまでも思考停止していないで、近いうちに夫と話をしよう。こんなに大きな愛情を与えてくれる菅原くんのためにも、自分自身のためにも。

「ね、もう少しだけ……話しててもいいかな？」

「うん。千聖がいいなら、よろこんで」

　その夜、結局夫は帰ってこなかったけれど、おかげで私たちは外が白むまで他愛のないおしゃべりを楽しんだ。

　気兼ねなく笑ったり、冗談を言ったりできるかけがえのない時間を過ごして、私の恋心はさらに高まっていったのだった。
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「ごめんね、菅原くん。私、何も知らずに長々電話に付き合わせちゃったね」

　彼とおしゃべりに耽ったちょうど一週間後──金曜日の夜。得意先との飲み会で帰りが遅くなるという夫の不在の隙をついて、私は菅原くんに電話をかけた。

　開口一番に口をついたのは謝罪の言葉。先週、メッセージのやり取りを再開するなかで、彼は早朝から学生時代の友人と沖釣りに出かけたことを知ったのだ。

　彼に誰かと出かける予定があることは知っていたけれど、朝方までずっと電話に付き合ってくれたものだから、てっきり約束は午後からだろうと思い込んでいた。

　……ということはあの電話のあと、彼は一睡もせずに出発したことになる。

　申し訳なさから、電話越しにでも項垂れてしまう。すると菅原くんは、そんな私の姿を見透かしているみたいに小さく笑った。

「いいんだよ。寝坊が怖いからずっと起きてるのもアリかなと思ってたくらいなんだ。おかげで予定の時間に家を出れたし」

「……もう、本当に、どうしてそんなに優しいのかな」

　さすがにそれが本心だと思うほど単純ではない。私を少しも悪く言わない彼に、さらに申し訳なさが増す。

「だって徹夜したからこそ千聖とゆっくり話せたし。……すごく楽しかったよ」

「…………」

「千聖は？　楽しくなかった？」

「楽しかったよ。……すごく楽しかった」

　何となく落ち込んだまま眠りにつかずに済んだのは、心が弾むような彼との時間があったからだ。

「ならそれでいいじゃん。寂しいときはいつでもこうやって電話して。わかった？」

「……うん」

　肌触りのいい毛布をまとっているみたいな安心感をくれる彼には、いつも感謝の念が絶えない。こんなに甘やかされては、彼なしではいられなくなってしまいそうだ。

「──それにしても菅原くんが釣り好きだなんて知らなかったな。全然、そんなイメージなかった」

「入社してからはなかなか友達と予定が合わなくて、ほとんど行ってなかったんだ。同期のなかでできそうなヤツがいれば誘うんだけど」

　彼は釣りに行くとき、高校時代の男友達と行くのだという。その友達の知人に船を手配してもらい、船上から釣るという本格的なスタイル。他のレジャーと違って道具が必要だから、メンバーはほぼ固定らしい。

「ちょっと敷居が高そうな感じがするけど、釣りって楽しい？」

「俺は好きだな。魚がアタったときの感触ってすごくワクワクするし、上手く釣り上げたら達成感もあるし。千聖はしたことない？」

「うん、機会がなくて」

　アウトドアな趣味は嗜んだことがない。夫は野球が好きなので試合観戦に付き合ったことはあるけれど、自分が身体を動かすのは気が進まないようで、そういうデートに誘われたりはしなかった。

「ならいつか一緒に行こう。俺が教えるよ」

「本当？　……楽しみだな」

　よろこんだ次の瞬間、高揚した心にふっと影が落ちる。

　休日に菅原くんと出かけられたらどんなにいいか。……今のこの曖昧な状況では難しいことを、当然ながらお互いに理解している。

　先週の土日に、夫が帰ってきたタイミングで話し合いの時間を儲けようとしたのだけど、帰宅したのは土曜の夜で、日曜日も「予定がある」と言って昼間は出かけてしまった。

　それでも引き下がってはいけないと、その夜に「話したいことがあるから少しでいいから時間がほしい」と訴えてみたけれど、「込み入った話なら来週末にしてくれないか」とはぐらかされてしまった。

　……もうこれ以上は減る余地もないと思っていた夫への愛情がさらに失われていくのを感じつつ、ふがいなくも先週は何もできずに終わってしまったのだ。

　今週こそは話をするタイミングを作らなければ。問題は、逃げ腰の夫を掴まえられるかどうかなのだけど……この雰囲気だと、話し合いの機会を作るまでに時間がかかる恐れがある。

　おそらく菅原くんも同じ思考に辿り着いたのだろう。触れてはいけない何かを察知したかのような、気まずい沈黙が流れた。

「俺、置き竿釣りもよくするんだけど……あれって魚がアタるまで待たなきゃいけなくて、結構忍耐力が必要なんだ」

　その沈黙を打ち破ったのは菅原くんだった。

「……？　そうなんだ」

　どうして急にそんな話を、と思ったけれど、続く言葉がその疑問を解消してくれた。

「長いこと待つのは慣れてる。だから、千聖とふたりきりで堂々と出かけられる日が来るまで、焦らないで待つつもり。そう言えば伝わる？」

　──たとえ時間がかかったとしても、となりに並んで歩ける日を待っている。気負う必要はない。

　……そんな風に思ってくれてるのだと、解釈していいのだろうか。

「……うん。伝わった」

　彼の深い愛情が、囁くような優しい声を介して身体に沁み渡っていく。

「ふたりでしたいこと、いろいろ考えておこう」

「そうだね」

　それが叶うまでどれくらいかかるかわからないけど、いつそのときがやってきてもいいように、思いつく限りを挙げておくのもいいのかもしれない。希望に満ちた楽しみは、心が折れそうになったときの支えとなってくれるだろう。

「えっと、本題はこれで終わりなんだけど……あの、迷惑じゃなかったらもっと話したい、です」

「何で敬語？」

　私がおずおずと切り出すと、菅原くんが噴き出して訊ねた。

　二十二時。週末の夜としてはまだ早い時間帯なのだろうけれど、彼と話していると時計の針はあっと言う間に進んでしまう。先週無理をさせてしまった分、今週も電話に付き合ってほしい──とお願いするのは、さすがに厚かましいかと躊躇したのだ。

「──俺も。もっと千聖と話したい」

　聞こえた返事に心が弾む。……菅原くんも、同じことを考えてくれていたんだ。

「あっ、明日は朝早くからの予定とか、ないよね？」

「ないない。大丈夫だって」

「それならよかった」

　──気兼ねなくおしゃべりに没頭できる。私は笑って言った。

　それから私たちは、先週をなぞるかのように、たくさん話をした。自分自身のことはもちろん、家族のこと、友達のこと……様々な角度から菅原くんという人を知ることで、もっと、もっと彼に惹かれていった。
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「ねえ、販売推進部の菅原主任ってカッコいいよね」

　週明けの始業前。後ろのデスクで新見さんが思い出したように言ったので、私の心臓は悪いことでもしているみたいに跳ね上がった。

「だよね。全然仕事で絡みないけど、エレベーターとかで一緒になったときとかはやっぱ見ちゃう」

　話し相手はもちろん、となりの席の加賀さんだ。

　目を引く容姿の菅原くんが、他部署の女子社員にも認知されているのは知っていたけれど、彼に好意を寄せる女性がこんなに近くにもいたとは初耳だ。

「うちの社内だとダントツでイケメンだと思うんだ。販売推進部の子が言うには、優しいし面倒見いいし仕事できるしで、狙ってる子多いって」

　彼の話題だと思うと、前のめり──ならぬ、後ろのめりに聞いてしまう自分に、内心で苦笑いする。大絶賛する新見さんに同意しつつ、いかにも意識を傾けてますとは悟られないよう、手元のマウスを操作するふりをする。

「でも今さら遅いんじゃない？　そういう人って、長く付き合ってる彼女とかいそうだよね」

「確かに。めちゃくちゃモテるだろうしね。菅原主任みたいな人と付き合える女性って、前世でどれくらい徳を積んだんだろうとかって考えちゃう」

「言えてる」

　盛り上がりすぎないように声を潜めてはいるものの、ふたりが楽しそうに笑い声を立てる。

　……好きな人のことを褒められるって、悪い気はしない。そして、そんな彼が選んだ女性が私であることに、ひっそりと優越感を覚えてしまったりして。

「──そうだ、イケメンって言えばさ、知ってる？　琉りゅう翔とくんの」

「知ってる！　不倫でしょ、と。あれびっくりしちゃった！」

　突然、話の内容が切り替わって、私のほうがびっくりした。弾かれたかのように新見さんが発した言葉に、加賀さんが待ってましたとばかりに食い付く。

　西にし岡おか琉翔と藤ふじ崎さき日ひ菜な──ああ、ここ二日くらいの間にネットニュースを席巻している、一大スキャンダルのことだろうか。さほど芸能に興味のない私でも、関連情報がニュースサイトにバンバン上がっている状態なので、何となくは把握している。

　平たく言えば、国民的男性アイドルと、売り出し中の若手実力派女優との不倫が発覚したのだ。ふたりとも今をときめく売れっ子で、世間からの好感度が抜群に高かったので、その影響は計り知れない。

「そうなの～、私、琉翔くんのこと好きだからさ、めちゃくちゃショックで。ネットの記事で新しい情報が出るたびに、泣きそうになってる」

「あぁ、そっかファンだったよね。そりゃショックだよ、しかも琉翔くんってそういう悪いことしなさそうっていうか、品行方正な感じするから余計に……だよね」

　大きなため息とともに嘆く新見さんを、加賀さんが気の毒そうに慰めている。

　私はファンと言えるほど好きな芸能人はいないのだけど、大好きなアイドルのスキャンダルを目にするのが辛いだろうことは想像できる。

　……加賀さんの言う通り、西岡琉翔は礼儀正しい可愛い系といった印象があるから、不倫と聞いて思い浮かべるダーティーなイメージとはかけ離れている。

「藤崎日菜って、名前忘れたけど脚本家の旦那さんがいるわけじゃん」

「ああ、その人っていろんな女優さんに手ぇ出してるって噂あるよね」

「だとしてもさ、じゃあやり返してОＫとはならないでしょ。ロケで滞在してるホテルに琉翔くん呼んで、一緒にお泊まりとか……ホントないわーって感じ。サイテー」

　何の気なしに話を聞いていると、新見さんの吐き捨てるような台詞に、心臓を一突きされたような衝撃が走った。怒りに任せて彼女が続ける。

「旦那さんとか周りにバレたらどうするとか考えないのかな。まぁ考えないから不倫なんてするんだろうけどさ。清純派みたいな顔して裏でそういうことしてたのかと思うと、もう藤崎日菜の出てるドラマ見たくないなって思っちゃうよ。今まで特に何とも思ってなかったけど、問答無用で嫌いになった。そういう女に引っかかった琉翔くんがかわいそう」

「気持ちはわかるけど、琉翔くんだって相手が既婚者って知ってて遊んじゃったわけだから同罪じゃない？　旦那さんがいる藤崎日菜に幻滅するのは当たり前としても、琉翔くんもまあまあのワルだよ、ワル」

　彼女たちが件のアイドルと女優の話をしているのはわかっている。けれどどうしてだろう、左胸がいやな感じにドキドキしている。

　まるで自分が責められているような気持ちになるのは、彼らの状況に自分たちのそれを勝手に重ね合わせてしまっているからだろうか。

「……うーん、やっぱそう思う？」

　ただでさえ線の細い声が、さらにか細く、心許ない響きで問う。

「──そうだよねぇ、どっちの立場でも、不倫してる時点でサイテーなことには変わらないよね。これから琉翔くんが出てるテレビどんな顔で見ていいのかわかんないよ～、辛い……琉翔くんのことも嫌いになりそう」

「不倫はね～。私も苦手だな。そういうことしちゃう人、って印象がついちゃうから」

　嫌悪感を露にしたふたりの台詞に思考を貫かれ、焦りのような、恐れのような、説明のつかない胸のざわめきが最高潮に達したとき、私は思わずデスクの上に両手を着いて、勢いよく立ち上がる。

　バン！　という大きな音に、後ろのふたりの会話がぴたりと止んだ。

　……いけない、と我に返る。彼女たちを驚かせるつもりはなかったのに、動揺するあまり身体が先に動いてしまった形だ。

「……ヤバい。神崎主任。朝から機嫌悪いよ」

「もう始業時間過ぎてるからじゃない？　てか、これ、謝っとかないとマズいよね」

　ボリュームを絞った声が微かに聞こえた直後、　

「申し訳ありません、真面目に仕事します」

「すみませんでした」

　ふたりはそれぞれ気まずそうに謝罪の言葉を口にしてから、それぞれの担当業務を開始する。

　彼女たちが悪いわけじゃないのに。痛いところを突かれたとはいえ、これでは八つ当たりと同じじゃないか。

　決まり悪さと恥ずかしさで、彼女たちのほうへ視線を向けることもできないまま、気持ちを落ち着けるためにフロアの外に出ていく。

　社内で誰にも干渉されない場所は限られている。私は女子トイレの個室に入った。後ろ手で鍵を閉めてから、まごうことなき正論によって貫かれた左胸を押さえる。

　……今さら傷つく必要なんてない。全部、わかっていたはずなんだから。

　私には夫がいる。既婚者である私が他の男性と恋愛することを、世間では不倫と呼ぶ。

　不倫には同情の余地なんてない。いかなる事情があったとしても──たとえ夫に別の愛する女性がいたとしても、やり返してもいい理由には決してならない。卑劣で、罪深くて、許されざる行為。

　私が非難されるだけならまだいい。もし私たちの関係が誰かに知られれば、私だけでなく、菅原くんまで後ろ指をさされることになる。

　彼は私にはもったいないくらいに素敵な人だ。そんな彼が私のせいで悪く言われるのは耐えられない。

『言っておくけど、俺は本気だから。……塚越が想像してるよりも遥かに強い覚悟をもって、気持ちを伝えてる』

　ふと、彼の真剣な声音が思い出される。

　あのときの菅原くんの台詞には、私が思っているよりもずっと大きな決意が込められていたのだと、やっと気付いた。

　彼には、私たちの関係が露呈したときに、容赦なく責められるだろうという腹構えがあったのだ。だからこその『覚悟』というフレーズだったと、今ならわかる。

　自分がどれだけ大それたことをしているのか、理解しているようでできていなかったのは……私だけだったのだ。

　後輩ふたりの辛辣で率直な言葉がもう一度蘇り、目が覚める思いだった。どうにかしなければと思いつつも、どこか持久戦になるかもと悠長に構えていた自分が愚かしい。

　私にとっても彼にとっても、宙ぶらりんのままでは絶対にだめだ。週末になると決まって捕まらなくなる夫と、何が何でも話し合わなければ。

　──私の想いは固まっている。もう、このまま婚姻関係を続けることはできない。

　夫への愛情が消えてしまったことももちろんだけど……今の私にとっていちばん大切な人との約束のためにも、一歩を踏み出すしかない。

　





◆◇◆






　離婚を決意して数日後の木曜日。夕食を済ませて洗い物をしていると、珍しくインターホンが鳴った。

　日ごろこの家への来客はほぼない。しかも、平日の夜なんて、まったく心当たりがなかった。であれば宅配業者かと思ってモニターを確認すると、映し出されたのはとてもそうは見えない、小ぎれいな格好をした若い女性だった。

　ふわふわとした胸までのパーマヘアの彼女は、モニターのやや荒い画面でもわかる長い睫毛の大きな瞳で、こちらを挑むように見つめている。

「どちらさまですか？」

「私、ノノムラです。ノノムラサリと申します」

　ノノムラ、サリ。フルネームを一度耳にしただけですぐわかった。

　夫のスマホに表示された通知画面が、頭のスクリーンで点滅する。

　紗莉さん。夫が今いちばん愛しているだろう女性。

「崇さんのことでお話があって来ました。お時間頂戴できませんか？」

　訊ねるようでいて、どこか挑戦的な言い方だった。

「……どうぞお入りください」

　本音を言うと、彼女を自分のテリトリーに招き入れたくはなかったけれど、きっぱりと跳ねのける勇気も持ち合わせていなかったから、承知するしかなかった。

　私はエントランスのセキリュティを解除した。モニターから紗莉さんの姿が消えたのを確認してから、室内を見渡し、それから玄関へ行ってシューズボックスから来客用のスリッパを出した。

　こんな状況なのに冷静に対応できるのは、まるで現実感がないからだ。夫の浮気相手が自宅に乗り込んでくるなんて、昼ドラみたいだ。

　それからすぐ、もう一度インターホンがなった。こちらはエントランスではなく、部屋の外扉に繋がっているものだ。

　その扉を開けると、さきほどモニターに映っていた女性が立っている。

　メッセージから受けた印象と同じく、二十代半ばかそれより少し若いくらいの彼女は、まだ学生の雰囲気を引きずった可愛らしい顔立ちを、大人っぽいメイクで引き締めている。服装は上下ネイビーのパンツスーツに、白いブラウス、それに黒いパンプスを合わせ、いかにも営業さん、といった雰囲気だ。

「……なかへどうぞ」

「お邪魔します」

　紗莉さんは礼儀正しく一礼してからパンプスを脱ぎ、スリッパを履いた。ほんの少し交わした会話から攻撃的なニュアンスを感じていたから、その所作が少し意外だった。

　オープントゥの来客用スリッパは、ワッフル地が心地よく、少し赤みのあるブラウンの発色が気に入って、結婚当初に買ったものだ。ずいぶんと長いこと見ていなかったのは気のせいじゃない。この家にお客さんがやってきたのは、片手で数えられる程度しかないからだ。

　久々の来客が夫の浮気相手とは──情けなくて、いっそ笑えてくる。

「崇さん、お帰りになってないんですね」

　ダイニングスペースに通すと、紗莉さんがキッチンやすぐそばにあるリビングのソファに視線を走らせながら訊ねる。

「最近は仕事でいつも遅いんです」

「へぇ、奥様にはそうやって説明してるんですね」

　当たり障りのない返事を返したつもりが、紗莉さんがちょっと得意げに笑った。彼女は私と向き合い、睨むみたいに見つめてくる。

「崇さんが今どこにいるのか、教えて差し上げましょうか？　私のマンションですよ」

　一瞬、彼女が何を訴えたいのか理解できなかった。夫の居場所を知っているのに、なぜ知らないふりをしたのだろう、と。

　でも、彼女のしたり顔見れば、理由はすぐにわかった。私に恥をかかせつつ、夫の居場所を示すことで、私よりも優位に立ちたいのだろう。もしかしたら、私が夫の浮気に気付いていないと思っているのかもしれない。

「……それで、どういったご用件なんですか？」

　そんなことをされても悔しいとは思わなかった。まだ夫への思いが残っていたなら、もっと傷ついたのだろうけれど……夫に対する愛情も、信頼も、とうに枯れ果てている。

「驚かないんですね。さすがにほとんど家に帰ってこないなら気付きますよね。旦那さんが浮気してるってことくらい」

「どういったご用件なんですか？」

　言葉をわざと粒立てる口調が煩わしくて、私は端的に訊ねた。紗莉さんの指摘はおおむね正しいけれど、こんな無益な話を長々と続けたくはない。

「……崇さんと別れてください」

　紗莉さんは私の鋭い口調に一瞬怯んだ素振りを見せたあと、視線を俯けた。そしてこれまでの強気な口調とは一転、絞り出すような声音で言う。

「崇さんと別れてください。慰謝料でも何でも支払います。崇さんのことを愛してるんです。崇さんも、私のことを愛してくれてる。奥さんと別れてほしいって話しても、崇さんは優しいから……なかなか頷いてくれないんです。だから私がお話ししようと思って来ました」

　話し始めは時折声を震えさせていたけれど、後半になるにつれ開き直ったみたいに、当初の堂々とした口調に戻った。顔を上げ、真っ直ぐに私を見つめる瞳は、強い意志に彩られている。

「夫があなたに頼んだんですか？」

「いえ、今日私がここに来ることを、彼は知りません。彼には、会社に忘れ物をしたことにしています」

　では、この大胆な行動は紗莉さんの独断だったわけだ。

　まぁ、そうだろうなと思う。彼は何かあったとき、私との衝突を避ける傾向がある。面倒ごとを嫌う彼が、こんなややこしい展開を望むわけがない。

「最近、結婚記念日でしたよね。その日、私を好きなら、奥さんじゃなくて私と過ごしてほしいって崇さんに頼みました。……そして彼は、その通りにしてくれた。だから、私のことを愛してくれてるって確信しました」

「…………」

　その日のことはよく覚えている。紗莉さんと夫が話しているのを電話越しに聞いたのだから、彼女がおおむね正しいことを言っているのはわかる。

「この一年、彼と私は二日と空けずに一緒にいるんです。だから彼がどれだけあなたのそばにいないのかもよく知ってる。あなただって旦那さんがそばにいない結婚生活、辛くないですか？　いっそ別れたほうがスッキリするんじゃないでしょうか」

「それはあなたには関係ない話です。決めるのは私と夫なので」

　紗莉さんの言葉に頷きたい部分もあったけれど、それを正面から肯定する気にはなれない。ささやかだけれど、私にとっては大切なプライドを放棄したくなかった。

「──でも、おっしゃりたいことはよくわかりました。とりあえず今日のところは帰って頂けませんか」

　誰かに言われなくても、夫婦としてのけじめをつけなければいけないのはわかっている。それに必要なのは、彼女とではなく、夫との話し合いだろう。

「わかりました。突然お邪魔してすみませんでした」

　もっとゴネられるかと思ったけれど、紗莉さんは案外あっさりと頷き、もう一度深々と頭を下げた。

「……よろしくお願いします」

　紗莉さんがパンプスを履いて扉の外へ出る前に、一言そう言い残した。

　夫と話し合ってくれ、という意味の『よろしくお願いします』だったのだろうか。彼女のために話すつもりはないのに──なんて考えながら、扉をロックする。再びひとりになった室内に、ため息がやけに大きく響いた。

　彼女が滞在していた時間はほんのわずかだったけれど、長いこと居座られたかのような疲労感が残った。ダイニングの椅子に座ると、今しがた紗莉さんにかけられた言葉が、頭のなかで反響した。

　──その通りだ。いっそ、別れたほうがスッキリする。

　私と崇さんが夫婦でいる意味って何なのだろう？　お互いがお互いを必要としていないのに、一緒にいる理由って？

　人の気持ちは変わっていく。結婚当初は、この先ずっと夫だけを愛し抜くという自信に満ち溢れていたけれど、それはたかが三年で脆くも崩れ去ってしまったわけだ。

　結婚とはゴールであるという認識が強かったけれど、実のところはそこからが始まりだったのだ。まさか自分たちが途中棄権するなんて思っていなかったけれど、気持ちが離れてしまったものは仕方がない。

　感情は理性で操ることはできないのだし、運命だと思って受け入れよう。

　……私が『塚越』に戻る日を待ちわびてくれている菅原くんのためにも。それが最善の選択なのだ。

　私はダイニングテーブルの脇に置いていたスマホを手に取ると、すぐに夫にメッセージを打った。

『今週末こそ、話をさせて。三十分でもいいから、時間をください』

　紗莉さんのマンションにいるという夫は、私からの連絡にすぐ気が付いたらしい。直後に返信があった。

『わかった。土曜の昼にでも話そう』

　切羽詰まった思いが伝わったのだろうか。いつもなら確約はせずに曖昧な返事でやり過ごす夫が、珍しくすんなりと話し合いに応じる姿勢を見せた。

　招かれざる客の襲来は悪いことばかりではなかった。私は夫に『自宅で待ってます』と返信を打ちながら、夫と対峙する土曜日を待った。
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「離婚してください」

　約束の土曜日。ダイニングテーブルで夫と向かい合うなり、開口一番にそう頭を下げた。顔を上げると、夫は微動だにせずに小さくため息をついて、こう訊ねた。

「……わけを聞かせてくれる？」

「もう私たちの夫婦としての関係は限界だと思うの。一緒にいる時間もほとんどないし……あなたと夫婦でいる意味を見出せなくなってしまった」

　申し出はすぐに受け入れられるかと思ったのに、理由を訊かれたのは予想外だった。細かく伝える必要なんてないくらい、腹は決まっているはず。

　それでも、離婚となると急に慎重になってしまうものなのだろうか。

「そういうこと。……でも俺は離婚するつもりはないよ」

　私の言葉に納得した顔を見せつつも、彼は首を横に振った。

「……どうして？」

　あっさりと応じてくれるものと信じて疑わなかったのに。私は動揺して訊ねた。

「俺は今の生活に不満はないよ。千聖と別れたいとは思っていないし。このまま結婚生活を継続したいと思ってる」

「紗莉さんがいるのに？」

　反射的に彼女の名前を口にする。崇さんの出かた次第では知らなかったふりをしてもいいかとも考えていたけれど、形勢が変わった。私は夫から目を逸らさずに続ける。

「私、ずっと知ってたよ。……この間、紗莉さんが家に来たの。崇さんと別れてほしいって」

「紗莉が？」

　それを聞いて、彼の表情が初めて驚きに染まった。私が頷くと、「そうか」と呟き苦い表情を浮かべる。

「いつの間に……うちの住所なんてどうやって知ったんだ？」

　彼の呟きに、違和感が頭をもたげる。夫が驚いているのは、私が紗莉さんの存在を知っていることにではない。彼女が自宅にやってきた事実についてだ。

「そんなの、知ろうと思えばいくらでも方法はあるでしょう。例えば崇さんが寝てる間に、身分証を見るとか」

「ああ、なるほど」

　私が浮気に気付いていたことなんて、取るに足らないことなのだろうか。思いつくままを述べると、彼は合点がいったのか深く頷いた。

「──でもそんなことするくらいに勝手に盛り上がられるのも、迷惑なんだよな」

　崇さんは言葉通りに、迷惑そうに眉を顰めた。木曜日「崇さんと別れて」と懇願した紗莉さんとの温度差に、戸惑いを隠せない。

「崇さんは私と別れて、紗莉さんと一緒になりたいんじゃないの？」

　違和感が増長し、考えるよりも先に問うた。すると彼は微かな笑みすら浮かべて言った。

「それは紗莉が言ってるだけだろう。さっきも言ったけど、俺は千聖と別れるつもりはないよ。会社での立場があるし、安易に離婚はできない。……最近彼氏ができたばかりの君には期待に沿えなくて悪いけど」

　立て続けにショックな言葉が聞こえてきて、私は束の間、言葉を失った。

　私と離婚する気がないことにも驚いたけれど──崇さんは、菅原くんの存在に勘付いている……？　結婚記念日のあの日以外で、ふたりきりになることはおろか、直接的にかかわってすらいないのに……？

「何で……？」

　混乱しながらやっとのことで問う。崇さんは私を咎めたり、逆に悪びれる様子も見せずに、薄く笑んだまま口を開いた。

「俺も他人のことは言えないが、目に付く場所にスマホを置いておかないほうがいい。特に、あまり見られてはいけない相手とやりとりしてるときは、ロックをかけることをおすすめするよ」

「……勝手に見たってこと？」

「一応、妻の素行は気になるからね。しかし、相手があの販売推進部の菅原くんだとは驚いたよ。確かに千聖とは同期だったから、接点はあったんだよね」

「…………」

　ひどい、と詰りたかったけれど、ぐっと堪える。

　私だって偶然だったとはいえ、崇さんのスマホの通知画面から紗莉さんの存在を知ってしまったわけだから、一方的に責めるわけにもいかない。

「ま、そうでなくても、千聖とは長いこと付き合ってたんだから気付くよ。最近はろくに構えなかったのに機嫌がよさそうだったし──それより」

　彼はテーブルを挟んだ先にいる私の瞳をじっと見据えて続けた。　

「よく考えて。俺たちが離婚したら悲しむ人たちがたくさん出てくる。祝福してくれた会社の人たち、友達、俺や千聖の親戚の面々……特に、親」

　最後に放った単語のあと、崇さんの唇が歪んだ笑みを形作る。心臓に、ヒヤリとした冷たい感覚が走った。

「千聖のお母さんだってさぞガッカリするよ。せっかく嫁いだひとり娘が出戻りなんて辛いだろうな。だから短気を起こして離婚なんてするべきじゃないよ」

　苦労して私を育ててくれた母の、優しい笑顔が脳裏に浮かんだ。

　そうなのだ。私が離婚を考えないようにしていた最大の要因は、母を悲しませたくないからだ。これまでの恩をやっと少しずつ返していけるという段階なのに、私のことで辛い思いをさせたくはない。

　崇さんは、私が母をどれだけ大切に思っているかを知っている。付き合っているときも、結婚が決まってからも、母への感謝を何度も話題に出しているから。私に離婚を思い留まらせるためには、それがいちばん効くのだと考えているのだ。

　……でもどうしてだろう。ほぼ紗莉さんのマンションに転がり込んでいるような状況なのだから、彼だってできれば紗莉さんと再婚したいと思っているはずだ。

「崇さんは私じゃなくて、紗莉さんを愛してるんでしょ？　それなのに私と結婚生活を続けるなんて……苦しくないの？」

　いちばん愛する人と一緒にいたいと思うのは自然なことだ。いくら世間体のためでも、自分の気持ちを欺き続けることを辛いとは思わないのだろうか。

「苦しい？　俺が？」

　不思議そうに夫が訊ねる。そのあと、ようやく私の意図が伝わったらしく、鼻で笑った。

「結婚と恋愛を一緒くたに考える必要なんてないだろ。俺は一生の伴侶に千聖を選んだけど、千聖としか恋愛をしちゃいけないわけじゃない。人生は長いんだ。お互いずっとひとりに縛られるなんて窮屈じゃないか」

「な、に……言ってるの……？」

　淡々と持論を述べる夫が、知らない誰かのように見えた。ぞくりと背中に悪寒が走る。

「ちょうどいい。この機会にお互いの自由恋愛を認めよう。それなら千聖の気も済むだろう」

「え……？」

「結婚生活は継続する。でもお互いの恋愛には口を出さない。それなら文句はないだろう」

「……正気なの……？」

　眩暈がした。夫の顔をしているこの人は、仮面夫婦を正当化しようとして──私にもそれを認めろと迫っている。

「もちろん。これが誰も悲しませずにいられるもっとも合理的な方法だ。千聖にとって都合の悪いことはある？」

　そこまで問うてから、彼ははたと気が付いたみたいに軽く目を瞠った。

「──ああ、もしかして子どもがほしいのか？　確かに、円満な家庭にはひとりくらいいてもいいのかもな。そういうのはおいおい決めていこう。俺も自分の子どもを見てみたい気持ちはあるし、千聖が菅原くんの子どもを産みたいっていうなら、それでも──」

「いい加減にして!!」

　おぞましい台詞が紡がれるのを最後まで聞きたくはなかった。彼の台詞を遮って叫ぶと、私は両手で顔を覆った。

「崇さん、自分が何を言ってるかわかってるの？　……できるわけないじゃない。体裁のためだけに形だけの夫婦でいるなんて……しかも、そんな状態で子どもまでもうけようなんて。私にはできない」

「じゃあ千聖は、お母さんに言える？　離婚するってこと」

　激昂する私とは対照的に、崇さんは感情の揺れというものを一切見せずに訊ねた。

「お母さんだけじゃなくて、俺たちの結婚をよろこんで、後押ししてくれた人たち全員に、離婚しますって……きっと落胆するだろうよ。多くの人たちが悲しい顔をして、残念に思う。それが申し訳ないとは思わないの？」

「……それは」

　空気の抜けた風船みたいに、瞬間的にそれまでの反発心が萎んでいく。周りの人たちの反応を想像しただけでも心がちくりと痛む。

「大切な人たちを誰も傷つけたくはないよね。なら離婚はしない。できない。この話は、これで終わりだ」

　夫は一貫して冷静な調子で言い終えると、椅子から立ち上がった。

「待って、崇さん──」

　同じく立ち上がり、引き留めようとする私に構わず、彼は自室代わりの空き部屋に籠ってしまった。

「…………」

　ひとりになると、私は気が抜けたように再び椅子に座り込んだ。

「どうしたらいいの……」

　ひとりごとのような、誰かに助けを乞うような台詞が、訪れた静寂に溶けて消える。

　このままじゃいけないという私の感覚は、決して間違っていないと思う。なのに、周囲への影響を考えると強くは訴えられなくなる自分がいるのもまた、確かなのだ。

　次から次へと浮かんでは消える、結婚を祝福してくれた人たちのうれしそうな顔。その顔が曇るのを見たくはない。

　特に、大好きな母親。私の結婚を心の底からよろこんで、安心しきっている母を傷つけたくないし、失望させたくない。

　──私は、どうしたら……？
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　その週末は呆然自失のあまり、抜け殻のように過ごしていた。

　時間の感覚もほとんどなく過ごしていたけれど、月曜日が近づくにつれ翌日の支度をしなくてはと、軽く夕食を取ったあと入浴を済ませたところだ。

　夫は私との話がついたと勘違いしたようで、土曜の夕方から姿を見ていない。おそらく紗莉さんのマンションに行っているのだろう。この時間になっても帰ってこないなら、今夜も彼女の部屋に泊まるつもりなのだろうか。

　スーツや通勤バッグなどはどうするつもりなんだろう──と思考を巡らせたけど、すぐにそれを頭から追いやった。別にそんなこと、私が心配する必要なんてない。彼も大人なんだし、荷物を持っていくなりしているだろう。……好きなようにしたらいい。

　そろそろベッドに入ろうかと、ダイニングテーブルの上に置いていたスマホを手に取った。寝室に行く廊下で、メッセージアプリを起動した。表示されたのは、菅原くんとのやり取りだ。

『また千聖と電話で話せるかもって思えるから、最近はいつもに増して週末が来るのが楽しみなんだよね』

　昨日の午前中、菅原くんから来たメッセージで止まっている。ボールはこちらにあるのに、一日半もの間投げられずにいるのは、夫との話し合いの影響が大きい。

　強い気持ちをもって夫と離婚するつもりだったのに、いざ周りの人たちへの報告が現実味を帯びてくると、途端に弱気になってしまう。

　情けなさすぎて、菅原くんに顔向けできない。だからこのメッセージも、何て返したらいいのかわからなくなってしまうのだ。

　──私だって菅原くんと話したい気持ちはあるけど……話しているうちに、一度出した結論とは違う方向に舵を切ってしまいそうで、躊躇してしまう。

　そのとき、手のなかのスマホが震えた。菅原くんからの着信だ。

　どうしよう。一瞬、居留守を使ってしまおうかとの考えも浮かんだけど、彼のほうからかけてきてくれたうれしさもあり、応答することにした。

「もしもし」

　ベッドに腰掛けながら通話ボタンをタップし、ちょっと緊張した声音で応える。

「千聖？　ごめん、夜遅くに。……神崎課長は？」

「今夜もいないよ。大丈夫」

「そっか。いきなり悪いと思ったんだけど、少し心配になって。こんなに返事がなかったの、初めてだから」

　菅原くんはいのいちばんにこちらの状況を慮ってくれつつも、言いにくそうに切り出した。

「ごめんね、メッセージ返せてなくて」

「いや、俺こそ……千聖にプレッシャーを与えるようなことを言っちゃったのかもしれない。そうだったら、ごめん」

「菅原くんは全然悪くないよ。悪いのは私」

　彼が自分の入れたメッセージのせいだと考えていることに驚いて、慌てて否定をする。そんなつもりはまったくなかった。

「……私が……優柔不断だから……」

　不必要に彼を悩ませてしまったことで、この週末に積もりに積もった自己嫌悪感が飽和して──弾けてしまった。申し訳なくて、情けなくて、目頭が熱くなる。

「千聖……」

「……ごめんなさい」　

「どうした？　……何かあった？」

　泣いたら困らせてしまうとわかっているのに、込み上げてくるものが止まらない。私は子どものようにしゃくり上げてかぶりを振る。

「これ以上……優しくしないで。私、自分のことを軽蔑してしまいそう」

　自分が慰めてほしいときだけ、優しい彼を利用しているのが卑怯な気がした。私は激しい感情のままさらに泣き、嗚咽をもらした。

「……あのさ、千聖」

　宥めるような優しい声で菅原くんが私の名前を呼ぶ。

「前に俺、『千聖のことが好きだからこそ会わない』みたいにカッコつけたこと言ったけど……あれ、撤回してもいい？」

　しゃくりあげながら、どういう意味だろう、と思って彼の言葉を待つ。

「千聖がそんなに苦しんでるのに、放ってなんておけない。直接話を聞いて、慰めて……抱き締めたい。神崎課長はいないんだよね。これから、迎えに行ってもいい？」

「え……？」

　──これから？

「だってもう夜遅いし……明日仕事だよ？」

「わかってる。でも、そんな状態の千聖をひとりにしておくほうが後悔しそうだから。……もちろん、必要がないって言うなら、それに従うし」

「菅原くん……」

　彼は本気だ。私が今いちばんほしいものを察して、それを与えようとしてくれている。

「だから、気を使ったりしないで正直な気持ちを教えて。千聖はどうしたい？」

　労わるような優しい言葉に導かれ、自分自身に思うがままを問いかけてみる。

　私……私は──

「会いたい。……菅原くんに、会いたい」

　それが嘘偽りのない、素直な気持ちに違いなかった。

「わかった。……今から車を出すよ。大まかな場所は前に聞いて知ってるけど、電話を切ったら住所を教えて。近くまで迎えに行く」

「うん。……ありがとう」

　私はお礼を言い、彼との通話を切った。

　自宅住所をメッセージに打ち込みながら、菅原くんのことを考えていた。

　こんな私をこれほどまでに愛してくれる人は、この先現れないだろう。

　だからこそ、自分の感情だけで決めるんじゃなくて……どうするのがいちばん菅原くんのためになるのかを踏まえた選択をするべきだ。

　菅原くんが好き。その気持ちは変わらない。

　……でも、彼との恋愛を始めるのが遅すぎた。

　好きという気持ちだけでは越えられない壁があることを、身をもって知った。お互いの想いとはまったく別のところで、守らなくてはいけないものがあるから。

　私はひとつの決意を固めながら、彼の到着を待った。

　

　菅原くんとは、家の近所にあるパーキングで合流した。本人が事前に教えてくれた通り、パーキングに着くまで三十分程度の猶予があったので、着替えと軽めのメイクを済ませることができた。

　当たり障りのない会話をぽつぽつと交わして、三十分。菅原くんの自宅に着いた。駅のそばにある築浅の単身者用マンションで、セキュリティがしっかりとしており、住みやすそうな印象だ。

「ここが菅原くんのおうちなんだ」

　事前に間取りは１Ｋだと聞いていたけれど、メインのお部屋にゆとりがあるので、狭い感じはあまりなかった。

「人を呼ぶことなんてめったにないから、あまりきれいにはしてないけど」

「そんなことないよ。十分きれい」

　何となくのイメージだけど、男性のひとり暮らしは片付いているか、ひどく散らかっているかの二択だと思っている。菅原くんの場合は前者のようだ。

　目に付く家具は、ベッドとテレビ、ローテーブル。そして本や衣類などをジャンル分けしつつ一ヶ所にまとめた棚くらいなもので、スッキリと整頓されている。

「ソファとかないから、そこに座って」

「うん……じゃあ、失礼します」

　そこ、と示されたのはシングルベッドだ。枕もシーツもカバーも、淡いグレーで統一されている。私は戸惑いながらその場に座った。

　……普段、ここで菅原くんが生活しているのだと思うと、妙に緊張してしまう。

「千聖が俺の部屋にいるの、不思議な感じがする」

　きっと菅原くんのほうも似たような感情を抱いたのだろう。キッチンからグラスに注いだウーロン茶を持ってきて、ベッドのそばのローテーブルの上に置いて言った。

「私も。何か、いけないことしてるみたいな気分──あ、みたい、じゃなくて、いけないことだよね。私、結婚してるし」

　冗談めかして言ったつもりが、ズバリ真実だったことに気付いて、わざと声を立てて笑った。こうして彼の部屋にお邪魔すると、一瞬、既婚者であることを忘れそうになる。

「千聖」

　菅原くんが私の横に腰掛けた。そして、静かに呼びかける。

「……無理して笑わなくていいよ。わかってるから」

「っ……」

　となりに視線を向けると、彼が少し悲しそうに私を制した。

「俺に話せることだったら話して。千聖の辛いこと、俺にも背負わせて」

　そうだった。彼は私の話を聞き、苦痛を分かち合うために部屋に招いてくれたのだ。

　包容力のある声音にもたれかかるつもりで、私はふうっと細く長い息を吐いた。

「……夫に、菅原くんと連絡を取ってることを勘付かれたみたい」

　ふたりの関係が知られたことを伝えても、菅原くんは特に驚くようなそぶりは見せなかった。冷静に「そうなんだ」と頷く。

「──神崎課長は何て？」

「そのことについては何も。……ただ、離婚する気はないって」

　彼の瞳が微かに揺れた。私と夫との冷めきった仲を知っているからこそ、意外に思ったのかもしれない。

　私はごくりと唾を飲んだ。心に決めたことを、ちゃんと言葉にしなければ。

　視線を逸らしたくなるのに耐えて、私はついにその言葉を口にする。

「いろいろ考えたんだけど……もう菅原くんと連絡を取るのはやめようと思う」

「俺のこと、いやになった？」

　彼の焦った声はあまり聞いたことがなかった。私は首を横に振る。

「そうじゃない。……でも」

　結論を出したものの、一皮むけば胸の内はぐちゃぐちゃと混沌としたものでいっぱいだ。複雑に絡み合った利害や感情をどんな風に伝えればいいのか、一瞬では判断がつかなかった。

「……神崎課長に未練がある、とか？」

「…………」

　夫に対する未練は少しだって残っていない。でも、『未練』の意味を今一度考える。

　周囲を失望させたり、悲しませたりする自分が許せない。結婚を祝福してくれた人たちを裏切らない未来を諦めきれない。そういう意味では、間違いなくこの結婚に対する未練が残っているのだと言える。

　即答できなかったことで、菅原くんはおそらく自分が核心を突いたと思ったのだろう。彼自身を納得させるような長い間のあと、明るい調子でこう言い切った。

「──わかった。なら、俺は身を引くよ。それが千聖の望むことで、幸せになれるなら」

「菅原くん……」

　私を見つめる眼差しは、さっきまでのそれと変わらない。私を労わるような、慈しむような、穏やかな光を湛えている。

　私はずるい女だ。菅原くんに茨の道を選ばせておきながら、最後の最後で意思を翻すとは。自分でも、意気地のなさに呆れ、辟易する。

　でも、こんな優柔不断な私に振り回される彼にとっても、これが最良の選択であると思いたい。私の心変わりを前にしても、こうやって幸せを願ってくれる……素晴らしい人なのだから。

「もう、千聖に気持ちが通じることなんてないと思ってたから、うれしかったし……楽しかった。ありがとう」

　菅原くんはどんなときだって私に優しく、温かい。感謝の言葉を述べながら、片手を差し出した。その手をそっと握ると──予想外に、かたかたと震えていた。

「……ごめん。めちゃくちゃ手震えてる。……カッコ悪い」

「そんなことない。菅原くんはいつも優しくて、私のことを大切にしてくれて……私にはもったいないくらい、カッコよくて素敵な人だと思ってる」

「うれしいこと言ってくれるね」

　彼は小さく笑ってからそう言うと、私の背中に腕を回した。そして、彼の強い想いを示すように、その腕に力をこめる。

「……なら、俺の最後の我儘、聞いてくれないかな。……千聖がほしい」

　耳元に落ちる声は、今にも泣きそうなくらいに切なげに揺れていた。私を抱き締める手が、さらに力強くなる。

「これで最後にする。千聖のことを忘れる。そのために……最後に一度だけ、俺だけのものになってほしい」

　菅原くんは今の私にとっていちばん大切な人であるのと同時に、私が一番傷ついていたときに親身になって支えてくれた人でもある。

　いつかの恩返しがしたかった。私が叶えられる望みがあるなら、その希望に沿いたい。

「……うん。私を菅原くんのものにして……忘れられないくらいに、菅原くんの想いを私に刻み付けて」

　本当は、自分自身がそうしてほしいくせに。そういう建前にしておかなければ、彼を受け入れてはいけない気がして。

「好きだよ、千聖」

　彼はとびきり甘い音で私の名を囁くと、左手の薬指に填まる結婚指輪をするりと抜いた。それから、強引に唇を奪う。

　久しぶりの菅原くんとのキスは、蜂蜜の海に溺れているような、苦しいほどに甘いときめきを運んできたのだった。





◆◇◆






「んっ……はぁっ……いつ、まで……するのぉっ……」

　彼のベッドで抱き合うみたいに身を寄せた私たちは、顔を合わせていなかった期間を埋めるみたいに、何度も何度も唇を重ねる。

「もう少し……もう少しだけ、千聖に触れていたい……だって、今夜で……んんっ……お別れ、なんだろ？」

　キスの合間を縫うように言葉を交わし、それぞれの中心で熱をもつ場所をまさぐり合う。これ以上、お互いを隔てるものはいらないとばかりに、衣服や下着はとうに脱ぎ払っている。何の障壁のない粘膜を、各々の興奮の証を塗り広げながら、優しく刺激していく。

「やぁ、それっ……ひ、うっ……！」

　秘部をくすぐるように触れる、男性らしく長くて骨ばった指先は、ソフトタッチでいて私の弱い場所を確実に責め立ててくる。鉤型に曲げた指がお腹の内側を柔く引っ掻いて、出し入れする感触が堪らない。

　同時に、親指の腹で秘芽を撫でられると、下肢が甘く戦慄くのを感じて声が震えた。

「キスして、弱いところ撫でてるだけなのにもうドロドロ……ここされるの、気持ちいいんだ」

「ぁあ──潰さないでっ……！」

　転がすように撫でていた秘芽を、下から掬うように圧し潰される。鋭い快感が、電流みたいに全身を貫いた。ひときわ高い声で啼いてしまうと、彼は満足そうに小さく笑った。

「ねえ千聖、手がお留守になってる。俺のもちゃんと擦って？」

　与えられる悦びを享受するのに精一杯で、彼への愛撫を怠ってしまっている。鮮烈な刺激を受け止めつつも、自らの指先にも意識を集中させた。

「んっ……」

　菅原くんのそれは、然るべき刺激がほとんど与えられていないにもかかわらず、明らかに質量と熱を増していた。高ぶりを示すように真上を向き、鈴口からそこに繋がる曲線にかけて、期待を孕んだ潤いが滴っている。

　……ただ私に触れているだけで反応してくれたんだ。よろこびを覚えるとともに、ならばそういう意図を持って触れたらどんな風に乱れてくれるのだろうという好奇心も顔を出す。

　私は先端に溢れた滴りを指先に絡ませながら、根元から先端までをゆっくりと扱き始める。時折、遊ぶように指先を切っ先や括れの部分にひっかけて、快感が高まるように撫でつけた。

　案の定、彼の呼吸が徐々に荒くなってくる。そして、感じやすい場所を掠めたときには、息を詰まらせたり、微かな声をこぼすようになった。

「千聖の手、冷たくて、すべすべして……すごく気持ちいいっ……！」

「ほ……本当？」

「うん。気持ちよすぎて……これだけでも出ちゃいそう」

　彼の言葉を裏付けるかのごとく、鈴口から溢れる先走りは粘度と量を増していた。

「俺もお返ししなきゃね」

「あっ──……！」

　彼は三本も膣内に指を収めると、抽送を速めた。淫らな蜜音が鼓膜を刺激する。

「膣内が熱い……。俺の指に吸い付いてくる」

　指先に慣らされるうちに、膣内はもっと鋭い刺激をほっしていた。待ってましたとばかりに三本の指を呑み込んで、吐き出してを繰り返す。彼に指摘された通り、少しの間も放したくないと、図々しくも締め付けたりして。

　本能的な反応に気をよくしつつ、菅原くんは内壁を擦りながら膣内を解していく。

「奥をぐちゃぐちゃ掻き混ぜられるのイイでしょ」

「イイっ……それ──が、我慢できなくなっちゃうぅっ……！」

　擦られると、勝手にはしたない声を上げてしまう場所。三本の長い指の腹でピンポイントに刺激されると、頭の奥が痺れて、そのまま身体が浮き上がってしまいそうになる。

「我慢なんかしなくていいよ。千聖、俺の手でイって。俺の指先を感じながら、俺のことを考えながら……思いっきり気持ちよくなって」

　ここを執拗に刺激すれば容易く果ててしまうことを、彼は決して多いとは言えない私とのセックスでも十分にわかっているみたいだ。だから私を追い立てるために、菅原くんは素早くピストンしながらそこをぐちゅぐちゅと擦り上げた。

　──そんなにしたらっ……すぐっ……!!

「ぁあああっ……!!」

　がくがくと下半身を震わせながら、私は軽く上りつめてしまった。

「本当にイっちゃったんだ。……可愛い」

　喉奥から絞り出した嬌声を呑み込むかのように、彼がまた私の唇を塞いだ。

「んんっ……ぁ、はぁっ……すがわら、くぅ、んっ……」

　達したばかりで全身が敏感になっているせいか、口のなかをまさぐられるのもひどく官能的で心地よかった。

　……もっと気持ちよくなりたい。そんな思いが加速して、甘えた声で彼の名を呼ぶ。

「そんな蕩けた顔見せつけられたら、もっとイかせたくなる」

　菅原くんは瞳に滲んだ興奮をさらに色濃くさせながら、私の足もとへと下降する。

「あっ……！」

　そして、私のお尻を抱えて身体を反転させた。いつの間にやら彼の顔を跨いでしまっているうえ、目の前に局部を晒している格好になる。

「濃いピンク色。潤んだ粘膜の色って、こんなに艶っぽくていやらしいんだな」

　驚きと緊張と少しの興奮とで、入り口の粘膜がひくひくと戦慄いている。それを揶揄するみたいに指先で襞をなぞってから、その場所に躊躇なく唇をつけた。

「や、だめぇ、汚いっ……！」

　柔らかい唇が熱い蜜に濡れた秘部を食み、ざらざらとした舌が秘裂を穿るように舐め上げる。羞恥とともに訪れる鮮烈な刺激に、私は身を捩って逃れようとするけれど、菅原くんはがっちりと臀部に手を回し、それを許してくれない。

「……こういうの、初めてじゃないでしょ？」

　入り口に溜まった蜜を軽く吸い立てながら、菅原くんが訊ねる。

「……夫は……崇さんには、されたことない……今までも、きっと」

　思い返してみると、それまでお付き合いした人とも経験のないことかもしれない。

　夫は自分に奉仕させたがる割りに、こんな風に丁寧に時間をかけて私の身体を愛撫してくれたことはなかった、私も恥ずかしかったからしてほしいとは言い出せなくて、それでも構わないと思っていたけれど……菅原くんと何度か身体を重ねたあとだと、それすら愛情の差と捉えてしまう。

　素直に答える必要はないかとも思いつつ、かといってうそをつくことでもない。事実を伝えると、彼が微かに笑ったのが呼気でわかった。

「その情報は逆効果だよ。絶対気持ちよくしたいって思うだけだから」

　自分で訊いたくせに──と思った次の瞬間、菅原くんは鼻先を秘裂にくっつけながら、奥から溢れてくる蜜ごと掬い取るように深く舌先を膣内に埋め込んだ。そのまま奥を掻き出しながらの愛撫に変わる。

「はぁああぅ……！」

　──ぬるぬるの舌が、私のお腹のなかを這いまわっている。

「千聖の匂いがする……甘くて、美味しいよ」

「っ……言わないで、恥ずかしいっ……！」

　私は彼の体側に着けた両手でシーツを握りしめながら、羞恥のあまり目を瞑った。こんな恥ずかしい場所をすべて曝け出してしまって……味わわれて。平然としていられるわけがない。

「どうして？　このそそられる眺めとやらしい味を知ってるのって、俺だけなんでしょ。すげーうれしいよ」　

「菅原くんっ……」

　──経験のないことだったから、余計によろこんでくれたということなのだろうか。そうやって独占欲を隠さない彼が、とても愛おしい。

　瞳を開けると、さきほどにも増して凶暴さを増している彼自身が見えた。……そうだ、私、まだ彼を満足させていなかったじゃないか。

　指先でつんと切っ先を突くと、鈴口で大きく珠を作っていた高ぶりのしるしが、涙のようにこぼれる。黒い茂みに覆われた根元の部分に手を添えて、唇を近づける。

「あの……私も──さっきは、私ばっかり気持ちよくしてもらったから……菅原くんのことも……ちゃんと気持ちよくしたいっ……」

「……いいの？　俺は、そうしてほしいけど。無理してない？」

　菅原くんの先端に私の吐息が当たっているから、彼はこちらを見るでもなく、私が何をしようとしているのかを理解している。今この瞬間も、彼は唇を使って私を愛してくれているというのに、自分がされるほうになると抵抗感を覚えるものなのだろうか。

「してないっ……菅原くんの……あの、同じように……させて？」

　こんなに反応してくれているのだから、彼だって刺激を待ちわびているはずだ。私は答えを待たずに、根元に添えた手とは逆の手で切っ先から張りだした膨らみ、括れ、幹の部分を指先で辿っていく。

「大きい……熱くて、びくびくして……」

　──前回触れ合ったときも、ここまで雄々しく屹立していただろうか。

　表面に幾筋も血管を浮き上がらせ、生き物みたいに震える手のなかの彼にキスをすると、その刺激に反応してぴくりと跳ねた。

「っ……千聖っ……」

　一瞬で、彼の声が欲情に濡れた。その声を聞いたことで、この行動が正解なのだと確証を得たような気がした。

「気持ちよくできるように、頑張るね……」

　技巧的な部分ではあまり自信はないけれど、彼に満足してもらいたいという気持ちは強く持っている。まずは舌先を伸ばして、鈴口のあたりを舐めた。少し塩味を感じるのは、彼が私に興奮してくれているせいだ。

「んっ……はぁ……っ……」

　怒張に唇を押し付けてキスしたり、舌先で括れや裏筋をくすぐったり──思いつく限りの刺激を与えるうちに、鈴口からはもどかしいと訴えかけるように、絶えず先走りが溢れ出るようになる。

　──もっと気持ちよくしてあげたい。そのためには……。

　私は口を開けて、彼の先端を口腔内に迎え入れた。

「はぁ、むぅっ……んっ……はぁっ……」

　自分の中にこれが入ると思うと、心も身体も激しく高ぶってしまう。

　……思ったよりもずっと大きくて、太い。口に含むだけでも大変なサイズだ。もしかしたら、彼が最初躊躇したのは、こういう理由だったのかもしれない。

「苦しかったら……ん、くっ……無理しないでいいよ……舐めてもらうだけでも十分、気持ちいいから」

　彼はそう言ってくれるけど、彼にもたくさん気持ちよくなってほしい。私はできる限り大きく口を開いて、彼の質量を受け止める。さすがにすべてを収めるのは無理だけれど、半分くらいまでは含むことができた。

　そこから少しずつ、顔ごと上下に動かし始めた。

「ん……く、うっ……ふ、んんんっ……！」

　大きさが大きさだけに、すんなりとはいかない。舌の表面を赤黒い幹に貼り付けながら、それが少しでも快感に繋がるよう、刺激を与えていく。

「……千聖、無理しないで」

　──やだ。途中で止めたくない。菅原くんを高みに連れていくまで、私はひたすらに唇をすぼめ、舌先を括れや幹の血管に宛がい、頭を上下させた。

「それ……ヤバいっ……千聖っ……！」

　──菅原くん、すごく感じてくれてる。

　うれしい。もっと彼のよろこぶ顔が見たい。蕩けた声が聞きたい。

　喉が圧迫されて苦しいけれど、菅原くんが愉悦に酔いしれる顔が原動力になる。

「千聖……俺も、したいっ……」

　下腹部の悦楽に感じ入っていた菅原くんが、思い出したみたいに私の秘部に顔を埋めた。

「んんんっ……！」

　さきほどよりも無遠慮で激しい舌技に翻弄されて、思わず唇から彼自身を解放してしまいそうになる。どうにか堪えながら、絶頂に向かって膨れ上がった怒張をさらに追い立てる。

「……もう──イきそうっ……！」

　切ない声音で菅原くんが呟く。私と同じタイミングで果てるためか、彼は限界を感じ取ると、決定的な悦びを与えるべく執拗かつ激しい愛撫に切り替える。

　──だめ。膣内を舌で穿られて、敏感な突起に歯を立てられたりしたら……私、もう頭のなかが真っ白になるっ……！

「んふぅうっ……──んんんんっ……！」

　全身が蕩けそうなほどの歓喜に支配されて果てたと同時に、唇で食んだ彼の先端が大きく膨れ上がり──欲情の証が口腔内に放たれる。

「っ、はぁっ──……」

　乱れた呼吸を整える菅原くんの高ぶりを解放する。精を放ったあとだというのに、逞しさを維持したままのそれは、私の唾液に濡れて艶めかしく光っている。

　口腔内に残っている液体が自らの舌先に触れた。……独特の匂いと味がする。

　これが菅原くんの──

　そう思ったら、口のなかに留まるそれを、愛おしみたい衝動に駆られた。

「……ごめん、千聖っ……吐き出して。今、拭くものを」

「ん……平気っ……」

　菅原くんが枕元にあるティッシュケースに手を伸ばしたところで、私が制した。ひと思いに飲み込むと、喉奥にどろりとしたものが落ちていく。

「千聖……」

「菅原くんのだったら……全然、いやじゃないから」

　きれいごとでも何でもなく、素直にそう思えた。彼のものならどんなものだって愛おしく感じる。

「そういうこと言われると……手放したくなくなる」

　彼は面食らったような顔をしたあと、私の腕を軽く引いて、身体を抱き寄せた。耳元に落ちた囁きはひどく寂しげで、切なさが交じる。

「……ごめん」

　あまりにも素直に答えすぎたことを反省した。

　どんなに菅原くんを大切に思っていると伝えたところで、結局、彼と一緒にいることは選べなかったじゃないか。無意識に出たとはいえ、自分が放った言葉は都合のいいものだ。そんなつもりはなかったから、申し訳なくて謝る。

「……いや」

　謝罪の言葉を耳にした菅原くんは、少し驚いたように呟いて首を横に振る。彼のほうもまた、責める意図はなかったと言いたげだった。私を抱き締める腕の力が強くなる。

「俺も千聖が好きだ。神崎課長よりも──いや、他のどんな男よりも、千聖のことを大切に思ってる自信があるよ」

「そうだよね。ありがとう。……伝わってるよ」

　きっとこの世の誰よりも、私を愛してくれている。私が結婚して夫のものになってからも、周囲との接触を避けるようになってからも……菅原くんだけは、私を気にかけてくれていた。

　彼は両肩に触れると、私の顔を真剣に覗き込んだ。

「今だけでいい。俺をいちばん愛して。俺のことだけ考えて。俺だけのものになって……千聖」

　「今だけ」と懇願する彼を抱き締めながら、本当はこれから先ずっとそうであるならどんなにいいかと想像する。周囲のことを放り出して菅原くんだけを愛することができるなら、きっと幸せなのだろう。

　思いを遂げられないもどかしさで唇を噛む。……だから、今だけ。今だけは、彼だけの私でいさせてほしい。

「菅原くん……好き。世界で一番、あなたが好き」

　泉のようにこんこんと湧き上がる感情を、愛しい人の瞳をしっかりと見つめて告げる。彼は安心したように破顔して、いつの間にか枕元に準備していたらしい避妊具のパッケージを開けて、数分前と同じ興奮を取り戻しつつある自身に装着した。

「力抜いて……ゆっくり挿れるから」

　私を組み敷いたあと、菅原くんは私の秘裂に指を這わせた。潤いをまとっていることを確認してから、膣内を掻き混ぜるようにゆるゆると指先を動かし、すぐに引き抜く。

「っ……！」

　指の代わりに、菅原くんの高ぶりが押し付けられる。熱をもった雄々しいそれが私の入り口に何度もキスを繰り返す。まるで、焦らすみたい。

　──お願い。来て。菅原くんを感じさせて。

　視線で訴えかけると、彼はようやく触れ合う粘膜に自重をかけて、私の膣内に挿入ってくる。

「ぁ、すごいっ……！」

　猛った彼のものが隙間なく隘路を埋めていき、お腹のなかがいっぱいになる。ぞくぞくとした快感が背筋に走り、恍惚の吐息をこぼした。

「苦しい？」

「ううん、大丈夫……すごく、幸せ」

「俺もだよ」

　同じ感覚を共有できている事実に安心して、お互いに頬を緩めた。

　こうして肌を合わせていると、今夜が彼と触れ合う最後の機会であることを忘れてしまいそうになる。彼と抱き合うとき、肌と肌が吸い付き合いフィットしている感じがして、とても満たされた気持ちになるのだけれど──もう、そんな幸せに浸ることも叶わなくなるのだ。

「千聖……もうひとつだけ……我儘を聞いてくれる……？」

　少しずつ律動を始める菅原くんが、おもむろにそう切り出す。

「はぁ、ああっ……な、にっ……？」

「俺のことも、今だけ名前で呼んで」

「……志し貴き、くん……？」

　菅原くんの下の名前。呼びなれないその名を口にしながら、そういえば、今まで一度もファーストネームで呼んだことがなかったと思い至る。

「そうだよ、千聖」

　私の下肢を貫くものが質量を増した──気がする。彼がよろこんでくれているしるしだろう。

「志貴くん、好き。……大好きっ……」

　彼を名前で呼んでも許される関係でありたかった。崇さんと結ばれる前に、志貴くんを好きになればよかった。今さらな願いであるのはわかっているけれど、考えずにはいられない。叶わなかった現実の分まで、私は愛情を込めて彼の名を呼ぶ。

「……あぁ、ヤバい。可愛すぎっ……！」

　高ぶりのまま、下半身を貫く腰の動きが加速する。肌と肌が激しくぶつかり合う音に、ふたりの興奮がさらに煽られていく。

「好きだ、千聖……俺も、大好きだよ」

「ふぅ、うぅんっ……！」

　言葉だけじゃ伝わらない気がして、私たちは飽きもせずまたキスをする。

　今夜だけでいったい何度口付けを交わしただろう。明日、もしかしたら唇が腫れあがってしまうかもしれないな──と思ったけれど、それでも止めたくはなかった。

　彼とキスできるのもこれが最後。志貴くんの唇の温もりや感触を、ちゃんと覚えておきたい。

「千聖」

「……な、に？」

　舌と舌とを絡ませる濃厚なキスの合間に、志貴くんが私の名前を呼ぶ。

「俺、今夜のこと忘れないよ。千聖の蕩けた顔も、温もりも、全部……忘れないから」

「志貴くん……私も、忘れないっ……！」

　今まさに思っていたことを言い当てられて、少しの驚きとうれしさが込み上げる。……やっぱり、志貴くんも同じことを考えてくれていたんだ。

「もっといっぱいしよう。起き上がって」

　志貴くんは私の腕を引いて、私を彼の脚の上に乗せた。

「こうすれば、ずっとキスしながら繋がれる」

「ふ、ぁんっ……！」

　下から力強く突き上げながら、舌で口のなかを掻き混ぜられる。敏感な場所をあちこちまさぐられて、頭も身体もとろとろに蕩けてしまいそうだ。

「それに……この体勢だと、ここに当たるよね？」

「ぁあっ！」

「気持ちいいところも一緒に捏ねてあげる」

　より深く繋がれるからか、膣内に埋まる彼の切っ先が、行き止まりをこつん、こつんと刺激してくるのが堪らない。接合部では、彼の親指が敏感な突起を転がすように捏ねている。弾けるような愉悦が全身を駆け抜け、意識を乗っ取っていく。

　──気持ちよすぎて、頭、変になっちゃいそうっ……！

「んっ、はぁっ──志貴くん、しき、くんっ……私、もうっ……！」

　悦楽が膨らみ、思考が弾け飛んでしまいそうだ。いやらしくも自ら腰を動かしてしまいながら、与えられる快感を余すことなく受け取ろうと必死になった。

　下から揺さぶられながら、また志貴くんと唇を重ねる。汗の交じった少し冷たいキスが心地いい。もっと、もっと──したい。

「俺も──千聖、一緒にっ……！」

　志貴くんの切羽詰まった声を聞いて、反射的に頷く。上りつめる準備はできていた。

「あはぁあああっ……!!」

　深々と突き上げられ、切っ先が最奥を強く刺激した瞬間、私はいちばん高いところに押し上げられた。と同時に、彼も動きを止め、ぶるりと腰を震わせている。……彼もまた、達したのだろう。

　情欲は満たされても、お互いの心の隙間は埋まらなかったらしい。私たちはそれぞれの唇を求めて、キスを交わす。触れ合っている間だけが安心できる気がして、唇同士が離れるとまた押し付け合い、ときには舌を差し入れて、もうどちらのものかわからない唾液を掬い、味わう。

「……千聖。もう少しだけ……朝までそばにいたい」

　身体の熱が収まるまでの間、ずっとキスを交わしていた私たち。やっと離れた唇が、名残惜しさでそう呟いた。

「うん……私も」

　──これくらいの望みなら、叶えても許されるだろうか。

　その晩、私は志貴くんと恋人同士のように愛し合い、幸せを味わいつくした。

　そして翌朝。私たちは何もなかったみたいに、ただの同期に戻ったのだった。
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「お疲れさまです、総務部の神崎です。提出して頂いた出勤簿のデータをチェックいたしましたが、出勤の記録が残っている日に有休を取得した形跡が見られます。お手数ですがご確認の上、正しい情報のみを残して再度お送り頂けますでしょうか」

　電話口の相手が申し訳なさそうに謝るのを、私は感情の揺れの一切ない声で相槌を打ちつつ、通話を切った。

「神崎主任、相変わらずだね」

「一時期、雰囲気柔らかくなったかなって思ったりもしたんだけど、気のせいだったみたいだね」

　後ろの席の新見さんと加賀さんが、声を潜めて私の話をしているのが聞こえた。

　相変わらず内緒話に向かない声だなぁと思う。陰口が本人に筒抜けなんて、意図的に聞かせていると受け取られても仕方ないだろう。

「もしかして旦那さんと上手くいってないからイライラしてる、とか？」

　思いついたみたいに新見さんが発した言葉に、ヒヤリと背筋が冷たくなる。

「新見さんに加賀さん、お手すきなら経理に提出する書類を手伝ってもらいたいんですが、お願いした仕事はもう済んでますか？」

　詮索されたくない。その一心で背後を振り向いて、身を寄せ合うように会話するふたりにそう言い放ってしまう。

「あっ──は、はいっ……！」

　案の定、ふたりは顔を青くしながら姿勢を正した。新見さんには社員全体の有休残数の確認書類作成、加賀さんには各部署から申請のあった備品発注作業をお願いしている。それぞれ、まだ完了報告は受けていない。

「すみません、すぐ取り掛かります」

「お願いします」

　ふたりは内緒話を中断し、受け持ちの仕事に集中し始める。

　痛いところを突かれたからといって、彼女たちを攻撃したような形になってしまって大人げないと反省しつつ、あれこれ探られて夫との不仲の噂をたてられては大変困る。

　周囲をがっかりさせないために、大切な人を切り捨てたというのに、これでは意味がなくなってしまう。

　あっという間に八月が過ぎ、九月に入った。正直なところ、ここ一ヶ月の記憶はあまりない。

　志貴くんのマンションに泊まった日を最後に、私たちは一切の個人的なコミュニケーションを絶った。

　その決別によって、私のメンタルは想像以上に削られた。男女としての逢瀬こそ結婚記念日を入れてもたった二回だけど、毎日のようにメッセージを送り合い、週末には一晩中電話で話したり──という密な関係だったわけだから、喪失感が大きい。

　日常のなかの何気ない感想や報告を交わす相手がいたことが、どれだけ幸せだったのかと思い知らされている。と同時に、夫とは近年、こんな会話が皆無に等しかったことにも気付かされ、ますます夫婦の関係に空しさを覚えているところだ。

　夫は相変わらず紗莉さんのマンションに帰る夜のほうが多い。けれど、休日はかならずしも彼女のところへ行っているわけではないようだ。私と彼が顔を合わせるタイミングは限られているけれど、明らかに紗莉さんではない女性と通話をしているのを何度か見かけた。

　そんな彼に対してはもう特別何かを思うこともないけれど、しいて言えば揉めごとを作らないでほしい、というくらいだ。彼は表向き誠実そうだから、言い寄られる女性も悪い気はしないだろう。でも、その相手が複数いるとなれば話は別。ましてや彼は妻帯者なのだから。紗莉さんのように、自宅に突撃されるのはごめん被りたい。

　以前はあれだけ夫の興味や関心を取り戻したいと思っていたのに、自分の本心に気付いて志貴くんに心を奪われるようになってからは、どうでもよくなってしまった。自分でもその変わり身の早さに驚くほど。

　今の私が一緒にいたいと願うのは、志貴くんだけだ。もっとも、その願いは涙ながらに断ち切るしかなかったのだけど。

　……早く忘れなきゃ。周りを悲しませないために離婚はしない。だからもう会わないって決めたんだから。

　今日もまた仕事に追われ、家に帰って寝るだけの日々。まったく張り合いのない生活だけど、これが私の選んだ道なのだから、受け入れなくては。　

　砂を噛むような毎日にひとすじの光が差したのは、その週末のことだった。
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　土曜日の午後、突然自宅のインターホンが鳴った。

　よもやまた招かれざる客では──と怯えながら応答すると、そこに映っていたのは実母だった。

「ごめんね～、近くまで寄ったものだから。お邪魔してもいい？」

「うん、どうぞ」

　エントランスのロックを解除すると、母は「どうも～」なんて上機嫌で返事をした。これまで母と会うときはかならず実家だったし、事前に連絡もないというのは珍しい。

「お邪魔します」

　数分後。玄関の来客用スリッパに履き替えながら、母が改めて言った。

「どうぞ。珍しいね、突然」

「うん、お友達とお芝居を見に行った帰りでね。ケーキ買ってきたから、一緒に食べましょ」

「ありがとう」

　明るい調子で手に提げた紙箱を差し出される。それを受け取り、ダイニングスペースにあるテーブルへと案内する。

　いつも動きやすい服がいいとカットソーにデニムというシンプル過ぎる格好を好む母が、珍しくブラウスにワイドパンツを合わせている。確かに、お出かけ用といった装いだ。

　子育てが一段落してからやっと自由な時間を得た母は、たまの楽しみに友人と観劇や女子会などを楽しんでいるようだ。昔は友人と会うという話そのものを聞かなかったくらい多忙だったので、母が充実した日々を送ってくれているのが自分のことのようにうれしい。

「あら、崇さんは？」

　周囲を見渡しながら母が訊ねる。家の主の姿が見えないのが気になったのだろう。

「仕事。営業部に移ってから忙しくなったって、言わなかったっけ」

　まさか浮気相手のマンションにいるとは言えないから、少しの罪悪感を覚えつつも当たり障りのないうそをつく。

「聞いたけど、お休みの日でしょ。大変ね」

「代休は取れてるから」

「だけど、お休みが合わないと出かけたりできないものね」

「……そうだね」

　休みが合ったところで、もう一緒に行動する機会も理由もなくなっている。それを知ったら、母はさぞかし驚き、悲しむだろう。だから、何があっても真実を伝えるわけにはいかない。

　私は頷きつつその会話を終わらせると、キッチンで手早くお茶の準備をする。母はコーヒーが飲めないので、ケーキのときは大抵ストレートの紅茶を合わせることが多い。頂き物のダージリンをふたり分のマグに入れ、お皿に移したケーキとともにトレイに乗せてテーブルまで運んでくる。

　母が買ってきてくれたのはモンブラン。中央にマロングラッセが乗っていて、とても美味しそうだ。

「どうぞ」

「ありがとう。……ねえ、千聖？」

　マグとケーキとをそれぞれの前に置き、向かい側に腰掛ける。と、母が急に真面目な顔になった。

「何か悩んでることがあるなら、お母さんに話して」

「どうしたの、急に。何もないけど」

　驚きのあまり咄嗟にごまかしたけれど、母は私をじっと見つめたまま続けた。

「あなた、自分では気付いてないのかもしれないけど、すごく痩せたわ。ちゃんとご飯食べてるの？」

「……夏バテしちゃって」

「それだけ？」

　無理やり捻りだした言い訳であるのは、歯切れの悪い私の反応を見れば一目瞭然だろう。

　……そういえば、最近は夕食を用意するのが億劫なのと、あまり食欲が湧かないのとで、食事を抜くことが多かったのを思い出す。母とはたまにしか会わないから、体形の変化が手に取るようにわかったのだろう。

　その母がさらに訊ねてきたので、曖昧に頷く。いかに苦しい状況でも、本当のことを話すわけにはいかなかったのだ。

　ため息をついたあと、母はほんの少し間を置いてからまた口を開く。

「千聖が頑張り屋さんなのはよくわかってるわ。でも、必要以上に頑張りすぎるところがあるのも知ってるつもりよ」

　私は母の視線から逃れるように俯いた。でなければ、真実を悟られそうで怖かった。　

「どうしても言いたくないっていうなら訊かない。でもね、これだけは覚えておいて。お母さんは千聖に笑顔でいてほしいの。もし何かに迷ってるなら、あなたがいちばん笑顔でいられて、幸せだと感じられるほうを選んでほしい。他の誰かじゃなくて、千聖自身がね」

「お母さん……」

　愛情溢れる台詞に思わず顔を上げた。

　離婚は私たちの周囲を悲しませて、ガッカリさせてしまう──そう思っていたけれど、もっとも悲しむだろう母からの意外な言葉を聞いて、目の前に広がる景色がガラリと変わった気がした。

　本当に？　……私の気持ちを優先しても構わないのだろうか？

　私が幸せを感じられるほう。そう考えて、真っ先に浮かんできたのは──志貴くんの顔だ。

「……いいのかな。周りのことを考えず、自分勝手な選択をしてしまっても。お母さんたちを悲しませない？」

「周りに気遣えるのは素敵なことよ。それが千聖のいいところでもあるけど……でも、重要なことほど自分がどうしたいかで選ぶべきじゃないかしら。そのほうが後悔しないと思うし」

「…………」

「大切に、真っ直ぐに育てた自分の娘だもの。そんなあなたの選択が間違っているとは思わない。どうすることを選んでも、お母さんはあなたを応援するわ」

　笑うと目尻が垂れて、もともと温和な顔立ちがさらに優しく、人懐っこくなる。そのホッとする笑顔が、子どものころから変わらずずっと好きだった。

「……ありがとう。すごく、心強いよ……」

　母からの励ましに、本当は誰かに背中を押してほしかったのかもしれない、と思う。

　志貴くんとは二度とふたりで会わないという決断に、まだ納得しきれていない自分がいた。そして、そんな自分を説き伏せる方法などないということにも、心のどこかで気付いていたのだ。

「──ねえ、このケーキ食べてみて。人気店だっていうから買ってみたのよ。口に合うといいんだけど」

「うん。いただくね。……お母さんも」

　私は泣きそうになるのを堪えて軽く目頭を押さえたあと、優しい母に微笑みを返す。

　美味しいモンブランを味わいながら、私が本当にほしいものは何なのか。それは、どうしたら手に入れることができるのかを、頭に思い描いていた。
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　母は結局、夕食を食べてから帰宅した。

　夕食の時間になっても帰らない夫に対して特に触れなかったところを見るに、母は少なからず察していたように思う。母の性格なら、「崇さんを待たなくていいの？」と訊くくらいはしそうなものだから。

　片づけをして、入浴を済ませる間ずっと自分はどうするべきなのかを考えていた。

　母に温かい言葉をかけられて、すぐにその気になってしまいそうだったけれど、母には具体的な事情を伝えたわけでもない。私の独りよがりで決めてしまって、そんなつもりじゃなかった──なんてことにはしたくなかった。

　でも、何度も何度も考えるうちに、母の『あなたがいちばん笑顔でいられて、幸せだと感じられるほうを選んでほしい』という言葉が、心に深く刻み込まれるようになった。

　そして、強く思う。一度きりの人生なんだから、自分がいつも笑っていられるような、後悔のない選択がしたい、と。

　今の私の生活は、笑顔や幸せというフレーズからは遠くかけ離れている。私は崇さんと──好きな人と幸せな家庭を築きたくて結婚したはずなのに、彼と一緒にいることで傷ついてばかりいる。

　やっぱり、こんな関係は異常だ。私と崇さんは、夫婦でいるべきじゃない。

　それに私には、夫婦になりたいと願う、愛する男性が他にいる。その人と一緒にいられるならきっと、ずっと笑顔で過ごすことができるかもしれない──

　そう思い至ると同時に、私はダイニングテーブルの椅子に座り、スマホを手に取って志貴くんの連絡先を開いた。

　週末を迎えるたびに、彼に電話をしたい衝動に駆られた。その都度、いっそ電話番号を消してしまおうかとも思ったけど……できなかった。

　私は迷わず彼の番号をタップして、電話をかける。無機質なコール音が聞こえてきた。

　『もう連絡は取らない』と宣言した手前、電話に出てくれないかもしれない。それに、土曜の夜二十一時なら、外出して友達と一緒、という可能性もある。……それも、ただの友達ではなくて、ゆくゆくは彼女になるような女性かもしれない。

　そんなことを考えて、急に不安になった。もう一ヶ月も経つのだから、彼のほうも新しい一歩を踏み出していてもおかしくない。もしそうだとしても、それを責める気もなかったし、その権利もないのはわかっていた。そういう選択をさせてしまったのは、私自身なのだし。

　十回目のコールが鳴って、もう諦めようかと思ったそのとき、

「もしもし」

　──この一ヶ月、耳にすることのなかった志貴くんの声が聞こえてきた。　

「あの、神崎です。急にごめんなさい。あと、出てくれてありがとう」

　出てくれたうれしさと久々に話す緊張とが綯い交ぜになり、妙に早口になってしまう。まずは電話を受けてくれたことに対するお礼を言うと「いや」と彼がすまなそうに否定した。

「こっちこそごめん。鳴ってるの気付かなくて、出るのが遅くなった。……でも、どうしたの？」

「まずは、もう連絡しないって言ったのに、約束を破ってごめんなさい。どうしても伝えたいことがあって……」

　私は心臓が口から飛び出そうなほどドキドキしながら、小さく息を吸い込んだ。

「私、やっぱり志貴くんのことが好き。だから、今度こそ夫と別れる決心をしたの。……夫との関係を終わらせたいって気持ちは、志貴くんと連絡を取り合うようになってからずっと考えてたことなの。でも、なかなか踏ん切りがつかなくて……いちばんの理由は、私たちの結婚を祝福してくれた周りの人たちを、失望させてしまうんじゃないかってこと」

　脳裏に会社の同期のみんなや地元の友人、そして、母の顔が浮かぶ。

「私は片親で……結婚したときに、母がこれ以上ないくらいによろこんでくれたの。そのとき、親孝行ができたって思ったんだよね。だから離婚しましたなんて言ったら、すごくガッカリさせちゃうんじゃないかって……」

　志貴くんは、口を挟むことなく話に耳を傾けてくれている。私は「でも」と続けた。

「そのせいで私がずっと夫と別れないまま我慢し続けるのも違うなって思ったの。最初は、周りの人を傷つけるくらいなら耐える覚悟でいたけど……長い人生を、そうやって過ごしていくのは無意味だなって。それなら、周りの人に謝って、新しいスタートを切らせてもらったほうが……私自身が笑顔で過ごせるから」

　抱えていた葛藤をすべて伝えきると、まずひとつ、やり遂げることができたとホッとした。……あとひとつは、彼の気持ちを確認することだ。

「もう一ヶ月も経ってるから、すべてがあの別れた日のままだとは思ってないよ。だから素直な気持ちを訊かせて。……志貴くんは、あのときと同じ気持ちでいてくれてる？」

　仮に私の願いとは逆の答えが返ってきたとしても、きちんと受け入れるつもりだった。それでも、私の想いを伝えるだけ伝えたい。

「同じ、じゃない」

　静かな声音で告げられる言葉に、胸が抉られそうになる。

　けれど同時に、そうだよね、と納得もした。どういう理由があったにせよ、彼からしてみれば、私は彼より夫を取った女なんだから──

「──むしろ、もっと千聖のこと好きになってる。だから同じじゃない」

「志貴くん……」

　自分自身を納得させるべく自責の念を浮かべていると──追って、舞い上がってしまいそうなうれしい台詞が聞こえてきた。胸の奥がじんと熱くなる。

「この一ヶ月、ずっと千聖に連絡したくて仕方なかったよ。だけど、千聖の幸せのために我慢しなきゃって……ずっと気持ちを抑えてた。でもその我慢も限界で……約束を破って連絡して、『神崎課長と別れて俺と結婚を前提に付き合ってほしい』って伝えようとしてたよ」

「……そうなの？」

「うん」

　淀みなく志貴くんが頷く。彼も私への想いを募らせてくれていたなんて……。

「──ていうか、ごめん、確認させて。千聖が離婚を渋ってたのって、神崎課長に気持ちが残ってるからじゃなくて……周りの人、特にお母さんをガッカリさせないため、ってことで合ってる？」

「うん、そうだけど……」

「そっか……そうだったんだ。なら、ホッとした」

「えっ、どういう意味……？」

　志貴くんがやけに安心した様子であるのを、不思議に思って訊ねてみる。

「いや、千聖に、もう連絡とらないって話しされたとき、俺訊いたよね？　『神崎課長に未練がある？』って。そのとき、千聖が黙ってたから……てっきりまだ神崎課長に気持ちが残ってるんだと思ってた」

「えっ？」

　そのときの会話は、何となく覚えている。……夫に未練があるわけではないけれど、夫と別れることに対しては、後ろ髪を引かれる思いはあったから、はっきり答えることができなかったんだ。

「そうだったんだ……ごめん。まさかそんな風に受け取ってるなんて思ってなかったから……」

「ううん。まだ神崎課長が好きだって言うなら、身を引こうって思ったけど……でも、本当は違うんでしょ？　なら俺、引かないよ」

　はっきりと芯のある声で告げた志貴くんが、誓いを立てるみたいに言う。

「千聖が神崎課長と別れるって言うなら、信じて待つよ。たとえ時間がかかっても、千聖が『塚越』に戻るのを、ずっと待ってる」

「……ありがとう。本当は私からお願いしなきゃいけないのに、やっぱり優しいね。志貴くんらしいと言えば、らしいけど。……でも、改めて言わせて」

　こちらが言うべきことを彼のほうから言わせる形になってしまい、申し訳なさが募る。それでも、私自身の言葉で伝えなくては。私は、深呼吸してから続けた。

「かならず夫と別れるから……それまで私のこと、待っててくれるかな。夫はあまり離婚に前向きじゃないから、すんなりとはいかないかもしれないけど……でも、どんな手段を使っても、説得するつもり」

「わかった。待ってるよ」

　快く承諾してくれる志貴くん。私は彼と少しの間、久しぶりのおしゃべりを楽しんだ。時間にしてほんの数十分、体感で一瞬のできごとだったけれど、私の心に大きな癒しを与えてくれたことには間違いなかった。





■□■






　──季節は巡り、三月。一般には別れの季節であると言われているこの時季、中旬ともなると我が社でも新年度に向けた人事異動が発表されつつある。

　俺の所属している販売推進部では先週末に新商品の販促イベントを打って、その事後処理がようやく終わったところ。ゆえに、部内には安堵のため息があちらこちらから聞こえてきている状況だ。

「菅原～、お疲れっ。今回の仕切り、お前のおかげで上手くいったよ。さすがだな」

　出社後、メールチェックをしていると、上司の林田課長が俺のデスクにやってきて歌うように言った。

　今回のイベントは俺がプロジェクトリーダーだった。来場者の反応は上々で、新商品の問い合わせも増えているらしいと聞く。

「いえ、とんでもないです」

「頼りにしてるよ、てことで、今夜飲みに行くぞ」

「あ、課長すみません。今日は先約があって」

　林田課長は何かと理由を付けて飲みに行きたがるタイプだ。大柄でトラとかライオンみたいな風貌そのままに、無類のアルコール好きらしい。

　表裏のない人なので嫌いじゃないし、付き合えるときはなるべく断らないようにしているのだけど、今夜ばかりはそうはいかない。俺はすまなそうな表情を作って断った。すると、林田課長は納得いかなさそうに眉を顰めた。

「はあ？　新商品発売イベント終了の打ち上げよりも大事な先約なんてあるわけないだろー。お前がいるのといないのじゃ、女の子たちのテンションが違うんだよ」

「そんなこと言われましても」

　つまり、飲み会の雰囲気を少しでもよくしたいから、俺をメンツに加えておきたいと、そういうことなのだろう。

「──でも今日だけは勘弁してください。僕の命の次に大事な人の、お祝いの日なので」

「……ふーん、なるほど」

　俺の意味深な言葉を聞き、反芻すると、林田課長は黒々とした瞳を優しく細めた。

「そうだな、親孝行はできるうちにしておけって言うもんな。お母様、大事にしろよ」

「ありがとうございます」

　母親だとは一言も言っていないのだけど──でも納得してくれたなら、まあいいか。下手に弁解して突っ込まれて困るのはこちらのほうだ。むしろ、勘違いしてくれてよかった。

　──そう、今夜はどんな仕事や用事だって後回しにせずにはいられないほど、大切な約束がある。命の次に大事な人。……俺が心から愛している女性、千聖。

　彼女から「離婚が成立した」と連絡が来たのは、つい先日のことだ。

　

　千聖が当初予想していた通り、夫である神崎課長は離婚を頑なに拒否し続けていたらしい。

　彼女の話を聞く限り、愛情が残っているわけでもなさそうだし、どうしてそこまで千聖に執着するのかと疑問だったけれど、離婚すると外面が悪いし、出世に響くと考えているから、だそうだ。

　だからといって、外に女性を作ってそっちに入り浸るなんてあまりに身勝手すぎる。しかも、ここ最近はさらにもうひとり違う女性の影が見え隠れしたというのだから恐れ入った。

　……世の中には、そういう『病気』のような性質の男がいると話には聞いたことがあるけれど、まさかこんなに近くに実例がいるとは。

　離婚を切り出したのが九月。そこから神崎課長が折れたのが一週間前。つまり、千聖は約半年にも渡って彼を説得し続けたことになる。

　最初は取り合ってすらくれなかったみたいだけど、神崎課長の帰りの時間帯に根気強く待ち続け、繰り返し離婚を乞い続けた。その決意の固さに神崎課長も頷かざるを得なかったのだろう。

　とはいえ、離婚に際してはいろいろと理不尽な妥協点もあるらしい。例えば、神崎課長の不貞に関しては公の場で口にしない、とか。財産分与や慰謝料はなし、とか。

　それでも当の彼女は、「そんなことは些細な問題だ」と笑っていた。自分も夫ほどではないとはいえ、他の人に目移りしてしまったのは事実だし、収入に関しても人並みには得ている。それと引き換えに自分自身と戸籍が自由になるのだと思えば、構わないのだ、と。

　妻として当然の権利を行使できないところが気の毒で悔しいけれど、本人がいいと言うのなら、いい、ということにしておこう。

　かくして神崎夫妻は、三日前に離婚届を提出した。俺はようやく、塚越姓に戻った千聖と、何のためらいもなく会うことができるというわけだ。

　こんなに夜が待ち遠しいという気持ちは初めてだ。

　早く会いたい。千聖を抱き締めて……今までよく頑張ったね、と慰めてあげたい。

　左手首の時計に視線を落とす。かなり時間が経った気がするのに、まだ十時半だ。今日はずいぶんと針の進みが遅い。

　待ち合わせは十九時半、俺の自宅の最寄り駅にあるバスロータリーだ。そこで千聖をピックアップして、俺のマンションに連れていく。

　いつもよりも腕時計の文字盤を頻繁に確認してしまいながら、俺は約束のときを待ったのだった。
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「またこの部屋に来れるなんて、本当にうれしい……」

　終業後、軽く食事を済ませたあと、千聖を連れてマンションに帰って来る。俺のベッドに腰かけた彼女が感慨深げに呟いた。俺もそのとなりに座って、彼女の細い腰に腕を回した。

「うん。俺も、また来てもらえてうれしいよ」

「……志貴くん」　

　千聖の顔を、こんなに間近で眺めることができるなんて。してすぐに触れられる距離に彼女がいることが、とても特別なことのように思えて……それだけで胸がいっぱいになった。俺たちは互いのほうに身体を向け、どちらからともなく見つめ合う。

　蜜のように甘くとろりとした視線を交わらせているうちに、劣情が頭をもたげてくる。そして、本能が「唇を触れ合わせたい」と激しく訴えかけてきた。

　抗うことができずに、俺は片手の親指で千聖の顎先を掬うと、唇を奪う。

　最後に交わしたキスは半年以上も前。けれど存外に、身体はその感触を覚えている。あのとき何度も何度も、唇が腫れてしまいそうだと心配しながらキスを交わしただけのことはある、と内心で思う。

　遊ぶように唇をくっつけたり、離したりを繰り返したあと、口腔の奥を探るみたいに深く口付ける。奥で縮こまった舌を攫い、先端を擦りつけて刺激を加えながら、口のなかの粘膜を味わい尽くす。

「ふ……ぁ……志貴、くんっ……」

「キスだけで蕩けた顔してる。……気持ちいい？」

　キスの間閉じていた瞳を開けると、熱に浮かされたように潤んでいて、微かに開いた唇の端からは。留まり切れない唾液がわずかに滴っている。扇情的で、すごく艶っぽい表情だ。

「うん、気持ちいいっ……志貴くんにキスされるの、好き……」

「可愛い、千聖。もっと甘えて、気持ちよくなって」

　普段、会社で見せる顔とは違う、明らかに『女』の表情をした千聖が愛おしい。

　俺と別々の道を選ぶと決めた去年の夏、他の同期から、「千聖の能面っぷりに磨きがかかり、ひどく痩せたような気がする」との話を聞いて心配をしていた。今になって思えば、離婚の道を絶たれたことによる精神的なストレスが大きかったのだろうけれど、あのときはまだ彼女が神崎課長を想っているのだと勘違いしていたから、痩せてしまうくらい神崎課長に対する愛情を募らせ、悩んでいるのかと悔しく思ったりもした。

　でももう、彼女が『総務の能面さん』なんて呼ばれることもなくなるだろう。いや、俺が呼ばせない。これからは、何かを隠すために周囲にバリアを張る必要なんてないのだから。

「ごめん……このまま、いい……？　触れてると……千聖をほしい気持ちが、抑えられなくて」

「うん。いいよ……私も志貴くんがほしい……」

　もっと千聖に触れたい。満たされたいし、満たしてあげたい。その欲求が膨らんで囁くように訊ねると、千聖も恥ずかしげに頷いてくれる。

　彼女の手を取って、そっとベッドの上に身体を横たえた。そのとき、彼女の左手に視線を滑らせる。いつも薬指にあったはずの指輪は、もうそこになかった。

　……彼女が他の男のものではなくなったのだと再確認できて、否応なしにうれしくなる。

　千聖の今日の装いは、淡いイエローのブラウスに、レースの施されたダークブラウンのロングスカート。いつか俺がもらした「明るい色の服が似合う」という感想を覚えて選んでくれたのならうれしい、と思いつつそのブラウスのボタンをひとつずつ外して、彼女を一糸まとわぬ姿にしていく。それから、彼女の意思で茶色に染めたであろう、柔らかな髪を梳かすように撫でた。

「私……今、初めてこうなったときよりも緊張してるかも……」

　俺の手で裸にされ、千聖が顔を朱に染めて呟く。

　照れくさいけど、実は俺もそうだったりする。彼女と初めて肌を重ねた夜は、このチャンスを逃したらもう触れ合えないのかも、という焦燥感があった。二度目の、別れを決意した夜も同じ。これが最後という気持ちが、緊張感を忘れさせていたのだろう。

　でも、これからは──誰の目も気にすることなく、お互いが望むならいつでも相手の体温を感じられる。恋人同士というのはそういうものだ。今の俺と彼女は、どこにでもいるカップル。やっと、行為そのものに没頭できるというわけだ。

「わかるよ。俺もそうだし。……緊張してる顔も可愛い。もっとよく見せて」

　照れる彼女をまじまじと見つめてから、俺はふっと小さく笑った。それから頬や首筋、鎖骨に口付けを落とす。

　久しぶりに見る彼女の身体は、少し痩せたものの女性的な曲線美を保っている。肌が雪のように白く、陶磁器のように艶やかできれいだ。下着を取り去り、露になったふたつの胸の膨らみと、その中心に乗った淡いピンク色の飾り──そして、薄い茂みに覆われた下肢が、俺の情欲を激しく煽りたててくる。

　早々とそれらに触れたくなるのを堪えながら、鎖骨の下に、誰にも渡さないという意味を込めて赤いしるしをつけた。ほんのりと色付くそれを指の腹で撫でる。

「んっ……」

　そのくすぐったさで、千聖が小さく呻いて身を捩った。

「今日、たくさん痕つけたい。……俺のものってしるし。いい？」

「うん……いいよ」

　彼女は軽く目を瞠ったあと、その潤んだ瞳を伏せて頷いた。

「ありがとう。じゃ、いっぱいつけるね」

　俺は宣言通り、彼女の身体のいたるところにしるしを刻んだ。首筋、胸元、脇腹──どこから見ても、痕が付いているのがわかるように。彼女の白い肌には、赤いキスマークがよく映えた。

「ふぅ、んっ……志貴くんて……」

「うん？」

　赤いしるしをつけるたびに、千聖の唇から切なげな声がこぼれる。そのあとに続いた、俺に何かを伝えるための言葉に顔を上げた。

「結構、独占欲強いよね。……意外」

　片手では到底収まりきらないほどのキスマークを目にしたなら、いたって自然な感想なのかもしれない。我ながら暴走したなと苦笑する。

「好きな人に対してはそうかも。だって、大事なものは誰にも取られたくないじゃん」

　……いや。彼女の場合は、途中からすでに『他人のもの』だった。乞えども乞えども、手に入らないことがわかっていたから──もう二度と手放さななくて済むように、俺のものだというしるしを刻みたいと思うのかもしれない。

「──この半年間……いや、片想いのときからだから……何年も。かなり辛かったよ。千聖を想ってることも知られないようにしてたし、余計に」

　千聖の前では、カッコつけたくて平気なふりをしていたけれど、別れを告げられた瞬間は目の前が真っ暗になるくらいショックだった。それでも、終わりが来ることは十分にあり得るような始まりかただったし、千聖が幸せになれるならという気持ちにはうそはなかった。……それを、聞き分けよく飲み込むのに苦労しただけの話で。

「そんなに長い間私のことを見てくれている人がいるなんて、本当に、全然気付かなかった。しかもそれが、志貴くんだったって……未だに、不思議な感じがくするくらい」

　彼女が俺の想いを知ったのは六月のあの日だから、この話をするとあまり実感がないという反応をするのが、ちょっとだけ憎らしい。俺ばっかりが彼女に気持ちを傾けているように感じるのが原因だろう。俺はちょっとだけいたずら心が湧いて、喉を鳴らして笑った。

「じゃあ……いやってほど実感してもらうために、たくさん態度で示さないとね。……何度も何度も可愛がって、抱き締めて、気持ちよくしてあげたら慣れるかな」

「ふ、ぁ……」

　ついさっきつけた独占欲の証をなぞるようにキスしたり、舌先で撫でてから、膨らみの中心でぷっくりと存在を主張するピンクの蕾を啄んだ。ちゅっと音を立てて吸ってみたり、舌先でくりくりと刺激を与えたりするうちに、千聖の声の質感がどんどん湿ってくるのがわかる。

「吸われるの……イイっ……！」

「でしょ。もっと舐めてほしいみたいだよ。こっちももう勃ち上がってる」

　片方を可愛がっているうちに、もう片方も刺激を乞うて先端を尖らせている。片側を吸い立てながら、俺は親指の腹で反対側の頂を転がし、快感を煽る。

「だ、め……志貴くんっ……そんなに、先っぽ撫でちゃ……！」

「下のほうが疼いてきちゃうから、でしょ」

　意地悪く訊ねてみると、千聖は返事の代わりに言葉を詰まらせてフリーズした。

「そんなにしっかり脚閉じてたらわかるよ。開いて見せてみて」

　すべすべした脚の間を、隙間が開かないように力を入れて閉じているのがわかる。俺はその脚のラインを縁どるように太腿からふくらはぎまで撫で下ろし、膝を通って再び太腿に戻るかのごとくまた上昇する。彼女の身体の強張りを解くつもりで、恥丘を優しく撫でた。

「やぁっ……恥ずかしいっ……」

　ところが、彼女の下腹部はさらに緊張を増し、力を緩めてくれそうにない。

「ふうん、そんな恥ずかしくなっちゃうくらい濡れてるんだ。……確かめるよ」

　ならば、強行突破するしかないだろう。俺は太腿を優しく愛撫しながら、不意打ちにキスをした。歯列をなぞり、舌先を誘い出し、思考を粘膜への鋭敏な刺激でいっぱいにしているうちに、太腿に触れていた手に一気に力を込めて、左右に割り開く。

「ひゃんっ！」

　驚きと同時に、千聖の唇が離れる。もれ出た悲鳴にも構わず、俺は指先で秘裂に触れる。そこは、すでに熱い潤いに満ちていた。

「あ……っ」

「本当だ。全然いじってないのにもうとろとろで、いっぱい溢れて……太腿にこぼれちゃってる」

　勢いよく左右に開いたことで、入り口の襞に収まりきらない愛液が垂れ、筋を作って内腿を濡らしている。

「俺に抱かれるの、そんなに待ち遠しかった？」

　彼女に求められている事実に気分をよくして、俺は興奮のままに訊ねる。

　千聖はただでさえ赤い顔をさらに真っ赤にして、おずおずと口を開いた。

「っ……あの……はしたないって思われるかもしれないけど……志貴くんに痕をつけてもらって、志貴くんのものにされてるって意識したら……ドキドキが止まらなくて、お腹の奥がきゅん、って熱く疼いてっ……」

「それで、溢れっぱなしになっちゃったんだ。……可愛い」

　泣きそうな表情をする彼女が堪らなく愛しくて、額にキスをする。唇から、額の熱が伝わってくるようだ。

「そう、もう千聖は俺のものだよ。『神崎』じゃなくなったんだもんね。……じゃあ、俺の千聖。……聞いて」

　『俺の千聖』なんて、改めて口にすると、味わったことのない高揚感でぞくぞくした。彼女のほうもまんざらでもなさそうだ。浅い呼吸を繰り返しながら俺の目を縋るように見つめている。

「今まで我慢し続けた分、いっぱい千聖を気持ちよくするよ。だから、いっぱいイってね」

　会えなかった分。気持ちを伝えられなかった分。今夜は、ありったけの愛情を伝えたい。

　俺は千聖の秘められた場所を間近に見られる位置に移動しながら、彼女の太腿を抱え、その中心を覗き込んだ。

「……下の口、涎がダラダラだね」

　入り口からは相変わらず、彼女の興奮の証が滴っている。お尻のほうに向かって幾筋も垂れているのがいやらしい。

「今日はたくさんキスするって言ったから──こっちの口とも、濃厚なキス、させてね」

「っあぁっ……!?」

　秘裂に顔を埋め、幾重にも重なった曲線に溜まった蜜を啜り、舌先をねじ込む。すると彼女はか細い嬌声を上げた。

「すごいね、千聖の……止まらないよ。舐めても舐めても、全然キリがなくて」

　千聖の高ぶりは、恥ずかしい場所を見られている状況に対してなのか、それともこのあとに挿入ってくるだろう俺の感触を想像してなのか。いずれにしても、もっと刺激を受け止めたいとばかりに潤滑液を吐き出し続け、赤い粘膜に部屋の白熱灯を反射させている。とても卑猥で、そそられる眺めだ。

「ここもこんなに尖ってる。いじってほしくてしょうがないって感じ」

「あはぁあっ……!!」

　剥いて頭を出した秘芽に軽く歯を立てると、千聖は身体全体でびくんと反応する。

　──可愛い。そんなに気持ちいいんだ。

　もっとよくしてあげたい。さっき胸の先にそうしていたみたいに、今度は秘芽に吸い付いた。

「だ、めぇっ……！　吸わないでっ、それ、ぁあっ……！」

「そうかな？　ここはそうは言ってないみたいだよ。むしろもっと吸ってほしいって、硬く膨れてきてるね。吸いやすくなって、助かる」

　乳首よりも敏感な場所をダイレクトに刺激されると、千聖は言葉を発するのも大変みたいだった。拒否するフレーズが飛び出るにもかかわらず、触れている場所は続きをせがむように存在感を増し、赤く、いやらしく充血している。

　構わず、俺は短い間隔でその突起をとことんいじめた。

「あぁ、やぁっ、だ、めえっ──気持ちいい、からぁあっ……！」

　彼女の手が、俺の頭をどかそうと伸びてくるけれど、やや強めに突起に吸い付くとその抵抗が弱まった。再度手が伸びて来れば、また同じように吸い付く。その繰り返しで、彼女が抗うのをいなしつつも、確実に悦楽を送り込んでいく。

「気持ちよくするためにしてるんだよ。……もしかしてもうイきそう？　いいよ、イッて。イけるように、すぐよくしてあげるから」

　俺はそう言うと、舌先を尖らせて入り口に宛がった。柔らかい媚肉を掻き分けて出し入れしながら、親指で赤く腫れた秘芽を圧し潰す。

「あ、あああっ……イ、イくっ……んんんっ……!!」

　感じやすい場所を責め立てられ、千聖はあっけなく絶頂した。ぶるぶると下肢を震わせ、両足の先をぴんと伸ばしながら。

「はぁっ……はぁ、ぁあっ……」

「今、外でイッたんでしょ？　じゃあ今度は膣内でイかせてあげるね」

「っ!?」

　休ませる暇はないとばかりに俺が言う。そして、弛緩しつつある彼女の入り口に、人差し指と中指を挿入する。

「や、あ──今、イったばっかり、なの、にぃっ……！」

　しとどに濡れたその場所は、容易く異物を咥え込む。第二関節までを一気に飲み込んだあと、根元までを難なく受け止める。

「だからだよ。いっぱいイかせるって言ったよね。何回も何回も気持ちよくなって、俺のことしか考えられなくなるくらいに……夢中にさせてあげる」

　二本の指を内側に曲げ、お腹側の内壁をゆるゆると擦り始める。……早いとこ彼女の好きな場所に行き当たるといいのだけど。

「あぁ、ああ──……そこ、頭、変、にっ……！」

　少しずつ位置をずらしていくうちに、格段に反応がよくなる場所があった。

　──見つけた。俺は吐息で笑いながら、その場所を執拗に刺激していく。

「なっていいよ。どんな千聖でも、俺は大好きだから」

　もっと感じさせたい。気持ちよくさせたい。イかせたい。

　快感のボルテージが再び上がり始めている彼女は、羞恥と絶頂感とで戸惑っているのか、俺からの視線を避けるみたいに、片腕で顔を覆った。

「だめだよ、ちゃんとイかされるところ見てて？」

「やぁっ……！」

　どんな愛撫で自分が高みに導かれるのか、余すところなく視界に収めてほしかった。愛撫しているのとは逆の手を伸ばし、彼女の些細な抵抗を解いてしまう。おそらく彼女の視線の先には、蹂躙される自身の秘所が映し出されているはずだ。

「だ、め……また、来ちゃう、来ちゃ……!!」

　秘芽を撫でられ、膣内の感じる場所を擦り当てられている。ひどくエロティックな眺めが、彼女を再び頂点まで押し上げた。言葉にならない声を発して、全身が突っ張り──やがて、緩んでいく。

「……だめって、言ったのにっ……」

　乱れた呼吸を一生懸命整えながら、千聖が俺を詰る。

「ごめん。でも膣内もほしそうだったから。……今だって、本当は──もっと違うのがほしいんでしょ？」

　謝りつつ、俺は彼女と目線を合わせるために上体を起こして、差し込んでいた二本の指をゆっくりと引き抜いた。取り分け粘性の高い蜜が糸を引く。

「意地悪っ……」

　否定する代わりに、悔しそうにそう述べたということは……予想が的中したということだ。彼女は未だ満たされずに戦慄く入り口を晒したまま、熱を宿したままの瞳で俺を見上げる。

「志貴くんがほしい……ちゃんと、志貴くんのものにしてほしいの……」

　噎せ返るような妖艶さに、雄としての本能が滾る。

「……うん。そうだね。俺も千聖がほしくてたまらないよ」

　──今度こそ千聖を、俺だけのものにする。目に触れる場所だけでなく、身体の奥深くにもマーキングしたい。

「っていうか……ここまで来てお預けっていうのもあんまりだろ。……千聖、もういい……？」

「うん……して、志貴くん」

　期待に満ちた眼差しで、千聖が静かに頷く。

　俺は避妊具を装着し、とろとろに蕩けた秘裂へと、ゴムがかなり窮屈に感じるくらいにまで育った剛直の先端を擦り付ける。薄い膜越しに感じる柔らかな肉の感触は、早くも俺の思考を溶かそうとしている。

「……平気？　痛くない？」

「ん、大丈夫っ……」

「はぁ……んっ……！」

　ぐぐっと腰を押し込んで、根元までを挿入する。限界まで膨張した自身は、エラばった膨らみの部分で一度引っかかりはしたものの、その後は十分過ぎるほどの潤いも手伝って、スムーズに膣内へと導かれた。

　全方位から包み込まれる快感に意識を攫われないよう、大きく深呼吸をする。ここで達してしまっては、あまりに情けなさすぎる。

「そういえばさ──今、家はどうしてるの？」

　俺は彼女の艶っぽい顔を見下ろしながら、離婚の報告を受けたときから密かに気になっていたことを訊ねた。

「え……？　もともと住んでたところにいる、けど……」

「じゃ、神崎課長も、そこに住んでるってこと？」

「帰ってくることは少ないけど、崇さんの名義だし。でも、家が見つかり次第出ていく予定だよ」

　千聖はいかにも「どうして今そんなことを？」と訊きたそうだ。こんな、ベッドの上で睦み合うときに交わす会話でもないのだろうけれど、過ってしまったのだから仕方がない。

「なら見つかるまで、ここにいなよ」

「志貴くんの部屋に？」

　間髪容れずに提案すると、彼女は大きく目を瞠った。

「……でもそんな、悪いよ」

「悪くないよ。元旦那といるよりもずっと安心だし」

「安心って」

「だって自分のものじゃなくなったら、また千聖のことがほしくなるかもしれないだろ。だだでさえ、千聖は可愛いし」

　俺は神崎課長がどんな男なのか詳しくは知らないけれど、少なくとも千聖を通してエピソードを聞く限りでは、とんでもない女たらしだ。そういうヤツほど、釣った魚が逃げていくのが惜しくなって、追いたがるんじゃないだろうか。俺はシンプルに、神崎課長に嫉妬していたのだ。

　ところが、真剣に心配する俺を見上げて、千聖が小さく笑った。

「何それ、そんなこと思わないよ。……仮にそうだとしても、私は志貴くんしか見てないし、関係ないよ」

　──そういうストレートな愛情表現が、千聖はあまり得意じゃないっていうのを知ってるから……言われるとうれしすぎて、めちゃくちゃ照れてしまう。

「……あー、じゃあむしろ……見つかるまで、じゃなくて……ちゃんと、一緒に住もうか？　そのための場所を探そう」

　もっとクールに、スマートに切り出そうと思っていたのに、計画通りにはいかないものだ。しどろもどろになりながら、必死に言葉を紡いでいく。

「いわゆる同棲ってやつだよな……俺としては、千聖にいつ『菅原』になってもらっても構わないけど、離婚したばっかりで少しゆっくりしたいって気持ちとか、他にも事情があるだろうし……そっちはそのうち、な」

　言ってしまってから、今のはプロポーズと等しい台詞だったのではと焦る。相手が離婚したばかりであるとわかっているなら、もっと違うタイミングで切り出すべきことだったのかも、と。

　けれど、俺の心配なんて彼女のうっとりしたような笑顔にすぐ掻き消えてしまった。

「……ありがとう。そうできたら素敵だな」

　俺のことを全力で信頼しきっているとでも言うような、無防備でいて女性らしい嫋やかな表情に──やられてしまった。

「今の顔、めちゃくちゃ可愛い。反則」

「ぁんっ！」

　この人を抱き締めたい。愛したい。そんな衝動に駆られ、俺は自分勝手に律動を開始する。

「やぁっ……いき、なりっ、激しいっ……！」

「千聖が悪いよ。そんな顔で、俺を誘うんだから」

「誘ってなんて──ぁ、ああ、そこぉっ……！」

　両手で腰を引き寄せて、最奥を狙いしゃにむに膣内を穿つ。ぎりぎりまで怒張を膣内から引き抜き、勢いのままにまた突き入れる。繰り返すうちに、怒張の先のでっぱりが内壁を引っ掻いたり擦ったりして、彼女の快楽が蓄積されていく。

「奥だめぇっ……当た、って、っぁあっ──……！」

「当たってるよね。ここ……てか、当ててるんだけどっ……！」

「ぁあああっ……！」

　これまでの彼女とのセックスで、子宮口が性感帯であるのは確認済みだ。ならば、お望み通り気持ちよくするまでだ。

「……志貴くん、愛してる」

　行き来する熱に比例して高まる悦楽に浮かされた千聖が、俺の背中に両腕を回してうわごとのように呟いた。

「っ、あ……大きく、なったっ……」

　──交じり気のない愛の言葉を耳にした瞬間、彼女が指摘する通り、膣内の屹立がこれ以上ないくらいに膨張し、角度をもったのが、自分でもわかる。

「千聖が……そういうこと、言うからだろっ……！」

　情けないけれど、彼女のたった一言で俺の性感は極限にまで達してしまう。身体がそれに追いつこうと、激しく腰を使い、最上の悦びをもぎ取るためのカウントダウンを始める。

「志貴くん、また、私ぃっ……！」

「千聖、俺もっ……出すよっ……！」

　頭のなかで、積み重なっていた快感が一気に爆ぜた。俺は深く彼女の膣内に剛直を突き入れ、動きを止めた状態でその爆発が収まるのを待つ。

　千聖の膣内が激しく収縮している。おそらく彼女も果てたのだろう。ゴム越しにその締め付けを感じながら、俺たちはお互いを労わるようにキスを交わす。

「……千聖。これからはずっと一緒だ」

「うん。これからは……何も気にせず、堂々と会えるんだもんね」

　汗ばんだ額をくっつけながら、俺と千聖は心ゆくまで半年ぶりの逢瀬の幸せを享受したのだった。
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「ねぇ、聞いた？　神崎主任って離婚したらしいよ」

「え、それ本当？」

　昼休みも終わりそうなころ、デスクに戻ると、後ろの席のふたりは懲りもせずに私の噂話をしているところだった。

　当の本人が現れたなら止めておこうという気にはならないのだろうか。他の人にも同様の失礼を働いているとも限らない。上司として一度ビシッと言うべきかと考えつつ、その内容を耳にして、噂が広まるのは早いものだと感心したりする。

「うん。営業部に同期の子がいてさ、神崎課長が結婚指輪外したのに気付いたみたいで。『まさか』ってカマかけたら認めたって」

「あー……神崎主任の左手、あとで見とこ」

　『あとで見とこ』と加賀さんが呟いたあと、私はさりげなく自分の左手の薬指を見た。桜も見ごろを終えた四月の中旬、離婚から一ヶ月も過ぎれば、指輪の跡もだいぶ目立たなくなってきた。

　離婚が成立したあと、母には報告という形でそれを伝えた。母は驚きも責めもせずに「お疲れさま」とだけ言って、私を実家に招き、好物を山ほど作って振る舞ってくれた。だからやっぱり、察していたのだと思う。

　結婚式に参列してくれた親戚や友人、会社関係の人たちにも、それぞれ改めて報告した。どんな反応されるのか気が気じゃなかったけど、みんな一様に寛大に受け止めてくれて、労わってくれたのが意外だった。

「でもさ、それにしては神崎主任、やけに明るくなったと思わない？　優しいっていうか、雑談にも応じてくれるっていうか。普通にいい人」

　母や周囲の胸に沁みる優しさを思い出していると、新見さんの高い声がカットインする。

「そうそう。前はプライベートな話題を振ろうものなら門前払いされる感じだったけど、話しかけやすくなったよね。だから仕事の話も相談しやすいし」

　……門前払いって。そんなに露骨な態度を取っていたとは、あまりにひどすぎる。

　私にはもう隠し立てすることは何もない。だから変に肩に入っていた力が抜けて、自然体で過ごすことができている。そのおかげか、以前より仕事もスムーズに回るようになった感じがしたのも、気のせいではなかったようだ。……私の近寄らせない雰囲気が、部下の業務の進み具合にまで影響を及ぼしていたとは、反省に次ぐ反省だ。

「あんな優しそうな神崎課長と何で別れたのかはめちゃくちゃ気になるけど。何か、同期の子が訊いてもそこは教えてくれなかったらしい」

「へぇ、そうなんだ。確かに気になるね」

　もう一つ意外だったのは、元夫である崇さんが、離婚理由については周囲に黙秘を貫いていることだ。

　彼のようにメンツを気にするタイプの男性は、周囲へは自分に都合のいいように根回しするものと思っていた。もちろん、私もそれを見越して離婚してもらう条件として「私を悪者にしてもいいから」と提案したのだけど、どういうわけかそうはしなかったようだ。

　……もしかしたら、彼は彼なりに私に対する罪悪感を抱いてくれていたのかも──なんて思ったけれど、真実はわからない。私がそう思いたいだけなのかもしれないし。

　そのとき、プライベート用のスマホにメッセージが届いた。周囲に気付かれないように、机の下でスマホを操作し、メッセージを確認する。

『この物件、２ＬＤＫで駅近の築浅。千聖の希望の三口コンロの条件も満たしてて、かなりよさそう。画像送るから、気に入ったなら内見行こう』

　差出人は志貴くんだ。一緒に間取りと部屋の写真が送られてきている。きれいだし、リビングが広々としていてよさそうだ。

　私たちは今、志貴くんの部屋で暮らしながら同棲に向けて引っ越しを計画している。私は彼と一緒に住めるだけで十分幸せなので、あまり物件に対して注文はなかったのだけど、もし叶うならコンロが三口だとありがたいな、という希望を出した。

　その希望を挙げることである程度物件数が絞られてしまうことは覚悟していたのだけど、一度目の結婚のときから抱いていた、好きな人に毎日自分の作ったお弁当を食べてほしいという夢を思い出したのだ。

　前回、それは叶わなかったけれど、志貴くんにそれを話したら「食べたい！」とよろこんでくれたので、ならばお弁当だけではなく、普段からいろんなものを同時に調理できるように、三口あったら自由度が高くなるな、と思った次第だ。そういう意味でも、この物件なら申し分ない。

　早速、『すごく気に入ったよ！　是非内見したいな』と返信を打った。

　正真正銘の恋人同士となった今、以前のように、返信のタイミングなどを考えこまなくてもよくなったのがうれしい。世のカップルは、パートナーに対して自分の思うタイミングで自由に返事をすることができるはずだから。

　三年半の結婚生活は、その大半が辛く我慢が強いられる日々だったけれど、今の幸せに出会うきっかけにもなったわけだから、後悔はしていない。

　この恋がハッピーエンドに行きつくかどうかはわからない。崇さんとの結婚も、私はそれがゴールでありハッピーエンドであると疑わなかった。

　だから多少なりとも不安はあるし、また同じ結果に辿り着くのではと怖い気持ちにもなるけれど、今はただ私を愛して、大切にしてくれる志貴くんを信じたい。そして彼がくれるのと同じだけの愛情を返していけたらと思う。

　無味乾燥した毎日に絶望していたあのころの私に教えてあげたい。あなたをずっと心配して、想ってくれている人がいる。そしてその人は、私がいちばん望んでいた一途な愛情を与えてくれるのだ、と。

　その人が同期の菅原くんだと知ったら、あなたはさぞびっくりするだろう。そんな都合のいい話、あるわけない──なんて思うかもしれない。

　今の私は、夢のような恋物語の現実を生きている。この幸せを手放さないように、真面目に上を向いて生きていけたらいい。

　今週末は、「一緒に住むなら、まず先にお母さんに挨拶をしないと」と言ってくれた志貴くんに、母と会ってもらうことになっている。

　まずはそこから。離婚したばかりの娘が急に男の人と同棲したいなんて言い出したら、さすがのお母さんも怒るかもしれないけれど……でも私にどれだけ彼が必要か、彼もどれだけ私を必要としてくれているのか、きちんと説明して、理解してもらわなければいけない。

　──きっと大丈夫。志貴くんは素敵な人だ。この四月の異動で大方の予想通り係長に昇進したし、部署の人たちからの信頼も厚い。いかに彼が勤勉で、周囲からも愛されている人であるかは明白だ。

　それに母は、私が笑顔になれる選択を望んでくれている。大好きな人とともにいられることを、祝福してくれるはずだ。

　私はスマホを置いて、まだおしゃべりに夢中な新見さんと加賀さんのほうを振り返る。

「昼休憩はそろそろ終わりですよ。気になることがあったら、直接聞いてください」

「あっ……」

　しまった、と顔を歪めるふたり。その表情につい噴き出してしまった。

「迷惑じゃなければ、今度ランチでも行きましょうか」

「えっ、いいんですか？」

　新見さんがぱっと表情を明るくして訊ねたので、頷いてから前を向いた。

「──『総務の能面さん』が笑った」

　唖然として加賀さんが呟くのが耳に入って、私はなおのことおかしくなった。







あとがき









　こんにちは、もしくはこんばんは。小こ日向ひなた江え麻まです。

　このたびは『禁断の情事はエリート同期の一途な溺愛に溢れていて』をお読みくださり、まことにありがとうございます。

　さてさて、濃蜜ラブルージュさまで出させていただく六作目。

　諸々事情はあれど、ヒロインが既婚者、ヒーローが独身という、いわゆる不倫をキーワードにした作品ははじめてです。濃蜜ラブルージュさまはいろいろと私のはじめてを奪ってくださり大変貴重な経験をさせていただいております。（言い方……）

　結婚したらゴール！　ヒロインとヒーローは末永く幸せに暮らしましたとさ！

　……というお話をいくつも書かせていただいているなかで、結婚してから夫婦間に起きる問題、そこで夫婦関係が壊れて、そこからまた新しい関係が生まれていく……という流れが結構リアルだなーと思って、こういうジャンルは機会があればチャレンジしてみたいなと思っておりました。なので、形にできてうれしいです。

　千聖の感情をイメージするたびに様々な発見がありました。悩んだり、つらかったりする感情のほうが多かったかもしれませんが、不思議とそれを表現するのは楽しかったです。その先に「ちゃんと幸せになれるからね！」という気持ちがあったからかもしれません。

　こういう苦難の多いヒロインなので、私の中では最大級に優しくて弁えのあるヒーローにしたつもりです。菅原くんはずっと千聖に片思いし続けて、彼女が結婚してからも変わらぬ思いを抱き続けていたので、恋心が成就した今、より千聖を大事にしてくれることでしょう。ふたりで障害のない恋愛を楽しみながら育んでいってもらいたいです。

　元夫の崇に関して特別な制裁をしていないのは、もちろん千聖の幸せを追求するのを優先したということもありますが、崇の主観では悪意がないからです。彼は彼で、恋愛と家庭は別、という持論を持っていた。それを最初から千聖に伝えていなかったことと、世間的に不倫が悪であるという認識が彼のなかで重要視されていなかったこと、ゆえに黙って他の女性と親密になって千聖を裏切ったこと……というのが悪かったのかな、と思います。（決して彼を肯定しているわけではありませんが）

　いろいろな人がいるから、いろいろなストーリーが生まれるのだなぁと感じながら書いていました。少しでも楽しんで頂けましたなら何よりです。

　最後になりましたが、担当さま、編集部のみなさま、禁断の恋に落ちる千聖と菅原くんをムーディーに描き上げて下さった逆さか月づき酒しゅ乱らんさま、この作品にかかわって下さったすべての方々に、ありがとうございました。この場を借りてお礼申し上げます。またお目にかかれますように！
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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